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会員の受賞

第38回工高生デザ

インコンクール入選

者発表

一読十課題 : 地域に建つスポーツ

施設一

'83建築関係団体

合同忘年懇親会

'84建築関係12団体

合同新年交礼会

日本 建 築 協 会

& 畠

冨 固

このたび、下記会員の諸氏は、 建設界に

おける多年の功績によ って表彰を受け

られました。

ここに誌 して、その栄誉 をお慶び申し

上げます。

ｾ￨＠

- 敬三等瑞宝章

楠田 喬三氏

( 元大阪支苅耐遁俳土E白

日本建築協会主催による平成 5年度の

標記コンクールの入選者が、右記のと

おり決定いたしましたので発表しま

す。

なお、入選作品は平成 6 年 |月 号に掲

載いたします。

- 応募校 釦20枚

- 応募 作品数1148点

関西建築界の恒仔l肝 事である忘年勝 見

会を、本年も建築関係団体合同で開催

することになりました。多数の建築関

係者が集い、親交を深めます。何卒こ参

加下さいますようこ案内申し上げます。

日 時 平 成 5 年12月14日伏)

午後 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分

会 場 太 閤 園 迎 賓 館 ダ イ ヤ モ ン ド ホ

ール ( ビュッフェ ・スタイル

のパーティー)

大阪市都島IZJ網島町9- 10

電話06 (356) 1  1  11番

( 京阪京橋駅より徒歩 10分 ・

市バス東野田より徒歩 5介)

会 費 8，000円

(5J IJ に多額の補助があります)

日 時 平 成 6 年 1月 4日ω

午後 Ｒ 時 ＳＰ 介 ｾＳ 時 ＳＰ 分

会 場 対 反コクサイホテル 8階宴会場

( 大阪市中央区本町橋2- 33)

会 費 3，000円

( 申込者で当日欠席されても会

費をいただきます)

- 敷三事嵩宝章

水 よ 芳 美 氏

( 併浸: 谷エコーポレーション取締生会民

- 殿五等双知也日章

廃液勘一郎氏

(ヒロセ鮒取締役会長治

- 勲五暫定宝章

内 藤 正 克 氏

( 併が磁建築諒十事務所取締新宣会主治

氏 名

入 選秀・

最 優 賞
有 坂 幸 盲'也、

入 秀選・

f憂 賞

力日 蔵 俊

入 秀i竪・

優 賞
中 村 笑 樹

入 選
τ E t  コ

国 昇 司

入 選 松 本 進

入 選 }皐 峡 里

入 選 専:k 原 幸 子

入 選 5ム 田 フE

入 選
o r  

次 隆 史
Eコ

入

選 | 中林昭次( 代表者)

山下崇1専 ※ 共同制作

. ご面倒ですが、会費を添え

て申込期間中 (11 月15 日

ｾ ＱＲ 月 Ｓ 日 Ｉに共催団体事

務局までお越し下さるか、

現金送金にてお願いしま

す。( 土曜休日)

・申込者には忘年懇親会参初

賞をあ、渡しします。

定 員 400名

余興・福引 豪華景品が当たります。

( 寄贈品を含む)

お土産参加者全員に進呈

お願い ( 1)出席者名簿を作成しますの

で、申込の際に氏名 ・董拐事

先をお知らせ下さい。

(2)申込者で12月 3 日までに欠

申 込 12月 8 日までに会費を添えて

最寄りの団体にお申込み下 さ

共 催 (初日本建築協会 (駄 阪 府 建

築士会 (紛日本建築学会近畿

支部 (被新日本建築家協会近

畿支部 (他大阪建設業協会

- 宮崎六等単光旭日章

三宮欣一郎氏

( 骨位大阪ピルメンテナンス協会理事)

- 書簡七等青色柄葉章

伏見 富雄氏

(東光電気工事側工事到IIru

- 大阪府知事表彰

土屋 務満氏

(スマ・ブライ トアート研究所)

学 校 名 学年

群 馬 県 立 局 崎 工 業 高 等 学 校 3 年

三 重 県 立 四 日 市 工 業 品 等 学 校 2 年

大 阪 市 立 工 云 局 等 学 校 3 年

群 馬 県 立 桐 生 工 業 局 等 学 校 3 年

群 馬 県 立 高 崎 工 業 品 等 学 校 2 年

静 岡 県 立 静 岡 工 業 品 等 学 校 3 年

二 重 県 立 四 日 市 工 業 局 等 学 校 2 年

大 阪 府 立 西 野 田 工 業 局 等 学 校 3 年

大 阪 市 立 工 云 局 等 学 校 3 年

堺 市 立 工 業 高 等 学 校

2 年

2 年

席の意絡がない場合は会費

のこ負担を願います。

(3)当日は参加証で受付いたし

ますから必ずこす寺朝頁いま

す。

共 催 (紛日本建築協会 (倣 阪 府 建

築士会 (倣 阪 建 築 士 事 務 所

協会射漸日本建築家協会近

畿支部

協 賛 (初日本建築学会近畿支部制

大阪建設業協会 (訪日本建築

材 料 協 会 峨 諜 劇 協 会 関 西

支部 (他日本建築桶宣技祢渚

協会関西支部 (初日本建築積

算協会関西支部 (紛建築設備

技術聞説会近畿支部 (紛大阪

電輯易会

(初日本建築材料協会 (枇大阪建築士事

務 所 協 会 (紛建築業協会関西支部

制 日本建築楠造技術者協会関西支部

(他日本建築積算協会関西支部 (紛建築

制鵡技術渚協会近畿支部 (油大阪電業

協会

建 築 と社 会 ・1993 . 11 1  
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会員の皆様方待望のち ＳｾＧＹ Ｔ 年版会員 に役立つものとおもわれます。また、年 1. 体 裁

名簿が出来上がりました。この名簿は、 賀の資料にもご利用いただけますの 8  5判 270頁 本 文 上 質 紙

建築界に活躍される会員のE応兄( 出身 で、何卒お買い求め下さるようお願い 1.定 価

校 ・現{ 主F斤・重勝先 ・所在地) を紹介す 致します。 3，000円( 消聞姶む) 干310円

るばかりでなく、官公庁・学校・関係者 なお、すでにお申し込みの方、営業案内 なお、 12月末日までにお申込みの方は、

諸国体のほか、建築事務所、建設、出オ、 欄掲載の各社へは、発行と同時に一部 会員特価 として送料 ・消費税込みの

設備その他関係業者の主要なものを業 ご送付申し上げておりますので、申し 2，500円でお頒け致します。

干重別に収録しており、日常業務に大い 添えます。

このたひ1他日本建築協会の編著、 側オ

ームヰ土の出版で 「建築設計者のための

設備知識』を刊行いたしました。

この著書は、本会機関誌「建築と社会」

ＱＹＹＰ 年 ｾ Ｑ ＹＹＲ 年に Ｓ 回にわたり特集し

た内容をベ スに、環境問題にゆれる

現在の社会札兄を織り込み、融庁の情

報を盛り込むべく新たに書き起こした

もので、執筆には、東畑建築事務所、日

建設言十、安井建築設計事務所、大阪ガ

ス、関西電力の設備言語十者約四名が当

たり、本会の編集委員会て守儲支を重ね

まし fこ。

第一線て活躍する設備器情が、実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面した問題を掘り起こし、その

解決を選択肢て示した本容は、意匠設

言↑ 者のみならず、初歩の設備言宣言ド者に

も好イ聞の資料になるものと思います。

本容は、 10月から全国の書l苫庖頭に出

ていますが、本会ても図書の販売をい

たします。本会では特別価格として、定

価 (5000円) の 2割引の4，000円( 郵送の

場合は送料380円/ 1冊要) て頒布します

ので、お買い求め下さるようお願い申

し上げます。

詳細お問い合わせ、およひ購入申込は、

(初日本建築協会へお願いします。

編著者ヰ団法人 日本建築協会

( 東畑建築事務所/ 北島章因 ・

弓崎幸治 ・坂田進 ・城下善雄・

中野格、日建設計/ 議岡茂 ・

瀬戸良日召 ・押田忠明、安井建

築設計事務所/ 臼板東治 ・山

根敏和 ・水谷広治、大阪ガス

/ 中村秀行 ・佐々木明美、関 発行所 (紛オームヰ土

西電力/ 中村秀夫 ・大木俊郎、 〒101 東京都千代田区神田錦

ほか) 町3- 1 TEL03-3233- 0641 

干530 大阪市北区梅田トト3 体 裁 85判、 220頁、上製本

-2100 TEL06-348-0635 定価5，000円

本会は大正 6 年 3 月創"iI. 以来、建築法 また、建築界の総合団体として常に建 これらの事業をますます発展させるた

規の法制化に努めたほか、わが国初の 築関係各部門の連繋と調整に当たり、 め、会員の増強運動を展開して会勢の

住宅博覧会の開催、四会連合工事請負 相互の棚圭、共存共栄に意を j主ぎ、会誌 伸展をはかりたく、入会者のこ喧糠を

契約約款の制定など、今日に至るまで、 「建築と社会」の発行や、各種見学会、 お願い申し上げます。事務局は電話06

建築界をリ ー ドするとともに、→蹴 講習会なと実務に直結した諸種の事業 引 か0635です。

会との結びつきを深めてまいりました。 活動を行っております。

住環境における騒音防止は必須条件に 他 12月10日幽

なっており、防音技術者の育成が急が ・誌寅 ・見学編/ 1993年12月17日明)

れます。 一松下電工側中州汗究所ー

この講座は、防音 ・音響の知識・技術を ・応用編/ 1993年12月24日倹l.. 1994年

平易に教え、企業の要求するレベルの |月7 日倹l.. 1月14日制

技術者を育成することを目的としま ・ 実習編 Ｏ Ｑ ＹＹＴ 年 ｼ 月 Ｑ Ｙ 日 ｾ ｊｩ 1月20

す。主催は(初日本建築材料協会。 日胤 |月28日働

・基礎続/ 1993年11 月26日猷 12月3 日 ・ケーススタディ / 1994年 2 月4 日働

. 修了式/ 2 月4 日悩

受掛斗協賛団体会員| 人20万円

一般 22万円

講師青山信英( 青山コンサルテ ィ

ング) ほか 6名

お問い合わせは、 (初日本建築材料協会

(TEL.06-443-0345) へ。



〈今 月 の 表 紙〉東 出 清 彦
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関谷学校・石塀( 岡山県備前市L

十数年来、幾度目の閑谷学

校だろう 。訪れる度に新し

い表情を見せてくれる。今

日は、かなりの雨だ。水を

含んだ石塀は、更に丸味を

得びて連なり、見飽きるこ

とがない。一夜て・積った も

みじの繊綴が、石と 和して

優しい。3∞年も前から、こ

の藩学校の腕白っ子らは石

塀の上に寝ころんだりしな

がら、儒学の道に励んだ二

とだろう 。

建築と社会開田 1……巻860号

ARCHITECTURE AND SOCIETY 

J OUANAL  Q F  T HE  ARCHI T E CT URAL  ASSOCI ATI ON O F  J AP AN 

C  

. 特集予告

11月号/ 第40回青年技術者

環境 人にやさしい空

間創造をめざして

特 集 .
都市型住宅再考

[ 総 論 ] 都 市 型 住 宅 の 課 題 ・住田昌二

[ 歴史のなかの都市型住宅]

明治初期における大|仮 船 場 の 都心 居 住 ・三浦要一/谷 直 樹

大阪の長屋と11I Tづくり ・寺 内 信

[都 市型住宅論ー 1 ( 回顧) ]  

戦 後 の 民 間 住 宅 の 建 設 支 援 ・桐座正信

者11市型住宅と、これまで、の共同住宅計画 ・富安秀雄

大阪市における大規模住宅地 整 備 事 業 ・山 本 晃

公 団 の 市 街 地 整 備 事 業 ・宇治原邦浩

[ 都市型集住計画の新しL 、試み]

ライフスタイル対応設計による都市型集住 ・川村虞次

[ 都市型住宅論- 2( 展望) ]

船 場 夢 物 語 '93 ・山 中 孔

郊 外ニュータウンから見た都市居住と者flil i型 住 宅 ・川淵吉男

都 市 型 住 宅 供 給 と 住 宅 政 策 ・城戸義雄

市 街 地 住 宅 供 給 の 展 望 ・巽 和 夫

関西の者11市 型 集 合 住 宅 ・京都大学工学部建築学教室高田研究室
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第 39図工高生デザインコンクール入選者発表

'93建築団体合同忘年懇親会 '94建築関係 12団体合同新年交礼会

'93-' 例年版日本建築協会会員名簿頒布お知らせ

「建築設計者のための設備知識」刊行、割引価格で頒布

日本建築協会新入会者ご斡旋お願い

第4期建築音響・防音研修講座

作品作風 ロ ー ズ〉ウッ ドゴルフクラブ

関 電 産 業 奈 良 セ ンタ ーピノレ

SKETCH BOOK 最 近 竣 工 し た 新 建 築 作 品 11点

Gal l ery コンクリ ー卜の 箱 備と緋一 中 瀬 邸 ・南 和 人

害評 現 代 社 会 の 解 説 に 関 連 し た 学 際 的 研 究一 総 合 的 な 住 宅 政 策 の 構 築 ー

『現代社会とハワジング』巽 和 夫 編 ・住田昌二

作 品 神 戸 ハ ー パ ー ランド

法令コーナー 都 市 計 画 法 改 正 ・井隼秀樹

GBRCニュース ミク ロストー ン使用 コンク リー卜に関 する研 究

建 築 の 眼 バリアフリー概念が自立する ・藤本尚久

集住設計と許認可 ・川村英次

学びの句 ・楠本照男

光が空間を表現する ・三谷幸司

設 備 の 頁 イオン風を利用した空 気 清 浄 装 置 ・植田加久夫

矯 造 の 頁 T M Dによる制振設計事例 ・畑 輝

施 工 材 料 の 頁 セラミック吸音板 ・山田 聡 / 関 四 郎

I NFORMATI ON r中村好文・椅子たち展」

第7回コイズミ国際学生照明デザインコンペ

「大者日市のメインストリー卜を考えるJ

1993建築仕上フォーラムの「検証『地球環境と建築 J J シンポジウム

京都市都市景観賞募集

タグッドリビングショー出展受付

第 13回大阪まちなみ賞入賞作品

平 成5年度建築物に付属する緑化施設表彰

講演会リポート 「建築工事実 務 講 習 会」盛況 ・寺本英一

新 刊 紹 介 「建築物の 消 防 法 を 読 みこなすコツ」 ・上 原 正行

月報 平成5年9月分
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l If 

ク ラ ブ り 、 ウ ス 設 計 監 理 ・

清 水 建 設 大 阪 支 j吉 一級 建 築 士 司 王 務 所

施 工 圃

清 水 建 設 神 戸 支m

ローズウッドゴルフクラブ

ｦ 州 ｦ 号、 ｼ 年 ｦ の ｉＧ ｬ ｲｾ の地 Ｉ Ｑ 予を ｩ 円かし、 ｲ l' 1然 が品目 < ｉ ｊｬ ｊ 線美ぞ ｊＡｾＨ 疋する」・ ・・ ・

( Rの思想〉。 これが、ローズウッドコツレフクラブの必本コンセプ卜で

ある 。 ゴ‘ ノレフコースはもとより、クラフツ、ワス、 コース 内の志 村長析

にいたるまで、 R の忠氾!にそ った山総て引な:JjJ 主されている 。

コツレフのもつ ［Ｑ 士快て日記動的な大宅への Ｂ Ｗ Ｑ 妙Ｚ｝ｩｉＡ必。そしてメンバ ＭｾＺ ｉｉ

五の暖かな交流を育む包み込まれるような、 。やすらぎすこのjilij -i"' i を

Ｔ 長引するためにクラブハウスは、ねが ｪｩｬｩｪＡ［Ｇ ，ｾＺ￦Ｍ大きく広げ、大地から

今まさに Ｗ Ｑ ｾ ぴ立 ｴ うとしている資をイメージしてデザインされ、コ

ースのほぼ'1'央部分に配した。 主要書Il 分は IUI 線によ って梢成し、 1'1

然のもつ采らかさと夕、、イナミズムを感じさせるような凶し、平副 )1ヲ

状にとどまらず、形態や νｾ ｉ Ｚ Ｇ，ｊの村 ｩ 成にもと ｬ 三 かした 。

、"1 クラフツ、ウスは、 I'J 形のエントランスロビーを '1' 心 に、両究に J打

室を配した 2 ｊｾＱ からなる机成とし、山低そのある男知也｝彰状を λ ｼ 三 かし、

2  JWf レベノレにエントランス、 11併のレベノレにスタートテラスを配し

立体的に到民、ぷを分離した。 l人l古Il 官!I' ，Jはn'C筏 241η の、 ドーム天11' そも

つエントランスロビー、そして I..J さ 6 mのボーノレト天井をもっメイ

ンターイニングを 小心に、合W( I(J にゆ ったりとしたさわやかな空! I ¥J と

した 。 また、ＱＧ Ｑ 然との ー イ本Ａ必ぞ人切にするために、メインのシｾｉＯｉ ｊ に

は大きな Ｑ Ｉ ト ＱＱＱ 苦 ｉ ｬ ぞ設け、 Ｑｾｾ ＧￏＧ Ｑ を Ｇ ＱＱ わに ＱＱ ｬｻにｦｩＧＨ ｲ ｩ Ｑ ＮＺｩ＼した 。 おおらかな、の

びのびとした形態と笠川 によ って、プレーの余) 引をl味わうにふさわ

しい、、場。の創出 ぞめざした。

Ｘ ホーノレと Ｙ ホ ー ノレのコースを結ぶ宗ド ｪ 長紙は緩やかなカ ー フ、ぞ Ｑ￹Ｇ ｩ ｾ 、

た Ｑ ＱＱ Ｚ 保初 ｊ の ｲＩＧ￯ 面つりｌｬ ｉ ｉ 総 ｐｃＤＺ ｉ Ｎ ｾ 尉んである 。 ｉｕｉ 線の柿長が ＷＶｭ 、

IIJ i l 2. 5m、l 本柱による frFpJ 凶βでありながら、防げたにカ ーブそっ

け ｈＺ 芥を斜めにすることで ｪ 円ｊＡ ｉ ｊ だけケーブルで ｉｬｲｾ っ ているので反対

fJ! IJの眺めがt ! くなり、 :!y・行者・がIJf.J放感と| 挑噌を l味わうことがで古る 。

('.'; .';u，綜久 ・腫+、]i.'(J "と/ 治水主l ! 設)

エ ン ト ラ ン ス ア ブ ロ ー チ 外 観

北 東 外 観

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

モ ニ ュ メ ン ト ( リンタツ ( 株) 製作}

5  
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所 在 地 一 一 一 一 兵 庫 県 小 野 市 山 田 町 榊 町

敷 地 面 積 1，101 ，122. 0m'  

建築面積一一一一 3，932. 5m'

延床面積一一一一- 6，884. 6m'  

構 造 規 模 一 一 一 一 RC( 一 部 S) 2F

工 期 一 一 一 一 平 成 4 年 2 月 ~ 平 成 5 年 5 月

最 寄 駅 一 一 一 一 中 国 自 動 車 道 ， 竜 野 社I. C よ り 約 15分

撮 影 一 一 一 一 島 修 一 、 水 野 励 治

ロビー

フロント

メ イ ン ダ イ ニ ン グ

ロ ビ ー レ ス ト コ ー ナ

7  



8  住築と社会 ・1993. 11

玄 関 ア プ ロー チ

{ 石彫・流転・久保極作}

ィて-合fR〆
ｾ＠

/  



耐F

基 本 計 画 ・監 理 ・

関 電 産 業

言st 言十圃

安 井 建 築 設 計 事 務 所 ・ニ ュ ー ジ ェ ック

施 工 ・

建 築/ 浅 沼 組 ・奥 村 組 ・森 本 組 共 同 企 業 体

設 備/ き ん で ん

関電産業奈良センタービj レ

|立.j'，臼主主義奈良センタ ーヒツレは、新しい奈良の ，ｉ ｾ Ｇ 心地で ある新大山の

大 .' .e.)並りと 三染法手' j ¥三寺線の角地に位置し、すやそばには奈良i ' li役 ji斤

等の 官ｽ￭ ｾ 他物 ・ 奈 良そごう ・ ｼ 刻 ￯ ｬｓＧ ［ ＱＱＺ力 奈 良Ｇ 皆 ， 喋羽 ｩ ーなどが ｬｬ ｾ んて沿いる 。

雄 物川j金はテナン トヒツレであるが、特に古都奈良にふさわしい会Ii'i

の雄物とする こと、イ ンテ リジェン トピノν とする こと、 そしてテナン

トに刈するアメニティーに充分な面白怠をすることを百Iｾｪｩｬ￯ ｬ 日棋とした 。

タ は見 はｾ ＧＺ［Ｇￋ＾鋭ｴｉｬ ｬｊ ゃ五加［ｉｪｊ ｾ ｴｉｬ ｬ ｊ の ＧＱ ｾ Ｇ て｜石とガラスのカーテンワオーノレ

により安定感のある奈良らし し、フアサード を表現した。hl 主i二のさ自問

屋 外機 の 日間しスクリー ンに ｻｴ ｦ がほつけ、展 中 Ｑｾ のような表 ｭ が みら

れるように工夫した。 ミラ ーカ、ラスによるカーテンウォーノレは宅の

11火り 込みによってヴォリュ ーム1惑をナ柔らけ、るのに役立って い る。

機能については、ヂi 力化 と主主済性追求の '1 'で 24時1mピノν を 11桁すた

め、千ｾ非 Ａ，ｉＧｉ Ｇ ｦ に よる全 ｮ［Ｚ イヒ 空間や機械替 ｦｪ Ｏｬｩ など工夫ぞ凝らして し、る 。

テナン卜部分は全床ワイヤリングのため ｏａ フロアとし、町立ｉＧｾ台数も

この鋭Jムの ピノレとしてはかなり多い80台収容を可 能とし てい る。

アメ ニティーに ついては、建物1の内クトにアート ぞ同己して いる のが大

きな午何故である。まず玄関ア プ ローチの脇には、 奈良山身の1M;五1];ぶ

久f呆極氏による "ijfOlii(" t. !IBする大きな石川5 をシンボノレとして配置。

さらに玄|立lホーノレには、グラスアーテ イス 卜三ifliτ キ子氏によるロ ッ

クレー庁 、ノモのilij. " を配 し利用者の目を楽しま せる よう工夫した。

また、科l滑には広いリフレッシュコーナー を設け、 ここに もリ トグ

ラフの作品ぞmげ、 f木疋!II寺のやすらぎ に- 1)主かうこととした。 さら

に、ピノレ 21滑にはラウンジを設け、 くつろぎと ｉｬｧｧ 誌を Ｂｲｴｈｾ とした 。

これか らの Ｍ ｊｾ の Ｙ ･ｈ｝ｩ［Ｏｊ 可 也 ｬ さ れる こ の 地 の新 しい ランドマ ー クと

して、、、|郎;11: 産米弓モ良センタービノレ砂がそのf交訓と機能を来たすこと

ヵワｴｊ ｊ 待されて Ｂｾｯ Ｈ 行 Ｚ ｾＱＷ ド 修平 Ｏ 安 Ｗ 井主 ｊｅ 築 設 計事 務所 Ｉ

所 在 地 一 一 一 一 奈 良 市 大 宮 町7丁目 53 1-1

敷地面積一一一一一 2 ，246 m'

建築面積一一一一 1，467 m'

延床面積一一一- 9 ，648 m' C容積対象面積8 ，127 m' )

構造規模一一一一一 S R C、BI F、7 F、PI

工 期 一 一 一 一 平 成 4 年 | 月 ~ 平 成 5 年 6 月

最 寄 駅 近 鉄 奈 良 線 新 大 宮 駅

llll 影一一一一一フォ トは なおか

斗

全 景 鳥 鰍

4・・・・v

玄 関 ホ ー J レ

2' 皆 ラ ウ ン ジ

※ 第 6 回奈良市建築文化賞( 景観賞) 受骨 配 置 ・l 階 平 面 図 1000 

リフレッシュ J レーム

9  
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10 趨築 と社会 ・1993 . I I  

- 写真 と概要を本会編集部宛お送 り下さ い。

2408  

2410 

2408 大 山 竹友 荘

設 計 竹中工務庖

施 工 竹中工務庖

｡ 鳥 取県日 野 ｾ ｭ ｦＮｖｩ 口 ＱＱ 汀 金 谷 字 栃谷 ｬ 京

b.  9，157. 47m'  

c  539. 07m'  

d .  1，106.  79m'  

e .  RC +  S 、 B 1 F 、 3 F  

f. 平成 3 年 11月~平成 5 年 4 月

大山国立公圏内に計画された保養所で

ある。東に大山山頂、西に 日本海を望

み、四季を通じて豊かな自然か淳受で

きる環境である。外観の形態は山陰の

伝統的な民家のイメ ージの切妻屋根と

し、周辺には木材や大山産の自然石を

用い、木立の中に建物が自然に停仁よ

うに配置 した。また、内部空間はそれぞ

れの機能にふさわしい雰囲気で、大き

な関口部を通し自然との絶妙なふれあ

いをつくり出している。

2409 鷹 の 巣ゴ ル フ ク ラ ブ

設 計 ' 竹中工務庖

施 工・竹中工務広

a 広島県佐伯郡佐伯町inJ出版字脱巣137-1

b.  1，400 ，OOOm'  

c  3，440. 26 m'  

d.  4，512. 37m'  

e  S R C、RC、S 、 3 F  

f . 平成 3 年 8 月ー平成 5 年 3 月

。健康をおと どけする。を企業E旦念 と

するチチヤス側がトーナメン卜開催を

前提としたチャンピオンコースを実現

したものである。自然 ・健康 ・スポーツ

をテーマ とし、中園地方随ーのクラブ

ノ、ウスをめさ?した、地形に添った明快

な平面 ・断面構成とし、スケールを押

さえ、自然との融和をはかった。明るく

爽やかな表現に徹 し、タ沌見は玄昌石の

屋根と割肌タイルにより、優しく自然

にとけこませた。

2410 中 島 邸

設 計 ・ ヱス0; '¥イ ・エル

施 工 ・エス・パイ ・エル

a  西宮市 日塚町

b .  653. 2m'  

c  258.0m'  

d .  589 .9m'  

e 枠組壁工法、1f.，IRC、B 1  F 、3 F  

f ，平成 4 年 9 月~平成 5 年 7 月

夙)11周辺の高級住宅地も、最近は建替

えの; 皮が押し寄せ、環境も大きく変容

しようとしている。環境の再構築を意

図し塀や垣根を取り払い、内外の相互

貫入とオープン化を試み、緑射創業し、

かつ色調 も押さえた。外在見は新しいタ

イプの数寄屋がテーマで、シャープ‘な

軒線と曲線、白と 黒の対上じにふt い反射

光と 陰影をタテ糸に、現代の感覚と、先

達の想! いを現代の技術 と材料で、若手見

しfこL、と恩lっfニ。



2411 福 山 ト ラ イ ア ン グ ル 広 場 整 備 事 業

」

唾語

圏E

睦a

ι b  

4  
、 正 一 一 一 + 目 璽 要ヨ

設 計 上 谷 重 男 + u 建築企画室
)'Lf:日l

施 工 日 本 鋼 管工事

a 福 111市元町 1丁目

b.  302.  16m'  
a 所在地

ー・・・

c  41. 47m'  

d .  62. 12m'  
b 敷地而有{

e  R C、 2 F  

f. 平 成 3年10月~平成 4 年 4 月

24 12  日 販 名 古 屋 ビル

c 主I! 築閉鎖

..... 

設 計 : 大末建 設一級建築士事務所

d . 延床而櫛

を‘ー 施 工 : 大末建設名古屋支庖

a 名古屋市北区城見通3-5

b .  2，738. 45m'  e 構造規模

c  2，358.  29m'  

2412 d.  1l ，392.02m'  

e .  R C  ' SR C及ぴ S 、B 1 F、7F 、P1

f 工期

f . 平 成 3 年 5 月~平成 4年 12月

24 13  中 野 集 会 所

設 計 : 上谷重男 + u 建築企画室

施 工: 大和団地

a 神戸市西区中野 2 丁目

b.  152. 00m'  

c  60 .00m'  

d.  120. 00m'  

e 木 造 2 F  

f. 平 成 4年 3 月~平成 4 年 12月

2414 紅 の 家 N日日

設 計 : 上谷重男 + u 建築企画室

施 工: ヨネザワ建築

a ー やl' 戸市西区椛台 2 丁目

b.  415 .03m'  

2414 
c  165 .01m'  

d. 283 .42m'  

e 木造、 2 F  

2413 

f. 平 成 4 年 1 月~平成 5年 2 月

2415 淡 路 島 北 淡 町 常 隆 寺 キ ャ ン ブ 場

整 備 事 業

設 計 ; 上 谷 重 男 + u 建築企画室

施 工 ; 常盤興業

a 淡路島北淡町

b.  12，590m 

c  90. 00m'  

d  75 .00m'  

e 木造平屋

f . 平 成 5年 1 月~平成 5 年 3 月

2416 万 翠 楼 本 ・別 館 溜 改 築

設 計 ; 竹 中 工 務 広

施 工: 竹中工務庖

a . 1U取以来伯郡三朝町山間 5

b.  9，346. 00m'  

c  1，030. 2301'  

d.  4，064.  33m'  

e  RC、S、 5 F 、 P 2  

2415 2416 
f . 平 成 4 年 3 月~平成 5 年 4 月

2417 東 池 袋Q ビ ル デ イ ン ク

設 計 ' 大 末 建 設 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 大末建設東京本広

a 東京都立烏区東池袋2-23-3

b .  745. 1701'  

c  546. 7501'  

d.  3，951. 30m'  

e  SRC、 8 F 、 P 1  

f . 平 成 4 年 2 月~平成 5 年 6 月

24 18  N T N逆 瀬川 ハ イ ツ

設 計 大林組本底一級建築士事務所

施 工 大 林 組

a 兵庫県宝塚市野上6- 1- 19

b .  5，744. 62m'  

2418 c  1，793.14m'  

d.  7，801. 19m'  

e  R C、 7 F + 6 F ( 2事11)

f. 平 成 3 年 4 月一平成 5 年 7 月

2417 

11 



まち- 建築- ひと

1岡 田

ｾｈｾ ｕ＠

ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾＱ ｪ＠

コンクリートの箱

備と緋一一 中瀬邸

南和人

慌蓋を入ると、まだまだ古い街並みの

面影、そんな通りに奥行 2 問の小さな

街かどと 13 間の長い敷際をもっ敷I也。

街のもつ厳密な主賂包も消え、どの様な

ポーズもそれなり lこZ志望日されている。

我々は今、住まい方はもちろんのこと、

街との関わりにおいても自らで見極め、

見定める必要にせまられている。

ホ備" としてのコンクリートの箱はそ

の強さゆえに市伊としての道具立て

が求められる。一一呼応力の表現とし

ては、古い家の形体を残す介棟、三角

屋 札 連 結 を意識した街かど、 敷際で

は、四季の植栽、外灯の明かり、丸い

ガラス窓、古い家の照明を持つガラス

の玄関。敷地境界の外灯などが用意さ

れる一一。 f枇同僚妹な関係を秩序立

てるために。

み 会 み か ず と

南 和 人

1947 神戸市生まれ

1973 関西大学工学部建築学科卒業

1979  側アトリエアーノルアーポア設立

1982 日本建築協会第29回青年技術者

1986  関西大学工学部非常勤講師

撮影一一一絹巻豊

企運編集一宮倣佐ー郎師射旬副委員会)

芝、をも

1: ，ザt

n. .同 t Ｎ ｬＮＮＮｾ 昔
，、・d 'l・司 、治“耳、

ｚ 耳、ｾ， Ｎ 渇Ｊ吋

情ＢＮｾ "  

t"駒市

や¥. i¥. . ミ(e

守電ｾ・＿ Ａ，Ｎ
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この森、鈴和夫教授が京都大学を退官された。

教授は、大学院ぞ終えられてのち、主l ! . 設省主l ! . 築m

釦 'ifrて辿努滋お斉 ・建築生産論の研究に取り組まれ、

196併l三万沼11大学助教授に就任された。爾来今日ま

でほぼ- l ' t して住宅阪G夜をメインテー? とし、研

究 M刻主の指導に日夜精進して こられた。 その間

の研究室の成果と門下生の関連研究ぞひとつにま

とめ、出版されたのがホ ニ ｾ］である 。

評者は、務探と同門のf担F として大官" のご上梓

lこ心力、ら主Ji ' . 芯: を表したい。

ふつう教授退官のI探の出版は、主民陶を受けた門

下生たちがお返しの意味を込めて事Ill i色する記念論

文集てあることが多い。本容はそれらと梨なり、

教授自らが編者となられ、京大を去られるに当た

って、研究室ですすめられてきた共同 ・協同研究

の総まとめる? された。教授は、毎年数多くの研究

テー? を抱 λ てこられたが、それらの一つ一つに

ついて、作nl ; ! j ，もきちんと成果を発表しておられた。

そのJ 'J;. 2惨な態度を貫徹されたこと、わが身を省み

て、首がおのずと垂れてくるのである。

Ｊ ｾ ｾｈ 阜、 ＸＰＰ ページ近い ｬ 膨大なポＮリュームで、教

授を? 含めたり人の研究者の寄fi:: 指命文からなってし、

る。命者が大まかに計算したところ、 一人当たり

平均400字詰め原稿用紙で50枚程度のものである 。

Ｕ ＨＩ［ｴ文の論文い、うしとても安羽毛な気持てＧ ｾ ｾ ｾけ

る長きでな L 、。 そうし、う論文を 42人にも及ぶ弟子

たちが、 しかもハウジングという統一テー? で、

すべて災なる平凡g から寄稿しているのであるから、

興住宅山JVKの日さと栂野の広きそまざまざ‘ と見せ

ていただいたように思う。また会論文のうち半分

ι Lヒは先生t が指噂された学位論文のエッセンス部

分の45 き下ろして、 そこには新進の研究者カマ広務

を傾けたテーマの泌縮ジュー スが詰まっている 。

本容を手にしてバラバラ捲っているうちに、成果

のm: みが、ひとしおわが身に深〈食い入って来る

ので‘ あった。

奨研究室は、研究室の創立を記念し、 1986年に

『現代ハクジ‘ ング吉むを出版されている 。本告: は、

正純には、それ以降の研究成果をまとめたもので

あるから、会〈アップ ・トワー ・デートのもので、

ハウジングに ｼ刻する今日 の 問題状況が ＧＭ ｾできる

内森にな っている。

一応目次を紹介すると、 I 住宅Zj"):ti
1

lの変遂と

住宅需要情造の変化、 n 住生活 ・住止法式の行方、

111 住まいの歴史と住文イl二 W ハワジングシステ

ムの将来像、 V .住宅生産の現代的7必図、 VI 住居

管理の思想と技術、 vn 住宅政策と居住民明設備の

展望、の 7 昔I1から構成されている 。

1持命を星島教授が牧草在され、 そこで、本犯のオリ

エ ンテーションがなされている 。 オイノレショック

後、住宅政策は、「立の11寺代」から「質の時代」に

移行したにも拘わらず、依然、戦後体l t ; IJの枠組み

を残したままである こ t がf出附され、新たなバラ

14 建築と社会 ・1993. 11

書 評

現代社会と

P 可りジンゲ

巽 和夫編

タ守イムカ対主められていることヵ句怠〈主5長されてい

る。全く向感である 。教授は、従来、住宅政策の

f %剖を紅会資本形成と紅会名取止の二オq主で祝えて

こられたが、本f!?では、それぞ心棒とし つつ、者11

市政策、産業政策、文化政策のフレームで組んだ

総合的な体系として提示されている 。

本舎の各論が、そのフレームに沿って展開され

ているのは、上に示した目次からも I切らかだ。住

宅は生活の容器であり、社会の基本的な構成単位

であるというヰ')Lg が全巻を流れており、そのなl味

から「現代社会とハワジング」とし、う委員 ｾｭ はうな

づけるものがある 。

本 ｻ ｾ Ｚを通覧し、強＼ ! : i . l <; じたことを 2 点、指摘し

?こい。

ひとつは、協同的研究における ｪｾￚｉ となる研究の

アイデンティティの重要性て、ある。

本41?では、 総 合的 な 住宅政策の構 築が目指され

ている 。「総合」は言 うは易 L 、。 しかし多くの人が

多くの枕点か ら411.いただけで袷合性は得られなし 、。

共同的あるいは |品問的研究のいずれにしても、 型転

引111 となる研究の存在が必裂と忠われる。本主iて、

は、ハードシステムをr . 1: t 心としたハワジンク。の祁ド

築が全体の研究に車11 1 ' 性を与えている。 一 つ一 つの

論文は、その剥lからのE臨 Itでもって位程づけ古河T

古Eとなってくる。

二つには、現fけよ会の解説に関連した学際的研

究の重要性である 。

本i!: :の視J主は、前舎の町長!代ハウジ‘ ンク、言命』 に

比べて格段に拡がっている。 協同的研究の発展の

帰結と見倣されるが、工学的基盟主からスター卜し

た研究のスコープがここまで、拡がって来ると、次

の段階 として社会手陣: からの住宅研究とのドッキ

ングを願わずにはおられなし、。 それをもっとも術

Jれ れ 、 者11市住宅学会の? 地; ぃ、う形で実践され

たのは、ほかならぬ巽教授である 。教筏は、 J芋論

の結びで者11市住宅学のlifri l l : を強〈 訴えておられる

が、その呼びかけに答えていくことの意義をT府rfi

認し、結びとした し、。

( すみた しょうじ/ 大阪市立大学午前科学部教授)



神戸八一パーランド

昨年の秋、 J R神 戸 駅 東 側 の 臨 海 地 区 に オ ー プ ン し た 神 戸 ハ ー パ ー ラ

ンド一一一旧国鉄湊川貨物駅跡地を中心にしたこの大規模な「海につ

な が る 文 化 都 市 」 の 創 造 に よ っ て 、 三 宮 か ら 元 町 ・神 戸 駅 へ と 広 が

る 新 た な 広 域 都 心 エ リ ア が 出 現 し た。

搬Jfd 川元 斉

建築と社会 ・1993 .11 1 5
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サ イ ロ に 描 か れ た ア ー ト 、 海 辺 に 憩 う 人 々 、 そ し て 碧 空 の 下 の 建 築 群 一 一 一 一 イ ン ナ ー シ テ ィ ー の 活 性 化 と

ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト の 再 生 を 目 指 し た 街 づ く り は 、 今 、 様 々 な か た ち で 、 確 か な 鼓 動 を 刻 み 始 め て い る 。
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神戸八一パーランドセンタービル

) ¥ーパーランドダイヤ二ツセイビル

18 



オーガスタプラザピル

高浜モザイク

19 
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ス カ イ ラ イ ン 一 一 一 そ れ は 切 り と ら れ た 建 築 物 の 断 片 が 織 り な す 天 空 へ の 舞 踏。

人 身 が 街 中 の に ぎ わ い を 楽 し む 時 、 静 か に 奏 で ら れ る 光 と 緊 の シ ン フ ォ ニー。

21 
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神戸八一パーランド

センタービル

設計監理/ 日建設計・大阪

施 工/ 竹中工務庖

a  中11戸市中央区東川崎IHTl -3- 3- 5

b.  13， 918m'  

C.  10，644m'  

d. 114 ，84201'  

e.  S、S R C、一昔I IRC、B5F、23F、P1

f. 1990年 3 月- 1992年7 J ' 1

オーガスタプラザビル

設計監理/ 安井建築設計事務所

施 工/ 竹中工務庖・大林組・鴻池組J V

a. キ' "戸市中央区東川崎IlI' fl -8- 1

b. 5，983m'  

C.  3. 011m'  

d. 38 ， 480m'  

e.  S R C、S、B3F、18F、P 2

f.  1990五f. 4  ｽ ｾ Ｉ＠ - 1992年 9 ｽｾ＠

概要 a 所在地 b 敷地l師柿 c 処築 lliil lt d 延床IUII，1 e  情浩組悦f . LJUI 

八一パーランド

タイヤニッセイビル

設計施工/ 竹中工務庖

a. 神戸i I i '1' 央区点川崎111]'] -61- 21也

b. 33，076m'  

c. 24 ， 028m'  

cl .  190 ，606 m' 

e.  S R C、R C、S、B2F、21F、P2

f. 1990年 5 }j - 1992年 9 J-1

E  (i. 千 竺π
ー・世I!!l モ4 ι :・

ーーー‘・区 ・・
l守、 ザ 「 、 . ・

Ｎ ー 、 ｾＧ ｾ o"  

高浜モザイク

設 計/ 竹中工務広

監 修/ 杉本貴志+ スーパープランニング

施 工/ 竹中工務庖 ・新井組・不動建設JV

a 神戸市 '1，: 火区東川崎町1-59- HI也

b. 35，020m'  

c. 15，794m'  

cl . 33. 867m'  

e. S R C、5 、4F

f. 1991年 7 )  ) - 1992年 9 月



コーナー

主I ! 築基込勾去 ・同施行令の改正とともに者11司7計画l

法が改正され、同じく 6 月25 日より施行されてい

る。改正の背景 ・目的は、今回の地イ日! 同j騰に対応

した金融、税t [ i IJ 等の総合的な土地政策のー澱とし

て、土地利用計画制度の充実ぞ図るとともに、良

好な市役7地の環境を主主昔前し、者11下J1の秩序ある発展

を図ることにあり、都市計画1:1コ央審号沿会( 玉F成 3

年 12月20 日) 答申を踏まえ、

(1) 用途規制詳細化のための用途刈民同IJ度見直し

(2) 市 IIIJ キサによる都市昔十画のマスタ ープランの

創設をはじめとする都市のマスタ ープランの充実

(3) 適正な土地の有効 ・高度利用の促進を進める

ための誘導容松tl¥l]/度の創言文等地区計画の積極的

活用のためのtlil J度の充実

(4)  1非l発許可t!i l腔 等 の 充 実

等を主な 内容とする改正とな って いる 。

以下で改正概要の説明を行うが、建築基準法

( 集団規定) 改正において触れられたものに つ い

ては項目の例示に止める こ ととする。

| 用途規制の詳細化のための悶域制度の

見直し( 都市計 画 法 第 8 条 、 第 9 条関係)

1)  用途地I成の細分化 一時一

2) 特別用途地 区の追加 Rト

3)  低層住居専用出或内の敷地問 ｪｾ の ｴ 両国砂ぷ見

tlilJ の自l民生→ト

| 市 叩 都 市 計 画 に 関 す る 到 な 方 針 の

創設( 都市 計 画 法 第 18条 の2関係)

者111' 行言十闘とは、者111' 1需十il!! 1肢に規定する目的を達

成するための、

( 1 ) 土地利用( 市街化区域、市街イlクJ司坐区域およ

び用i釦 也肱等の区分)

(2) 都市施設( 道路、公図、水道、下水道、 学校等

の公共施設)

(3) ｲＱ￮ ｦ Ｑｩｴ也 ｉｾ ｦＮ院本業Ｈ土地区画整理事 ｊｊ 喋等市佐官也

の而的整備事業)

についての言十回である。，' ，、かえれば、地域に日11

した住みよいまちづくりのための土地の利用方法、

およびそのために必要な公共絡設( 者11市施設) の

整備枠内二ついての言ト画である。このような者|間帯十

|亙lは住民の合なの上に進められるべきで、者|貯li 昔ト

酉lのマスタ ープランにおいては、地区ごとの将来

のあるべき姿をより具体的に明示し、また、地域

における都市づくりの言! r u 題とそれに対応した整備

等に関する方針を明らかにすることが必要である。

しかし、現行の者|同7計画lのマスタ ープランであ

る「市街化区域および市街イ白凋整区域の 『主主昔前、

IJ f. Jf乞又は保全の方針 J J は都道府県知事が定める

ことにな っているもので、 地区ごとの将来のある

編集委員会法令分科会
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には一 定の限界がある。

また、各種ZJi - : 業手法の計画的実施には、これま

で市街地整備基本計画が一 定の役割を果たして

きたが、近年の計画i手法、 事業手法の多織化、 詳

細l化に対応し、各種手法の適切な述j jg と整合を図

ることが必婆となっている。

今回の法改正で策定を挙窃先付けられた「市町村

の都市計画に| 刻する基本的な方針」は、地域のま

ちづくりに1':( 任ぞ有するとともに、最も地域の実

情に詳し し、市IIIJ 判が、住民参加の下に、地区ごと

の将米あるべき姿、道路、公園等の公共施設の言十

回l、地域における者1I市づくりの訪櫨およびそれに

対応した盤側i等の方針をより具体的かっきめ制

かく定めるものである 。

内容としては、都道府県知事が定める r!l，l華航

|非l発又は保全の方針 』に即しながら、地区整備の

基本方針を碁に、地区特性に応じた土地利用の方

針、各地区ごとの整イ府i*i ffi に応じた公共施設等の

整備方針と、これらをナ踏まえて策定すべき地区計

画等や笑絡すべき市街地|刻発事業等を定める こ

とになっており、市! 日f村が定める都市計闘は、こ

れに即したものでなけれ』まならないとされている。

l地区計画制度の改善

1) 誘導容平i計[i 1J/交の創設 →品一

( 都市計値! 法第12粂の 5 第 4 項関係)

2) 桝 ｪｾ 適正配分制度の創設一時一

(者Ilrli 言j - j 到法第12粂の 5 第 5>頁関係)

3) ｾｮｩ ｾ ￬ｴ ｬｊ リ ｪ 支の拡充

Ｈ者 ｼ 行間 ＱＭ 画法第 ＱＲ 粂の ＵｾＩ［ 9 項関係)

区域内の闘係機利者が、建築物および建築県知也

の強備並びに公共施設の設備に関する事項を内

容とする協定を締結した場合において行える地

区強制侃|恒t策定の要jij'lt !i lJ/支は、従来、再開発地区

計 ii!utli lJ度と住宅地高度利用地区言十画 tli lJ / 交のみで

可能てあったが、今回の改正により地区言打亙l制度

て、もできることとなった。

4) 対象区域の拡大

(者111' 11計画法第12粂の 5 第 1項 、 第 3項関係)

近年、士山イl岡高1m樽を背景に市街イヒ調整区域にお

ける[ }f . J抱王カヵ泊まり、 13}腕行為の件数が増加し

ている 。このような都市的な土地利用力主行われる

市街イロ閃整区域内の土地の区域について、詳細な

土地利用計画である地区計画を策定て3 るこ と

とし、 Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 発行為、建築行為を者 Ｑ Ｑ 市 言 十 ｬ 酉 ｌｄ藍 切 に規

tlil J ・誘導し、良好な居住珠湾Eの正i備、形成を図る

ことがで、きることとなった。具f本的には、市街化

調整区域における地区計WI は、

イ 住宅市街地のHf . J 発その他正目当規棋の建築物

もしくはその乱即也の鐙iilli に関する卒業が行われる、

そのf也俊れた街区の拡OJZ閃 lヲ! 戎されている土地 の

区以

において定めることとし、原則として市 ｴｴ ｩＢイヒ ｉｒｾ 政

令抑制すべき区域であることから、市街化区域に

おける市街化の状況等を勘案して、地区計画の区

域の周辺における市街化を促進することがないな

ど当該都市計画区域における音 ｼ 倒的な市街化を ｊ ｾ ｊ

る上てヲ改革がないように定めることとされている。

また、容積率のii ，¥.i s : : 限度、建築面積のiik低限度

および高さのliy : 低限度は定め られない ことにな っ

ている 。

l 開発許可制度の改善

1) 開発許可対象面秘の見直し

(者11市計画法第29粂関係)

三ブ亡者11市陸! 内( 近後図強制iH法の既成者1I市区域お

よび近まI挫備区域等) の者間了言 111! [ I 区域におし、て、

l摘発許可対象而秘が1，000m'から 500耐以上に引

き下げられた。

2) 開発言午百Tの投手間副主の見直し

(者11市計画法第33粂関係)

① 自己の業務用の開発行為のうちス ーパ ー

マーケット、ホテル、結賂式場等には、交通誌が

多く周辺の交通を阻害するおそれがあるため、 Bf. j

発区域が接する道路の造凶主ぞ適用することとな

った。

② 自己の業務用の開発行為のうちコツレフ場

等には、工事施行途中の倒産等によ りItli J f U二の 支

IS1; 1 を生じるおそれがあるため、開発行為者の資

力 ・信用の基準を適用する こととな った。

3)  不法行為に対する腔貯匁!::5t の強化f

Ｈ都 ｔ 開 ｩｷｮ 法ｪ［ｦ ｾＸＱ 粂関係 ｦ 也Ｉ

① 第三者の損害発生を防止するため1制ラ処

分を行った場合の公示の誕E務化

② 許 可 制 牛 述 反 に対する聞知と分の適用

③ 変更言午可手続きについて、明文の規定がな

く耳的扱いか不統ーであったため、明文化し、事

務処理の簡素 ・合理化が図られた。

l都市計画決定権限の委譲

1) 都 市 計l亙r決定権限の都道府県知事から市III J

村への委 譲

三大都市圏の者11市開発区域等に係る者11市言「底l

区域内の用途地域および面秘10ha未満の紘地保

全地区に Ilhlする者11干li計画は、市町村 が下火定するも

のとなった。

2)  都 市 計i諭決定について認可 ・水認を裂しない

範囲の拡大

者111 ' 問恒T決定に際して必裂となる建設大臣の認

可または都道府県知事の氷認を要しなし、範囲が拡

ベき姿、地域における都市づくりの誠司' l l i およびそ または行われた区域 大された。

れに対応した主主備等の方針を明らかにすること 口 健全な住毛甘7街地における良好な居 住E農民 井 隼 秀 樹 京 都 府 土 木建築部建築指導課
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ミク ロ ス トー ン 使 用 コ ン ク リ ー 卜 に 関 す る 石 汗 究

I  . はじ め に

近畿以西の各地域では、図 l に示 した様に、コンクリー卜用組骨

材に砕石を用いることが一一般化しており、制唱、も細' 局材の一部とし

てポ実用するケースカZ多くなっている 。

これら砕石 ・納所少の生産地程て" は、砕石粉( 以下、ミ クロストーン

と称す) カヲ立に発生 し、砕石 ・糾秒の噌産に伴い、その処理ブ7法 が

模索されている 。

当1l i 1: ! 験所では、 1989年 か ら、ミク ロスト ー ンを コンクリ ー卜 用 混

和材料として有効利用すべ〈研究に取り組んで、きている 。本 報 で

は、その一昔1Iを紹介する 。

2 . ミ ク ロ ス ト ー ン の 品 質

ミクロストーンを産する各工場問で、その原石の岩質も異なり表

- 1 に示した様に、それらの品質も多少異なる 。 しかし、図ー 2 に示 した

メチレンフツレー吸着註と砂当主; の関係か ら、粘土よりむしろ石灰石

粉に近い品質であることカ' 1 i ' ( ( f 認されており、コンクリー卜に十分活

用できると考えている 。

3 . ミク ロ ス ト ー ン 使用 コ ン ク リ ー 卜

コンクリ ー卜 に少量使用し、コンクリ ー トの性質を改善する方法

については、すでに約30年ほど以前から、 LLJIIJ 奇克司氏の「鉱物質微

粉末がコンクリ ート のウォーカビリチーにおよぼす効果に |掬する

基礎研究」に代表される研究等が報告されてきた。当試験所の実施し

た研究によっても、海砂使用コンクリー卜にミクロストーンを少量

使用して、良好な結果が得られる 。

一方、 ミクロスト ー ンを250kg / 耐程度と多訟に用い、スランプフ

ロー60cm程度の高流動コ ンクリ ートの製造も試みた。 その結果、 ミ

クロス トー ンを用いた高流動コンクリー卜が利用できる可能性が

高いことを碓官、している( 図 3 、図- 4 、図ー 5 および写良一 1 、写兵

一2 参nm。

4 . ままオつり Lこ

すほ、 CSF，α iJ f究会( 会 長 : 近畿砕石共同組合理事長) 制服止して、

ミクロストーンの品質変窃I調査や、1 l i ¥. l 験室内でより広範囲な配合の

高流動コンクリートの試し練りおよび品質試験を行っている。 今後

さらに研究を重ね、大阪兵周Z地区に適用で量るミクロストーンの品

質基準ならびにミクロス トーン使用高流動コンクリートの調合 ・製

造 ・施工指針を策定したし、。

( 材 料 試 験 室 大 橋正 治)
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表 l ミク ロストー ンの品質データ

商品名製造1 : 場 ，，!' it. 比J]I ふるいを通る bののI t l止百分率 (%1 比}i 而附

( プレーン)

600四n 300"' " 150μm 75μm r:nI j g  

ｄｒ Ｍ ｉ 下部保 イ」 工業側 Ｇ ｩ ｩｊ ｬｬｬ ｾ 石所 硬貨砂れ 2.73 100 100 84 55 1700 

DR寸前槻紳行(榊正木工場 硬貨砂JJ 2.70 99 95 78 49 1150 

DR-4  <1' 央砕石株式会社第 4 1:場 硬貨砂日 2.72 l∞ 100 94 75 2550 

DU-2  ｾ 正本俳石附草木 ｛Ｑ 品 砂 {， 2.72 100 100 96 74 1750 

DU-4 仰k 阪砕石 E主所高槻出 2，[場 硬貨砂tf 2.73  100 100 100 96 5250 

硬貨砂rt 2.78 100 100 97 81 2卯O

硬貨砂町 2.79 100 100 100 94 2850 

DU-7  ｕ 鉱民じ処設側読本 ｉｾ ィ。所 硬貨砂日 2.69 100 100 99 83 2200 

DU-8  ，';:，槻6Hi 仰茨木工劫 硬貨砂klf 2.70 100 100 100 95 3950 

DU- ll 奥村副l上本興業側列ね工場 iifi 紋 17 2.63 100 100 99 98 6050 

ｄ ｕ ー Ｑ Ｓ 酬は阪 ｬｾｻ ｩ ｲ 場所 ｊ ｩ ｾ 属工場 イi共立E217 2.67 100  100 99 92 4250 

ｄ ｕ Ｍ ＱＴ 小且 ｾｈ ￎ 産附 硬貨砂ｾｾｽ 2.74 100 100 98 90 3450 

DU- 19側轟制['1'瀬砕石所 ｦ 点車 ｾｮ 2.66 100 
l∞ 89 51 1550 

24 建 築 と 社 全 ・1993.11



財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市藤白台5- 8- 1
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業務時間 9: 00- 17 : 15( 土曜休業)
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建築 ｾｎ＠

一一 バ リ ア ・ フ リ ー 概 念 が 自 立 す る 1  

1977年 6 月の本誌で、ハンテY キャップのある人々のための建

築設計上の自己i去を、濯築的環境のパリヤーズ ・フリー設計へ向けて'

t 書いた。A rchi tectural- Ban允 rs ( 建築や都市構築物が生み出す物

理的心理的障壁) をFreeにする( 除去する) いづ外国語をカタカ

ナて、援用した。経済成長の象徴であるオリンピックや大阪万博もす

み、漸ゃく身の回りの環境設計に目を向けるゆとりが見えはじめて

いたが、「障害者 ・老人を考慮、した . . . J r障害者のためのーー」という

と、ー怪りの|寺定の人への特月 lほ，恩恵だとか、特別な設備や装置に

金がかかり不経済といった不平に近い意見が、有数な設言 |千よl織のト

ップからも聞かれた ころである 。

その後、 1981年仁荒木兵一郎聞大教授と問中直人( 現) 神戸芸工大

助教授と「図解/ バリアフリ ーの建築設計( 彰国社) J という本て¥

特別な恩恵ではなく、幼児 ・妊 婦 ・症病者まで合u ' 、多くの人々が

経験する、状態。て辺要になる、普遍的な建築技手f -tであると位置づ

けた。 これにはどうしても日本語の適語がな し、。カタカナてや 「バリ

アフリ ー」 しかないということにな ったが、 以後卜 秀 ｾｦ の今、新聞

や雑誌の中でどうやらこれが一人歩きを始めたようである 。 その意

味するところが多言現して、この誇すらも要らなくなるよう祈りたく思う 。

藤 本 尚 久 西日本工業大学教授

細川政権の許認可の数を減らすい、う政6震は

時代のニース。に対応していることから、多くの

国民に歓迎されています。集f主設計に携わる者

も各種の許認可を受けていることから、同様に

歓迎、加えて基準や指導で、行き過ぎのものに

ついても改善 して項ければと願っています。

許認可を受ける必要のある者にとっては、内

容に疑問があっても遠回しに抵抗する程度、「泣

く子と地頭には勝てぬ」の諺通り、虐められで

もしたら大変と辛抱して従っているようです。

行政の担当にとって集住の快適性や安全性の

確保等から、当然と思えるような法や指導要項

でも、時代の進歩に付いて行けず古くなってし

まっているものや利己的なものもあるのです。

例えば遡各に楼する商業施設の前面に配置す

る屋外空間に「緑を平面に何d 設ける」とい

う基準があります。場所柄、部臓や催し等にイ史

いたし、ことから、高木を植えて空中に緑を立体

的に確保し、j : l i は広場として解放、 アメ ニテ

ィー を高めたいと説明しでも認めてもらえませ

ん。 このような基準は感党的な問題、 ニーズPや

価値観の多J様化がi呼ばれている現在、余りにも

赤! I 1 カ、な返送主は古川可なものかと思われます。

経済的にも恵まれ、文化の開花、定着が感じ

られる n剖℃、 もう少し 「文化的・ 芸 術的な各首IJ

り ・住まい創り」いづ大局的な視点制変先さ

せても良いのではないて。しょうか。

川 | 村 長 次 関 西 都 市 整 備 セ ン タ ー 設 計 部 長

25年ぶりにぼたんで有名な長谷寺を訪ねて

みた。前回は花の寺と呼ばれるぼたんの季であ

り人、人、人、 U .I : : に圧倒されたが、紅葉前の

境内は、訪れる人の数も少なく、静寂の中で心

まで豊かにつつまれる 。建造物は25年 前 k 何も

変わらず、 ここ は時聞が止まっている感じさえ

する 。仁王門から登廊、本堂の舞台造りへの演

出には、感動のみならず、嫉妬さえ党える 。堂々

とした仁王門に 一歩足を踏み入れるとそこは

静寂と緊張感に包まれ、改めてここを訪れた意

識をかりたてられる 。登廊は年老いた人々も登

れるゆるやかな階段 (399段あるそうです) が一

度右折し、ふたたび直進で本堂へ、折れ曲り部

には手水と休憩場があり、そこで自然に一度足

を止めて立ち止まることとなり、息を整えるこ

とが出来る 。 ここまで登った状態からも登廊の

天井によって視界をさえまり、意識的に周りの

自然を閉じ込め、本堂からの眺望に期待を抱く

配慮がうかがえる 。天井から吊り下け、られた灯

能( 長谷型灯能と 11乎ぶそうです) と風雪 に耐え

たケヤキの柱、両) ! おの石積とせせらぎの音、同

じもののくり返しの美しさに感動/ 息をはず

ませて登廊を登った瞬間、自にはし、る Il ! ! 陸室の壮

大、遠くの山々、深い谷、濃い緑、ここち良い

風 や は り 刷I英の演出である 。傾斜地の利用、

山水のきめ細かな処理、大胆と轍密、等々、先

人が残してくれた財産を我々は( ，、や私は) 今

改めて学ぶ句が来たと感謝。

|  光 が 空 間 を 表 現 す る ー 11門 拳 記 念 館 と の 山 会 い

楠本照男 昭和設計取締役

谷口吉生氏の設計する土門拳記念館がオ ープンしたのが1983年

である 。雑誌の紹介記事に見る空間構成から、作者の多様な意図が

イ云わってくる 。

実物を是非見たいと思いながら、ょうやく酒田市を訪れたのは 7

年前のことである 。

奥の11音い展示室から、 l明るし、土門拳記念室に至る通路。 その通路

の片面は、 池の水をとり込んだ1:1"庭に面している 。迅11¥' J[ する壁柱で

仕切られた様は、修道院の回廊等 によく見る柱の菌の陰影のリズム

の表現である 。

私は、廊下イj [ l Jに而する壁背商の影のリズムが、明るい j也の方に向

かうにつれて徐々に明るくなっているのに気づいた。パ ー スペクテ

ィブに見るために、 一見均等にあけられている様に見えた開口 巾の

大きさが、先に進むにつれて少しずつ大きくなっている。 心 にくし、

光のシェ ーデイングのi寅出である 。

一見単純な形態の組み合わせの中に、隠された作者の意図を発見

し、ほのぼのする思いで帰路のブリッジ、を渡った。

三 谷 幸司 大林組本底 建 築 設 計 第 三 部 部 長
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. 総論

都市型住宅の課題

住 回 目

いま何故、都市型住宅か

昨今、建築家や住宅研究者の聞で、 「都市型住宅J が大きな注目を

浴びている。そのコンセプ 卜は必ずしも明確て。ないのに、 21世紀の

住宅の在り方を示す鍵として、都市型住宅のモデノレや供給方式の提

案の重要性を指摘する専門家がまことに多い。

中身よりテーマ先行のこの現象をどう理解したらよいであろうか。

簡単にいえば、 1980年代に日本は都市化の完了段階に到達したとい

われ、都市型社会 (urbanaizedsociety) 一都市的生活様式が支配

的な社会ーに相応しし、住宅機式カT求められているい、う ことになろ

うカ、。叫もう少し突っ込んで‘ 考えてみると、つぎの 2 点が挙げられ

る。

一つに、都市生活についてみると、家I妹誇成や生活形態が大きく

変容しつつある。まず注目されるのは、高齢化、単身化に↑ 貨性のか

かった少子家I剣ヒが進みつつあることだ。主ft¥l} のノ f ー トタイム、 フ

ノレタイム雇用が進み、共働き世帯が増加している。単身赴任、転勤、

転職がーで自生化 しつつあり、家族の分離居住も増えてし、る 。 そのよう

な社会構造の変化は必然的にライフスタイルの多緑化を促す。戦後

の平均的国民住宅像は、夫婦と子供からなる核家族カ苛[1市郊外に戸

建住宅を建て、そこに定住するという方向に収赦してきたが、住宅

像の公約数がそれに依まり切らなくなり、新たな住宅の総が求めら

れつつある 。

二つ に、都市空間についてみると、戦後の住宅供給は、総じて、

既成市街地の外側IJ に新市御也をつくり、新規建設を進めるという形

で展開してきた。つ まり、フロー中心の住宅似合て、あった。しかも

それは、職 ・住分離を是とする都干陪「画思想、に支援され、郊外団地、

日本的ニュータウンをモデノレ解として結実させていった。と ころが、

今日てな、住宅需要世帯が世代交替し、高度成長期のはじめに建設

された住宅が建て替え、住み替えのサイクノレに入りつつある 。 また

核家族の増加率の低減で、新規建設需要は減退の方向を辿って l ' O 。

要するに住割蛸創立、ストック声.t策を基申Ih とする方向に緩やかにシ

フトし始めた。 また住宅の郊外スプローノレが大都市圏の限界にまで

達していることは、繰り返し指摘されるところである。近年の通勤

地獄のあまりのひどさは、近ft者11市計画思想、の一枚看板であった用

途純化論の見直しを迫っている。既成市柱f地の土地利用が事Z検討さ

れ、住宅と商業 ・業務などとの複合的土地利用が模索されつつある。

都市型住宅を極々簡単に定義すれば、 「集まって住むことを前提に

した住宅J ということになろうが、上に検討した コンテクストに沿

えば、 いま求められている都市型住宅は、アンチ郊外住宅て¥既成

28 建祭と社会 ・1993. 11

市街地の中において業務施設などと共存し、多様な家族 ・生活形態

を入れ込むことができる集住空間であると規定できょう 。

既往の都市型住宅の検証

きて、このような視点から、都市 ・住宅づくりの歴史を振り返っ

てみるとき、近世の江戸、京都、大阪などのまちが、典型的な都市

型住宅から成り立っていたのに気付く。

例えば、大阪についてみると、基本街区は40間四方で¥通り( 東

西) と筋( 南北) に沿った短冊型の事文地に町家( 戸建) t 長屋が並

び、露地奥には裏長屋が配され、それぞれ、間口幅に応じた標準的

な間取りが存在した。町家の原則は、「通り J に対して 1面だけが関

口をもつことにあったが、徐々に 「筋j に面しでも聞けられるよう

になり、時代が下がると 3 而開口、 4 而開口の街区も現われた。

街区の中央部は土蔵が集中していたが、ここの部分もだんだん裏

長屋に置き替わっていった。明治19年の資料によると、街区の 3面

に開口ぞ持ち、内部に裏長屋を抱えた、船場のある街区では、建蔽

率71%、容積率97%、人 11制支707人/ ha に達していた。凶

このように住宅供給は、街区単位に実にシステマティックに展開

したが、超高密の集住形態を持続していくためには、ハー ドな面の

みでなく、町の品自寺管理に闘する高度なソフトシステムの創出が必

要であった。為政者は全〈関与せず、治安、消防から l直I撃の仲裁ま

で、すべて住民の責任で行われた。IIITの管理に関わったのは家持 ・

家守てい、道普請をはじめ、 IIIT会所、 III J 橋など III T内施設の維持管理を、

自治品邸哉をつくってすすめたのはj主目されてよい。

明治以降の住宅供給は、近世の町づくりを ｴ 鑑 ＱＱ えし、 ｾ ｉ ｊ 家を Ｒ 階建

化し、賃貸しの長屋を増やす方向にすすんだ。例えば、昭和16年に

行われた大都市住宅統計調査によると、 6大都市はじめ、地方の中

心都市、新興の工業都市では、借家率が80- 50%の範囲にあり、概

して市率であっ たことは、そのことを傍証している 。闘 しかし、太平

洋戦争下の空襲で壊滅的才T撃を受けた結果、戦後の都市形成は、違

った方向に進むことになった。職住分離の大義名分のもと、マクロ

には既成i'l' i径は也は業務地格化され、住宅供給は主として郊外の新天

地において展開された。高度成長期に入ると、住宅の持ち家取得に

ドライブがかかり、郊外戸建住宅の建設がし、っそう盛んとなるが、

これ らは、土地利用の低密化、 専有化を促した点からし、って、集住

化と逆のコースていあ った。

郊外開発の結果生まれた、公営 ・公団の賃貸住宅を主体とする集

合住宅団地も、住宅の配置原則からし、って、戸建住宅地と共通する

点があり、そこに者11市型住宅としての限界があるようだ。つまり、

住宅とニワとの関係は、もっとも単純化 していうし「内ニワ型H

「外ニワ型J がある 。前者は、部屋がニワを囲む形てや配置されて い

る場合てや、俗にコートハウスと呼ばれ、南臥;から 中近東、 中固など

における都市住宅の基本型となっている。後者は、住宅の前に ニワ

がおかれる場合で、わが国の農家の作業ニワ、戸建住宅の観rs・ニ ワ

などが該当する。この住宅とニワの関係は、街区単位でとった集合

住宅 t オープンスペースの関係にも当て依まるようだ。

すなわち、集合住宅における「内ニワ型」は、ヨ ーロッパにおい



て発達してきた型 t いえるが、アパートカ対釘区の外周ぞ囲み、中に

コモンスペースをつくる場合である 。 これに対し、「外ニワ型」は街

区の中にアパート が平行配置され、棟聞にコモンスペースができる

配置を指す( 図 1)。 その典型例がわが国の郊外住宅団地である 。戦

後の住宅団地開発において、 4 時間日照カヲE科玉条とされたことが、

この配置形式を生み出した原因ともいえる 。 この原則が、一定の住

環境水準剖制呆するための最短の近道として果した役割lは確かに大

きい。 しかし外ニワ型は、集住の在り方という主且点から見るとき、

内ニワ型が、住戸 ( 私) が共用ニワ( 共) を介さず直接に街路( 公)

と結びつくのに対し、住戸が共用ニワを介さないと街路につながら

ないという不利な点をもっ。つまり、ニワが棟単位に分離されるた

め、住戸の高密集約性に限界が生じるからである 。

高田助桝受は、これまでの集合住宅街区では、共用部分の利用 ・

管理主体があいまいであることを批伸l し、都市型住宅の街区の在り

方は、 図 2 のごとく「私」が「公」と「共」に対して平等に選択で

きる関係になければならないと述べているが、一考に価する指摘で

ある 。M これは、外ニワ型と内ニワ型の住棟配置として捉え直して

みれば、容易に理解されるところである 。

これからの都市型住宅のフレーム

郊外型の集合住宅団地は、戦後の住宅地形成における一典型であ

ることは間違いな L、。しかし、上で検討したごとく、成苦共段階に達

したこれからの都市型社会に必ずしも向かないとするしこれに替

わるどのような集住形式をイメ ージすればよいのだろうか。

そのひとつのモデルとして、巽教授らの提唱による「公共化住宅j

がある 。市場経済のなかで、住宅は完全に商品になりきれない中間

財的性格をもつので、イ期合過程においては、それを 「公共財部分j

!: r市共財部分J に分けて考えようい、うのが狙いてや、フィジ、カノレ

システム t しては、スケルトンとインフィノレの「二段階供給方式J

として構想されている 。詳論しないが、車? T _ f 1 寄の仕組みと空間構成の

仕組みを統一的に抱握しているところが{ 憂れており、これからの住

宅供給の在り方を考える際の理論モデルになり得ることは確かであ

ろう 。

公共化住宅論に対する ー吻史的な評価は、大体はそのように定まっ

てきていると思うが、本論のテ ー? である都市型住宅の視点から、

筆者が注目するのは、公共化住宅のハウジ、ング ・システムが前節てや

指摘した「内ニワ型J、つまり、私空間である住戸が公空間である街

路に直按面するという集住システムを視野に入れていることである 。

_ j [  J L  _ j [  J L  

寸
内ニワ型

「 寸 !
外二ワ型 「

図 1 築住形態のパターン

スケノレトンとして立体街区カ暫定され、インフ ィノレ部分て1ま等質性、

互換性の高い私空間単位が相互に連結され、 それらは、共空聞を介

さずタやイレク卜に公空間てゃあるスケノレトンにつながる 。インフィノレ

の空閥単位は住戸床てあ っていいし、業務床であ っていいという構

図てホある 。 これによ って、高密街区の実現が可能となり、その中で

居住者は、自由で多様な住戸選択が倒i察される。 このコ ンセプトの

いちばんの強みは、長屋街から成り立つ円本の既成都市の市街地に

原則的に適用可能なことであろう 。

都市型住宅のネ見. #' から l吟味してみて、公共化住宅論の将来| 企は確

認できるが、現実にこれを動かしていくとなるしさらに詰めねば

ならない幾つかの理論問題のあるのに気付く 。例えば、スケル卜ン

に関する公共的制共給システムをどう構築するかい、う点など、ひ

じように大きな問題である 。 そういうことはあるが、ここでは者日市

型住宅の展開という点から 二つ基本的な課題制尉商したい。

ひとつは、スケルトンの基本的なまとまりを E の年割支のスケーノレ

で考えたらし、し、のかという問題である 。集合住宅であれば、大きく

ても小さくても、「住棟J が必然的に物理的単位になる 。 しかしスケ

ルトンの発想では、 m 層 n スパンの立f材釘区として無限の展開が可

能で、空間は切れ目なくつながっていく 。 その場合、既成市街地の

建て替え単位としては m !: n をいくらにするのが最適なのか。 こ

れを解くためには、幾つかの視点からの検討を要する 。建て替えと

いう点からは、既成T同耕也の平均的な街区の大きさに自ずと制約さ

れる 。近隣のコミュニケーションという点か らは経験的には20戸程

度が最適といわれているが、建設の単住としては非効率的であろう 。

考え方の車Ibはたくさんあろうヵミあくまでも現実に着手していくと

いう点から、これを詰めていって、スケルトンの基本単位を描出す

ることが必要である 。

いまひとつは、先の問題と関連するが、「共空間J を所有 t 利用の

面から実体的にどう規定するかという問題である 。ここで公、共、

私の定義をすると、公は取持定多数、共は特定多数、私は特定少数

ということになろう 。住棟単位にまとまる集合住宅では、この仕分

けは簡単である 。集合住宅棟の腕也や共用階が共空間であることは

明らかである 。 しかし、これを公共化住宅の考え方に 当て蔽めた場

合、共空間は、公共財のなかに含めて考えるのか、 m 層 n スパン

の、あるまとまり毎にそれを設定し、私空間の範時のなかで考える

のか、よく考えれば富佐しい問題である 。内ニワ型の都市型住宅てやは

公と私のダイレク卜な連結が基本だとすると、極端には、共空聞は

無くてよいという結論すら可能にな ってくる 。

既成市街地に 現在の 社会資本形成 集住秩序の再編

3  

おける秩序 集合住宅 的視点の導入 (覇市型ハウジングシステム)

図 2 集住形態における公・共・私の関係

( 出典) 興和夫編「現代ノ、ゥジング用語事典J 127ページ
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この 2点を理論的 に詰めていく 中ての、現実の市街地 を前提とした

都市型住宅の建て替え モデノレの中身がイメ ージ、て弓るようにな って

くるのではなかろうか。

都市型住宅のソフト ・アプローチ

これまでの議論は、テ ー? を意識的に都市型住宅のハードシステ

ムの構築という点に絞って検討してきた。

現実にこ のシス テムを動か して いくとなると 、理論的に クリア し

なければならな いハードルがつぎつぎ現われてくる 。机上の問題と

してそれを厳密に解く ことは確かに重要であるが、いまひと つ、実

際に実験的試みを展開 し検証することを最優先すぺきであろう 。 そ

の意味で、大阪府住宅供品合公社が取り組んだ二段 階 側合方式や、住

都公団のフリ ープラン賃貸住宅などの試みは大いに評価されるとこ

ろである 。今後は、既成市街也のなかの実際の町づ くりにおいて、

都市型住宅の実験がつぎつぎ現われてくる ことが期待される 。 ちょ

うど 、いま京都では、事庁町家のフ。ロジ、エク トが幾っかスタ ー卜 して

いる が、 その去就が注目される 。

それ とと もに、都市型住宅に対する ソフト ・アプローチの重要性

も指摘し ておきたい。何い、 つでも都市型住宅は巨大な システム の

展開を意味する。具体的なまち づ くりの中で、居住者 をシステム の

稼働に参加させていくことがキーポイン卜となる 。 その点を逆に発

想するな ら、居住者ない しはユーザーが合意する範囲てh ー ドシス

テムを構築す ることが、いちばん現実的 といえるかもしれない。 日

本でいま すすめられて いるコーポラティブ住宅は、 また別の文脈てや

取り 上げられるべきだろうが、このソフトアプローチを二段階的に

動かすことによって、公共化住宅のハードアプロ ーチと同じ結果に

到達す るこ とも可能なこ t は、再編恋されてよいだろう 。

都市型住宅に対す るソフ ト・ アプローチとして、いま 一つ注目さ

れる のは、住宅のニーズが多様化、個性化 してきていることを踏ま

えたライ フスタ イル対応設計の積み上げとしての都市型住宅の開発

である 。 具体的 には 、 住者 ｛ Ｑ 公団が多摩 ニ ュ ー タ ウンて Ｇ Ｑ｛ ｾ り組んだ ア

ルファ ・ノレーム付き住宅やストリ ー トハ ウス、あるい は関西の桜宮

リバーシテ ィなどの都心型ニュー トレン ド住戸などが、これに 当た

る。 これらに共通するのは、標準設計論にかわる新たな設計方法論

の構築にあるから、厳密にはハー ドア プローチかもしれない。 しか

し、 そこ にはユーザーのニーズに密着 し、 それを型化 し、実験によ

って正否を試そ うと する、空間の論理か らではなく 、生活の論理か

らの明確な芳法論の展開が見られる 。 これら提案の繰 り返しは集住

のあり 方についてまた新 しい示唆を与えてくれる のではなかろうか。

いずれにせよ都市型住宅については、 論ずべ き課題が多いし、 ま

た実際に多様な コンセプ トに立った提案が数多 くされることが重要

である 。 この点については、本特集の各論の筆者に譲 りたい。

( すみた しょうじ / 大阪市立大学教授)

(注) 1  Ｉ興和 夫 編「現代 ハウジング ｊＧｬ ｈ 吾 ｚ ｬ ｾ 典 ｊ 彩国社、 ＱＹ ＹＳＮ p.l 26. 
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2  ) 谷直樹ほか 「近代初頭の大阪船場 における住宅の平而類型と集住の形態

(そ の 2 ) J 建築学会近畿支部研報、 1992. p.835 

3  ) 厚生省「昭和16年大都市住宅統計調査」による。

4  ) 奨和夫編、前掲柱、 p.l 27.

住宅問題懇談会の活動

i剥西在住の住宅問題 ・住宅政策に|刻わる 研究者や行政マンが、巽

京大教授 (当H寺) の呼びかけてー 「住宅問題懇談会」と しづ名称の勉

強会を昭和60年 8 月に 発足させた。 以来、Lt. ぼ 2 ヶ月おきに会合を

もち、 この 9月にちょうど 50凶目 の節目 を迎 えた。

振り返ってみると、 関 西は、復ｾｏｉＡ咲 月 から高度成長期にかり、住宅

政策の分野において行政而でも 研究而でも全国をリ ード してきた歴

史をもって いる。 ところが、近年は E うも沈滞・気味の感を免れなし、。

いま住宅問題は、都市問題や産業、文化問題 t きびすを按しつつあ

り、住宅政策の新たなグランド ・デザインが求められているという

のに、 こんな4犬j兄て恭いいのか、f日IIこかしなけれIJ ならない、 という

のが会をつ くった動機である 。

あま り身構え ず、 FI頃の仕事のしがらみを離れ、談論風発のスタ

イノレて、やってきたのが、会の長続きした校歌 fごと 思っている。メン

バーは、巽和夫 (福iJ l大学) を座長に、 ザl座正信( 安井建築設計事

務所)、 富安秀雄( 市iill 都市開発建築 コンサノレタンツ) カ海開書、会員

I. i 多少の出入りはあったが、現在は、 川a情勢( 円本経済新聞社)、

城戸義雄( 大阪府ー)、 住 田昌二( 大阪市立大学) 、立岡弘( 大建工

業)、 山田俊満( 東建コンサルタンツ) 、IJ 1  ｾ ｉｉ 干し Ｈ 竹中 工務庖 Ｉ 、 山 本

晃 (大阪市建設技術協会) である 。事務局を安井建築設計事務所 と

京大高田光雄研究室にお願い し、 いままでの全会合の号車問来が保管

されて いる。

会員 l立、符界を網羅するよう粧峨していたので、懇談会はそれぞ

れの立場からの会員の報告を 小心にすすめてきたが、テーマに即 し

ては権威者を招 L、たり、兄学会をもったり、ときには海外へも 出掛

けた。

近年は、年間統一テーマ含定め、成果を取 りまとめて公表す る形

て進めて いる。 まず、平成 2年度では、大阪市住宅審議会が市の住

宅政策の方向を審判 ｾｉ 可、あったので、それへの提 言 も こ め、テ ー ＿

を 「大阪市の住宅政策J に設定し、まとめを本誌に発表 した ( ，自治

体住宅政策への提言一大阪市におけるケ ーススタディ J [建築と社

会] 誌1991年10月号) 。

平成 3年から 4年にかけて、 同町会、ゥジングの匝l顧 t 展望J をテ

ーマに研究会を進めた。かつての住宅政策は、量的不足の解消 とい

う明確な目標をもって いたが、 近年は住宅:11月! 直が者11市問題 と重なる

ｾ ｉｉ て 二 ひじ ように不透 ｬ り Ｑ 化し て い る 状況に ある 。 特に ノ、 ゥ ジングの

テーマに絞 り、その方向を示す ことを目標と した (，ノ、ウジ、ングのメ

インス トリームを探る一戦後住宅政策の回顧と展望J [ 建築 と社会]

誌1992年10月号) 。

平成 5年 1 月からは年山テー? として「者11市型住宅J を取り上げ

た。その成果をまとめたのが本特集である。近世の大阪は-11寺代を

画す る都市型住宅を実現して いた。 それ故、近世 とそれに続く 戦前

の大阪のIIIT家の歴史的検討から始め、 戦後の典型開発の検証を行な

うとと もに、今後の展望を示すと し、う 71ヲで、者11i' li 型住宅をマク ロに

再考 した。ゲス トスピーカーを加 え、今回はほぼ全員が寄稿 してい

る。 ( 文武休日 lJi ニ)



- 歴史のなかの都市型住宅

明治初期における

大阪船場の都心居住

三 浦 要 一 ・谷 直 樹

はじめに

近世から近代にかけて商都大阪の者JI心地域を形成していたのが船

場である 。近代以降の船場の変貌は激しく、 UP，;f IH2年に御堂筋が拡

幅され、空襲による! 被災に加えて、| 昭和140年代に明川のよに高速道

路が建設され、街区内にはオフィスピノレカ司、本立した。 このようなダ

イナミックな都市更新が棋り返されるなかで、近世以来のIIIT家と IIIT

なみは大きな変貌を遂げたのである 。 この Jl ¥J に業務機能の集制がす

すみ、人口流出は激しく、空洞化研し象にみまわれ、今 FI では船場の

伝統的な居住JIヲ態を垣II ¥J みることはできなし、。

大阪市立愛 H小こ沖交( 平成 2' f 3 月|井! 校) から 3年前に、近代初

頭における大| 坂北船場の111]" なみを伝える史料が発凡された。 それは

「明治十九年第一月 ，建家取調1)( 11市中長」 とi起した和綴じのillt子て¥

20'[冊カT現存している 。愛 n小学オ交の; i I ! 学区域は束力fι 11
橋筋、商が阿

横堀川、北が土佐JJ i i ¥川、南が平野町通にはさまれた 21カ111]"で、東西

に約570メートノレ、南北に約580メートノレ、而杭にして約o.  33k l112 と

なる 。 「 匙家 Ｑ ＱＺ史認可凶而 ｉ ｉ ｊ 長 ｪ には学区内の ＲＰ カ ＱＱＱ｝Ｂ ・ ＷＴｾｬｬ の平 Ｑ Ｈｦｪ図カ噌Ｚ

き上げられており、 一 学区内の大商家から謀長尾にいたる 1887戸の

住宅の平而、土蔵や納尾などの附属馬カ f記，1設されている 。 なおj歳屋

敷 ・銀行 ・風呂屋の間取りは含まれているが、 小学二校などの公共建

築は記載されていなし、。

本稿てやは 「建家取調凶而lt長」から似元した住宅のτJ<Tffi とその集合

形態を紹介し、明治初期における船場の都心開住について考えてみ

たい。

定型化された住宅の平面構成

愛円 学区の住Eとの平而はこ仁II ¥J ( ニワ) の形態を指標にすると、 ;m

通り ニワ型

( 表屋造)

通りニワ型

( イ士舞屋造)

通りニワ型

図 1 住宅の平菌類型

日目

一 一・ ・ I 1，' ;1 

… 一

一 一
切 り ニ ワ 型 後 ニワ 型

りニワ型 ・切 りニワ型 ・ffri ニワ型 ・後ニワ型の 4 つに類型化できる 。

通りニワ型は土聞が表から奥へ通りぬけ、土聞にそって居室がな

らんでいる( 図 1) 。 この平商類型は 1006戸を数え、全体の半数に達

する。 このなかで典型的な平而形態は 1ylJ  3室型 (422戸) であり、

表通りに商して商い の空間である「見1立」、 その奥が生活の場である

「中之問j 、そして 「座敷」が配置されている 。ま た通りニワ型のな

かで大型の町家は表屋造とよばれ、 これは居宅の棟が表通りから後

退し、表通りには「見世」ヵサ IJ 棟てやっくられ、 両者を玄関がつな い

て¥、る ( 131戸) 。 この表屋造から 「見世」を省略し、表通りに高塀

をめぐらす仕型車屋造が65戸みられ、商いの盛んな船場に商売る? しな

いイ士鋒屋が少なからず存在していたことがわかる。

切りニワ型は表と裏にニワが分かれているタイプであり (268 

戸) 、通りニ ワが前後に分断されて居室制定保した住宅の平而と考え

られる。前ニワ型 ( 470戸) は住宅の前而のみにニワがとられ、 その

後部が居室となっている。この型の典型的な平岡構成は踏み込み土

問の形態であり、全部で200戸を数える。後ニワ型は住宅の最奥に土

聞と居室が並列するタイプである (70戸)。

こうした住宅の平而類型は住宅規棋と| 剥係がみられ、間口と奥行

を指棋にすると 、それぞれ独自 の分布域を占めている( 図 2 )。通り

ニワをもっ表屋造と 仕舞屋造は、間口の分布域に大差はみられず、

奥行の分布域が大きく異なる。それは表屋造は 「見世」をもつが、

仕舞屋造は「見世」をもたないことによる。標準的な通り ニワ 型は

間口 2 間半から 3 IM'Jの住宅に多くみられ、表屋造 t 仕舞屋造とは独

立 した分布域を示 している 。切りニワ型の間口は通りニワ型より 小

さく、通り ニワ型の分布械に包括されている 。前ニワ型の間口は通

りニワ型と一部が重なって いるが、奥行の分布域は小さい。住宅の

平而類型ごとの平均建築両新を算出すると 、標準的な通りニワ型が

16 .7坪であるのに対して、表屋造は 40 .4:Tf ，仕舞屋造は30. 抑 ーとな

り、住宅規摸は格段に大き し、。切りニワ型は 10 間 入後ニワ型は 1l. 3  

坪であり、前ニワ型 l i 7 .8坪で 4 つの型で最小而枯であった。

通り ニワ 型の住戸形式は一戸建の方が長屋建よ り若干多〈、 街 路

との関係をみると、

12 

11 

10 

9  

8  

奥 7

2  

9割l -: . l _トーが表j通りと筋に而して建てられていた

通りニワ型

( 表屋造)

! 通 りこワ型 i

通 りニワ 型 i (イ土舞屋造) i  

1 :  

前ニワ型

2  3  4  5  

間口( 同)

6  

図 2 住宅の平面類型の間口・奥行の分布域
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(表 1)。表屋造は一戸建に限られ、すぺて表通りと筋仁面して建て

られていた。仕舞屋造も 一戸建に限られ、表通りだけでなく、はぼ

同数が路地の奥に建てられてし、る 。通りニワ型の住宅の背後には土

蔵が配される場合が多〈、通りニワが商51倉庫としての通路、ある

いは汲み取りの経路として機能していたことがわかる 。

切りニワ型は長屋建で筋に商して約半数が建てられており、表通

りに而するものが約 4割がみられる 。後ニワ型も長屋建て官あと表通

りに約 3答IJ づつあり、切りニワ型と同じ傾向をみせる 。ふたつの型

は背後に土蔵が設けられることは少なく、通りニワ型の間口を切り

詰めた住宅平而といえるのである 。前ニワ型は約 6 割が裏長屋であ

り、これは宅地の裏側に多くの住宅を配置するために、間口と奥行

を切り詰めた住宅平商である 。 とくに路地に設けられた共向井戸を

使用するために、家事空間としての土聞が住宅の最前部に配置され

た形式( 踏み込み土間) が採用されたのである 。

平而類型ごとの住宅設備の保有状況について、住戸形式と表家 ・

裏家に区分してみてみると、 王IZ而類型との対応| 剥係がl明らかになっ

てくる 。便所 ・井戸 ・風呂をすべて保有するのは、住宅而和の大き

い表 屋 造と仕 ｾｊｾ 尾 造であった 。 標準的な ｪｦｦｩ りニワ型は使所・井戸を

専有するが、ＩＡｴ｜ｾ戸 ｬ を保有するのは表家にｼ浪 ら れる 。 切りニワ ・ 後ニ

ワ ・前ニワ 型の哀長屋では共同の便所と井戸を利用し、風呂そもつ

ものはなかった。 これらの住宅の居住者は、専 ら銭湯を利用してい

たことになる 。

成熟 した住宅の集合形態

これまでは住毛・制| 古| 別に取り上げてきたが、 つぎにそ の集合形態

を検討して みたし、。船場のIIIT害IJ は東西の通り (1隔 4 間) と南北の筋

(幅 31m) によ って固まれた方40聞の街区が格子状に速な ってい

る 。 名街区 の ｾ ｉｉ 心には東西方向に Ｓ 尺ばかりの子持Ｑ｝下水が通ってお

り、俗に「搬の寝床J 型といわれる宅地が通りに luJ l-1をひらいて並

んでいる 。愛 11学区において代表的な集合形態をみせる伏見町三丁

目・道修IlI f三丁目 ・平野町三丁目の 3 カIIIT i " 取りあけてみる 。

伏見IIIJ 三丁r I の集合形態は町通りに fl iJ日い っぱL、に住宅が建てら

れて判:を連ね、111[ 家の裏側は背害IJ 下水に沿って七歳が建ち並んて¥、

る( 図 3 )。道修Plf 三丁目は町通りだけでなく 、筋に而しでも住宅が

表 1 住 宅の平菌類型ごと の住戸 形 式

通りニワ型: 一一 r  切りニワ型 前ニワ型 後ニワ型

: 表屋造: 仕舞屋造

一戸建

385 :  

126  32 

38 27  7  

表通り

(38 .3%)  (14  2 %)  (5. 7%)  (10. 0%)  

長屋建

242  。 。 77 32 20  

(24. 0% )  (28 7%)  (6 .8%)  (28. 6%)  

一戸辿

142  

5  1  

21  12 9  

(14. 1%)  (7. 8%)  (2.6%)  (12.8%)  

筋

長屋建

184  。 。 124  30  20 

(18.3%)  (46. 3%)  (6. 4%)  (28.6%)  

一戸建

41  :  。
32 

2  64 7  

(4. 1%)  (0. 8%)  (13.6%)  (10. 0%)  

裏

12  

長屋建
。 。 6  305  7  

(1. 2%)  ( 2. 2%)  (64.9%)  (10.0%)  

合計 1006 131  65  268 470 70 

32 

建てられ、背害1 ] 下水に沿って土蔵が建ち並んてス、る( 図 4 )。平野町

五丁目は町通り t 筋に商して住宅が建てられ、さらに路地が巧みに

配されて区画の裏側に大規摸な長屋建が建築されている( 図 5)。 こ

の 3 カ町の典型的な住宅の集合形態は、それぞれ一面|羽口 ・裏土蔵

可( 伏見町三丁目) 、 三商関口 ・裏土蔵型( 道修III T三丁目) 、 三面開口 ・

謀長屋型( 平野町五丁目) と名づけることができる 。近世初期にお

ける住宅の集合形態は、 111]通りに商してのみ住宅が間口をあけて、

筋に商しては間口をあけていなかったとされているので、これらの

住宅の集合形態は近代初頭にいたる約280年の聞に大きく変容して

いたことを物語っている 。

ここで住宅の集合形態を計測し、数値化を試みたし、( 表 2)。 まず

住戸密度( セミ ・グロス) は一面開口 ・裏土蔵型の伏見町三丁目が

59 .6戸/ ha、三面開口 ・裏土蔵型の道修町三丁目が79. 8戸/ ha であ

る。 ところが三而開口 ・裏長屋型の平野町五丁目は 177. 4戸/ ha t  

なり、かなり高密度な値を示す。すなわち住戸密度は区画内の住宅

の分布形態と関連し、住宅が町通り、筋、事 t 充填されるにつれて、

i古い値を示している 。

つぎに 3 カIII Tの挫前安率は 70 .5- 72 .5 %、容干}'t率は92 .5- 98. 5%

となり、低層ながら高密度な数値であるが、住宅の集合形態ご t に

建蔽率 と桝f津に差がみられな L、。建蔽率は七蔵あるし、は装長屋の

寸 I
1  i  

図 3 伏 見町三丁目の復元 連続 平面図 ( 北東の区画)

E司 土蔵

平野町五丁目の復 元 連続平面図 ( 南東の区画)



相違はあっても区画の内部が山密度に利用されているからである 。

樹立率につ いては兵長屈が区l百|内 に栴集していても平屋建である こ

とし近代初頭の船場では三附住のIlI f家がきわめて少ないためであ

る。ただし伏見町三丁目と道修IlI f三丁目では、表家と土蔵 t の111] に

前栽ある いは空地があり、区l而|の全体からみるとオ ープン ・スペー

スが効果的に椛保されて いることカ需完み取れる 。 また両IlI f ともに背

害 ｉｊ 下水 に 沿 っ て上蔵が控ちｾｦ［Ｚんで、おり 、一種の ｼ 坊 火 ，帯のように作川

して 火事の延焼を食いJJ ニめる役111] を果たしていた ことが競える 。

職住関係にみる住宅の集合形態

「明治21年大阪府東区役所統計千}J によると、愛 日学区は 2. 281" J止

様、 11 . 191人が屑住して いる。IlI f ごとのー|止，ii?の平均人員は学区全

体で4 .91人ミ最小が機物l二丁 11 の3. 91人、最大が道修町三 r l-l の

6. 72人 とな った(表 3 )0 III T5jIHこ比!Ii交的大きな差がみられるのは、 奉

公人の多少に|拘わっている 。 それは一世惜の平均奉公人の最小が検

腐二丁目の 0. 69人で、巴此たが伏見III TfJ q丁 i lの3. 26人 となり、 学区全

体の平均がl. 69人であるので、 111]" ごと の本公人の人数に格発がみら

れたからである 。名川ごとの人11核J3t (セ ミ・グロス) を幻:n'，して

みると、伏見町三 rn Ｈ ー ＱＨｬ ￭ ｬ 升 ｊｉｉ ・ ｾｕ 能型Ｉが ＲＸＴＮＰ 人 Ｏ ｨ ｡ 、道修

Il rf三丁 目 ( 三l而|非JII ・袋仁l縦型) が569. 7人/ ha、手肝:llI f1i .n  J  (三

l雨間口 ・ぷ土蔵型) カr707. 5人/ ha となり、 とくに三l雨間 11 ・返上

蔵型は高密度なJ計担形態になる ことを返づけて し、る 。

近代初日目における 愛 11 'ア:1乏の職業村'ihえは、 lリJ?f i l O年代の後半に大

阪商法と会議所によって編纂された「大阪両仁業制 l令規約集J から50

組合・798業者計1'<]1リ1する 。そのなかには判定の知亜の組合II が集 '1'

している IlI fカ滞在認で きる。伏見IlI rrJLj ｲ ｮ には ｾ ｉｴｬ 米物品商 ＱＢＢＺ Ｑ｝ が、道

修IIIT三丁目には薬種商1rJ 'j:{1"11:1 ] がそれぞれ集 '1' していた。 これらの

業務内容はいずれも問尾 . 1
'
1引であることか ら、 大商家が応を構え

ていた ことになる 。江戸後JVJの案|人j記てある m日c ] ! : 名所副会大成j

にも、伏見IlI fは 「情物のdiJ ，lf 判:をつ らねJ j且修IIITは I)'L五、 六 「の

111] すべて薬種の問屋粁をつら ねj と記されており、明治初期に至っ

てもその特徴を ik : 持していた ことがわかる 。 その一方で、、平野IIIJ 五

丁目は食料品 ・衣料品 ・柴山山・ 11 川雑貨の間52カf あり、 小5' 己業の商

表 2 住宅の集会形態ごと の密度指標

町名 伏見町三丁目 道修町三丁目 平野町五丁目

住宅の 一商f mn 三商関口 二回開口

集合形態 裏土蔵型 裏土蔵型 裏長屋型

宅住
町通 り 35( 94. 6%)  55( 60. 4%)  57( 34. 6%)  

ー・・・・ーーーーーーー. -・ ・・・・・ ・---- - -・・ ・・ ・・・・ 4・-- --

の 筋 2( 5 .4%)  27( 29.7%)  35( 21. 2%)  

分布形態

ー・・・ーーー -・・・・・・・・・・・ー -・・ ・・・・・---- - -・・・・・・・ 4・・・ ・4・唱

m 
。

9( 9 .9%)  73( 44 .2%)  

合計 37 91 165  

土蔵の棟数 35 75 32 

住戸密度

59 .6  79 .8  177 .4  

(戸/ ha)

主E蔽率 70. 5%  72 .5 % 71. 4%  

容積率 92. 5%  98.5%  96. 7%  

住宅面積率 52.0%  45.8 % 60 .5%  

土蔵面積率 15. 2% 2l. 4 % 6. 3% 

人口密度

284 .0 569. 7  707 .5  

(人/ ha)

註)住戸密度 ・建蔽率 ・容般車 ・人円2昔、皮はセ ミ・グロスである.

五17が多月期採重にわた ってみ られる IlI fて、あ った。

IIITの職住|均係と住宅の集合形態を対m1させてみると 、大きく ふた

つにグループ化できる 。ひとつがぶ公人を鹿川する II t，:，} が多 〈集住

して 1::] 1ゼやl' 口j将か らなる 町内であり、それには l$ l J 説型J の伏見

IlI f三 rll と道fl 多IlI f三丁日が該当する 。 もうひとつがぶ公人のMmが

少なく、 小売業の商人が集住して いた町内であり、 「坂長尾型J の千

'J!-flllf li .了 1-1が該当する。「真土蔵型J の道fl 事IlI f三 f ll によ泌が多いの

は、 薬種の商品倉時として大規挟な上蔵が必要であ ったか らでやあろ

う。「災長尾型J の平世'f IIl T五丁 Hの復兄述統平r(ol 文lでは、IUT通りに |伺

する表家がれ戸に仁蔵を有 し、表長屋カぢ虫担して IIITなみを形成し、

ここに小売業主ナ常む住民が居住していたと考えられる 。 そして区l同

の災側に密集する 小規J莫な兵長屋には、苓事IHな住民が肘住していた

ことカ世! 定でき、街区の表と裏という住み分け的な集ij ミ] 形態が読み

取れる 。

むすび

み:1I '.:i てやはlリHfi 初期における大阪の者11心屑住に|民j して、 北船場のJrI

愛 川引豆を:J F例 として、若干の長I1比を提供することができた。

まず学区内の住宅平而は 4 つに類型化できるが、作) I の川1I と奥

行を指棋にすると、類型別に独 ILIの分布域を Ili めていることが判明

した。 こうした平 ｬＨｲￎ 知杷 Ａ に 、 ョ長 家 と三五家 、 一 戸 ｾｕ 毛 足立 ￟ など の ｈ Ｚ

I  I 形式の差災がIJ II わったかたちで、住宅の| 府JM分化がみられた。 ま

た住' 七設備の保有状況も 、住宅の|併用 と対j占|刻係にあ った。

つ ぎに ｉｉｉｊｖ す を Ｑ ＱＱ 位とした住宅の集合形態 ｴ し て、 一 ｉ Ｈｉ￭ｉ ｊｾ ｊ 1  1・災 ".

j成型、三IfnHf.J I-I ・点 |二成型、 三耐|品111 ・以長屈型のHJ i型をノjミし、

知型別に住) I 待H文、佐ui 玉率、手宇和三七などを? 数M.イヒした。 その結果、

低府なが ら出密度な J1 ，住事情念 II)J らかにできた。 また住宅の集令形

態と職tFJl ヲ態と の対応|長! 係を検討 して、 一而Il f.J ll ・$ l l 蔵型や三I(IJ

|別 1I ・兵士l議型の川はおも に問屈肘から成り、 三1(1i! 時111 ・; s 長同型

は小売業者が何本であ ったことをf肘|有する ことができた。

( み うら よう い ち/ 大胤似 t山liι以大' ( :'川川川F什州州|主川附i吋i
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に大別することが出来る。年号 t は必ずしも直接対応する訳ではな

いが感党的にはほぼ一致する。( 図 1 ) IJ)IW・大正期の市街化 はスプ

ローノレてある 。吉凶幻こ: 長屋を建ててゆくい、うものてある が、よく

みるとそのなかにも大きな変革が生まれておりそれに着眼して時期l

. 歴史のなかの都市型住宅

大阪の長屋と町づくり

区分を行った。昭和戦前期は正確には大正後半も含まれる。スプロ

ーノレ期の区分からみればこのH斜月も細分する必要があるかも知れな

信寺 内

いがここでは一括して考える ことにする 。

明治期の長屋

大阪は近代に入って船場 ・品之内 ・天満の大阪三郷から外延的に

rl 1街地の拡大が始まった。縁辺部てやは近代の新しい工場とその周辺 近代が始まった頃の長屋は近世の市ｾＺｴ ￯ Ｍｊ 也 と同校通りに而するもの

は 2 階建、表( おもて) の壁、軒装など露出する昔日材総てを漆JI食てρ

塗固め防火構造を持つもので、あった。このタイプを「塗能j と命名

し区分した。( 写真 1)  

間取りとしては玄| 刻から裏庭まで直通する通路がある「通り庭J

である。路地がありそこに長屋が建っていた。路地に建つ長屋は裏

屋或いは謀長屋と いわれ井戸、便所が共川であった。そのため哀に

通ずる「通り J の必要がないので! 日i口一杯に部屋をとっていた。こ

のように表( おもて) 長屋と路地に，辿つ哀( うら) 長屈があり設備

に労働者間のi =j : : _ J ，[fを建てることから市街化が始まり、やがて急速に

外延的に展開していった。 lリHれから大正へ、大正から昭和へとはじ

めは無秩序なスプローノレてあったが、大正 8年、都市計画法制度の

f悩Lにより 市街地建設も計阿|的に進められj昭和戦前期には今日の大

阪市f主力也の大半を完成している。近代の市街地に建設されたf主肘は

終始一貫長尾建てあった。この住居は本来近世から受け継いだ伝統

的な建築様式てあるが、大阪では lリI?h以降も外来の新い、技術、材

料などの! ; ( 郊il を巧みに i削ヒしながら 1': 1己変革を j遂げ、近代の者Il di住

の而でも区別されていた。pllr割」の場令呉屋もハッ キリとしている

スプロ ーノレになると「表J t  r哀J が必ずしも明確にな ってい

そのあたりから長尾の形態的変化が始まった

宅として成長した。大阪特有の発展といえる。簡単にその足跡を振

カt

るわけで‘ はないので¥

り返ってみよう 。

近代の長尾!&ii=. 宅の展開は 11)I  ?hNI、大正期、 lI i{ 和戦前期と 3段階

I
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と兄てよ L、。

写真 1

塗鏑・通り庭形の例

( 福島区野田 2 丁目)

写真和問Ui 由

I1) J治期には建築に関する規則が 2J支公布されてし、る 。いずれも大

阪府令である。最初は明治 19年の「長屋建築制!IJJ である率九 一棟

の戸数、他の絶家との距離、通路の広さ、ｾ長 ｉ 暑と路地 Ｑ Ｑ 、裏長屋

に便所の設置が義務づ、けられた。

次いてで、明治4位2年 「大F閥刻1荷;可I建築耳蛸防L凶H則1リIJJ が公布された。キタの大

火叫} の経験から制定されたものである 。長尾に|失l係のある 1-1ばしい

項 11 を始しナ.げると

道路( j 副路) の幅員は 9 尺五μ 二/道路に而するものを表家、表家

でないものが4臣家/ 道路、通路にi介う建造物は道路と建物の聞に 1

尺 5寸ι U二の距離をとる / 住戸には建坪 4分の l 以上の余地をと

る/ 住家の天井市は 7尺/ 住家には符戸に便所をとる / 木造長屋は

II¥'J n15聞を超えてはならない/ 木造長屋聞には 3 尺，l : ) J 二の距離を

とる / 哀家にはj邸各を設け二方|旬以上に道路又はj副絡に抜航させる

等々である。

兵長屋は伊l別に便所がなく井戸も共用い、うことからt ! i . I4:_j ニ問題

となり住戸に{ 酬をとるよう規則て求めた。大腕荷建築耳R締樹、lげ

も屯ねて要求された。 それに関することとして、長屋の械と陳との

II¥Jに 3尺の距離をとることが建築I[附告規f ! i Jでも求められた。この部

分は人の通行を可能にしたので結果として便所の汲取問j出路に利用

凡例

周司町 塗筒形

官 羽 出 桁 台 所 形 臼 その他の長屋

図 2 大正区三軒家地区( 昭和50年代)

写真 2 出桁・台所形の例 ( 福島区海老江 7丁目)

される こと になった。そうすると 「通り 庭J でなく t も長屋の哀に

便所を設けることが可能になり、そのことからI i 日取に大きな変化を

もたらした。

大正期の長屋

明治の終わりから大正にかけて II ¥J II の狭い、粁装ゃ』主等の木部が

露出する長屋が「おもてJ の建物として建つようになった。私達は

これを「出桁J ＱＺ名付Ｍｾ t区別している 。 (写真 2)  

慣行的に行われてきた防火構造の「塗能j 長尾と構造は! 日lじ。た

だし軒先を支える出桁やその他の部材を露出したままのタイプであ

る。建築耳臨清規則の施行 t 前後するがこの頃からこの長尾が建てら

れている。

装に便所をとるようになると玄関部に部屋と台所を並列に配置す

る間取りが登場する。玄|一刻の械に台所があるのでこれを私達は「台

所」形と名付け「通り庭j タイプと区別した。 ij 辺り庭」に比べると

れ戸に間口が節約できるので郁市向きに好都合の姥物といえる 。 こ

のタイフ。は裏長屋がノレー ツと考えられるが、表長尾に進出したので

プランニングからみると大きな変化である 。

図 2、 3 は明治 ・大正期の長屋による市街化の司L例である 。図 2

は大正区三軒家地区で近代初期に相当する 。「塗能・通り庭」が多〈

理 直 出桁・台所形 13 塗筒形 ロ その他の長屋

図 3 西成区天下茶屋地区( 昭和50年代)

35 



写 真 3 洋風・大壁長屋の例 (旭区新森) 写真和国康由

建てられているものの場所によっては「出桁 ・台所j が集まってお

り長屋による市街化の推移を見ることが出来る。当地区は新田干拓

の耕地化したものでありそれから宅地化したものである 。干拓のた

め畔道など比較的整然としているのでスプロ ール開発であっても乱

雑さの印象は薄い。としても長屋が建て込む3密集T附却也になってい

ることは開発の特徴である 。

図 3 は西成区天下茶屋地区て次正以降にスプローノレによる市街化

の事例である 。「塗鎚・通り庭j は建てられているがそれよりも「出

桁 ・台所J が圧倒的に多い。大腕荷建築耳櫛規則がかなり定着しそ

の効果カ宅見れてきた結果と見ることが出来る 。長屋の建て込みは変

わらないが長屋棟周辺の環境→列えば棟と棟の間隔、壁而の道路か

ら1 尺 5 寸の後i邑、天井市の確保などーがかなり改善されている状

況がみられる 。

昭和期の長屋

厳密には大正期の後半からとみられるが長屋の形態に大きな変化

がみられる 。 それは洋風長屋 とお屋敷風長屋の登場である 。

洋風長屋は伝統的な木造建築に西洋風の技術が加わりそのbl洋Fが

強〈見られるものである 。 (写真 3) 正確には和 ・洋折衷といえる 。

大壁構造、軒廻りカ市立腹風にみせた年倒汗、外壁はスクラ ッチ ・タイ

ノレ貼りである 。キ僻rと窓権に銅板を使うなどしゃれた長屋である 。

大阪市内全域的に建っている 。防火構造になるので1昭和 10年代以降

特に多くなっている 。(l lf干の飾りはその頃はそノレタノパ土上げ一辺倒)

長屋は平入りが一般的であるが、洋風の場合下屋を突き出しそこに

写 真 5 前庭形の例 (東住吉区東田辺) 写真和田政由
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写 真 4 純洋風長屋の町並み ( 住之江区住之江)

切郵政風を見せる形態のものも登場する 。室内も洋風に仕立てるも

のもありそれらは「洋館J Ｈ長屋Ｉと呼んで ｌ 、た 。 これも洋風の ｩ ｾ 縄 ｩ

の強し、和i判庁衷である 。 この種の長屋は前庭に相当する部分に止何百

を干直え開放的な扱いをしており同時に玄関はセットノ{ - ; ; クしている 。

長屋い、つでも新しい景観の都市型連続建住居である 。 これを「前

庭j 形と形態分類した。 (写真 4)  

土地区画整理や抑雌明也区に多〈建っており計画的引ITづ くり

t の関連性をうかがわせる 。平屋建に多いい、うのも特徴である 。

純洋風に近いタイプもあり個性的なスタイノレからこれが長屋のIIITか

と疑うような地区もある 。 (写真 5)  

純和風の装いになるが長屋にも塀を巡らし門構え の玄闘を持つタ

イプがこのl時期から 登場する 。塀の種類や門構えにバリエーショ ン

があるがおしなべて「塀J 型と区分出来るものでいある 。1' ''1構えと本

棟の玄関との聞は僅かであるが前庭( 前栽) をとり、さらに裏にも

座敷に面して坪庭を設けている 。 このタイプの長屋は ｾｉ Ｍ ｉ には ｬ 階の

奥に害F瓶 lの本床を持つ! 主男女をとるとか、 2階にも同様の座敷をと

る「お屋書文」風の感じを持ち込もうとしてし、る 。軒先の構造もそれ

までの 重厚 な「出桁 ｊ から働問な感じの重村ｾ造に変わり窓 匠 的に

もし ゃれた感党の建物になっている 。(写真 6) i塀J型長屋 も土地灰

匝陛理地区、初付也整理地区に集中的に建てられてし、る 。

大正 8年 (1919) 者Ilrli 計画法、市f主力也建築物法が成立 した。者11市

計画法により土地区画整理による市m地整備が制度化された。市街

地挫築物兵去て、、は建物( 長屋を含む) の資質と集団的秩序が要求され

るようにな ったが、先行の建築取締規則の経験から長屋 にと っては

写 真 B お屋敷風・塀形の例 { 東住吉区西今川) 写真和問康由



きして景湖! を受けていない。

大阪市内では土地区画整理が強力に推進された。それまでスプロ

ーノレ開発により市街化していたが区画整理の実施により次第に鎮静

化 した。土地区l亙「主主理は計画的に街区を造成する。街区には背中合

わせに長屋の棟が 2列、整然と配列されている 。棟と棟の聞の 3 尺

は市街地建築物法になっても受け継がれそのi国各が連結してし、る 。

区画整理の仮換地の段階から長屋が建ち始め、た ちどころに新しし、

IUTが出来上がる 。昭和戦前期の 15年間に新市域に編入された区域内

だけで"100万人を超える人口を収容する事が出来た。区画整理と長

屋建設の結果である。

区画整理街区に北入り玄関、雨入り玄関の長屋カT巧みに配置され

その町並みは新しい都市景観をつくり出している 。先にも触れたが

長屋のタイプは「前庭J 形、 「塀J 形が非常 に多い。 これは阪南地区

の例であるが( 図 4 ) r塀」形は座敷を持つ お屋敷風の長屋が とりわ

け多い。あまり多くはないが「前庭」形もありこの 2種類が基本タ

イプになっている 。

区画整理地区では長屋と街区の関係はうまく適合しているが、そ

れは前段階のf J 付也整理の苦い経験のあったことは見逃せない。耕地

整理はシステム的には土地区画整理の原型とされているが、農地と

宅地とではテV メンションにかなりの差がある 。農地レベノレの2走$

単佐をそのまま宅地に利用すると規接的に中途半端 となりそ のこと

から長屋の建詰りを誘発し密集市径百也になる。大正前期に実施され

た耕地整理地区は何れも超過密現象を起こしている 。市径対也建築物

法施行以降は建築線制度を活用し事前に建詰りを排除するなど街区

帽 腕 ・ お 屋 敷 風 長 屋 怒 塀形長屋( その他)

部 前 庭 師 屋
思 その他の長屋

図 4 阿倍野区阪南土地区画整理地区( 昭和50年代)

と建物の調和に苦労されてし、る。ーイ列を図 5 に示す。 これは田辺耕

地整理地区の例であるが、建築線道路を南北に巧みに配置する こと

によって解決したものである 。 こうした経過から街区と長屋の調和l

した関係が生み出された。

さいごに

l明治から昭和にかけて大阪の市街化 と長屋につ いてその輪郭を概

観した。伝統的な建築様式である長屋建住宅を基軸に近代の7間設地

建設を見事に達成 した。長屋建住宅 自身も近代に対応すペ〈自己変

革を遂げながら市往T地形態と巧みに調和する ことに よって都市住宅

としての存在観をアッピーノレし、 l町並み景観をつくりあげその機能

を十分に発揮することが出来たい、える 。l尚l相判ilJ が強化されると

共に建築事情が悪化、そして敗戦と ともに長屋の建設は完全にスト

ッフ。した。

戦後も 又スプローノレ開発が始まったが百凶hな建築形式の採用から

市谷ii也形態もコントロ ーノレ出来ないまま市街化が進行している 。 ど

う考えればL、し、のだろうか ?

( て匂うら まこと / 大阪工業大下1 : "(:剤iiJ!築J 河 川J教授)

州 17粂からなる税J l I Iで長尾の構造、特に路地( 滋路地) の構造、災長l設について 制

限を，課している 。斎藤和夫、 IIHi 台前期m築のノレーノレ ・大阪100$ドの歩み j 、20- 23

ページ、( 社) 大阪府立l ! 築士会、 II?{ 利62年 3 )-J 31 n  ｾｾ行 に却しい

. " 明 治42年 7Tl 31 日午前 41時頃大阪市北区・卒心町 2 T II メリヤス; ( ( : f ，・ }j から :J'I 火

し ＱＧＴ へド悩 ｌｨ ｾ ｾｬｾ にかけてＨ被災地面総約 ＱＲＰｨ｡ 、椛災家屋 ＱＷｪＱｔ 戸強Ｉ翌 Ｘ 月

1  11 早朝まで )L一昼夜、燃え続けた大火のこし

賀町前即時 隅 塀形お屋敷風長屋 密 葬 塀形 長 屋 ( 仇 )

図 5 東住吉区田辺 耕地整理 地 区 ( 昭 和50年代)
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. 都市型住宅論一 1 ( 回顧)

戦後の民間住宅の建設支援

+門 座 正 信

戦後の大腕1可民間住宅折工統計によれば、 nm' n21年から平成に L、

たるまで総戸数の約75%は民I 1I J住宅である 。公的住宅には、公7昔;住

宅をはじめとして、行政はその施策の倣進に多くの政策を講じてき

た。民1:¥J tl :: :i 七・については、建築基込匂去の4的立"1r. I' Hこよってのみその

あらましカf把握山来たといえよう 。

そのなかで、民ItH住宅，建設にE国霊の手をのべて推進を図ろうとす

る目的は次の点である 。

① 他 の 行 政11fl 句の遂行のため、公的制度の汗放の手段とする。

② 住宅の質の改帯、環境大・問Eひいては者Ilrl 1 " づくりの一環として

の住宅建設の支援。

耐火，建築の促進、者11市部における職 ・住の施設の一体化のために、

住宅公同ゃれ=宅令融公庫の町制i Hf t.七挫設の制度と、| 玉! の耐火建築

1JU 法、防災挫築街区泣lぷ法、成い l;J: -i1l l di W開発法そ の他者Ili 打造り

のための引業法または制度による主l ! 築物の} ] ! 設とそのなかで、住宅

娃設を- t ft進する手法力f現在も多〈兄られる 。最近の者11市再開発卒業

の約半分の案ＱＧ Ｑ て。は住宅建設カ可 ｾｦｗ Ｎぷ取得のＧＱＧ心となっている 。

l-:.uては、法に基づく補助金を軸として・h業が成立してきたもので

ある 。大阪においても昭和32年よりf i : " 七公開のr 1i街地住宅特別分譲

制度や、住宅・令融公席耐火! & 築物融資制度による l汗ffII i付住毛:*1]1立と、

耐火助成令制度を併川して ｲｬ￮ＱＱｲＱ 也事長 ｷｲ ｊ ｾ 業のＭｴ ｦｧ 逃が実施された 。

q耐火助成イγ とl;J:、者Il di 不燃化。以主のため、木造建築と耐火建

築の棋準必設"fJ の差傾について、 IH、}f:j'!Uおよび di が1l 11D)J する制度

昭和38年度

両生

不燃共同住宅

設備共用可

i'i 

対

5良

て、あった。

なお、大腕 Ｑ すではじ ｗｴｾ の Ｇ￀ 傾と公的融資金と布 Ａ￬ ｄ Ｉｊ 金の令日 ｼ ー傾に

相当の隔りがあるので、その主制融資のための 、、融資あっせん制度。

と、損失補Ｑｲｩ ｦｦｬｬ ｊＱ支を実施して、 Ｇｗｾ 長のＭｴ ｦ ｦＧｊＮＱ主主＿凶った 。 ＨＱｉｆｻＮｦＱｬ ＳＳＢＱ 主 よりＩ

五 ｕ ての 仕組て Ｇ ｬ ［ｊＺ ｽｊｾ 業が完成そすると 、公 的資金が導入された・ ｊＧ［ 業と

なっているため、力主主冬fl{J に公的n宅として31計された。

大阪府共同住宅融資制度

ｮＷｾ 手日 ＳＰ 年代後、ドにな っ ても民 ｉｈ ｊｦドセの ， 建設は、 ｦｴ の点て ＢＪＱＱ 惑を慨め、

① 木造共同住宅ヵマf 仁住宅の50%

② 民常借家の設備共IIJ 率が17%

③ 住宅の賀、家賃を合めて ｷ 七 ｾｦｴｬｬｴＧｈ ｲＭが ＵＰＥ

以上の状況から、公 ｍ￬ プ セの大 ＺＩ￯ｴｦｊｾ 給を ｦｬｬ￬ 完する日的て冶リ設され

たのが木制度である 。

制度のあらまし

①金 制Ａ機関が民 ｉｈｊｊｾ ｉ 日 ｬ 住宅住設に資金を融資する時は、大ｼ仰向Ｇ

は、その制失をfl l imする

② III は金融機関に無利子ft i . 託をすることにて、貸付金利を制限

する 。

③ Ｑｩ ｬ は対象物ＱＧ Ｑ ・の訂 ｉｉｉￎｉｾ 帯穴し、［ＡｸＮｴ也粂 ｦＧｬ 、が ｕｾ や家賃を指導

する等のチェックを ｾＱ j'なう。

本制度は、1 i 7{利38" 1ミ発足以- *、 Ii ?{利47イドl立まで約 1 Jj) I の以IHJJI"

同 ｦｴｾ Ｍｴの ｦＺＡｬ ，ＪＭ合を実施してきたが、 Ｑ "1においても、 Ii ?{手1146年度をはじ

めとする、部Ｒｊｴ ｊｪ 住Ｇ七 Ｕ ヶ Ｑ ＱＧ Ｎ江 ｉＧｾｉ におし、て 、 住宅 ー 続姶符 ＢＱ Ｂ の な

かに市民I:H住宅対策の強化かを" 米! 也として、実純すべき政策におい

て、平IJ { 村i給の制度創設を従 B守している 。

そこで大| 腕nの融資制l主を法本として、 H百和48年から、| 王| が「特

定賃貸住宅建設融資不IJ (-f lli 給fI Ii D)Jl! il ] J 主要綱J を定め、 J(.f は「大阪府

特定賃貸住宅建設資令融資あ っせん制度J にぷ杯えをして今 11 に至

っている。 力訂正の融資' たがれまイH:¥J約2，000) ;て"ある。

(  ( 必ぎざ まちのぷ ＯＨｗＮ ｴＮ｟ Ｚ ＩＱ 処築ぷ， ｮＧｬｾ 務所Ｈ｜Ｚぷ取締役判長Ｉ

融 資 制 度 の 変 革 と 概 要

昭和42年度 昭和47年度 平成 5年 度

木造共同住宅可 ＧＢ巡［ｉ ｾｬｮＩ 住宅可

設備専用 ;役鮒' 1wm

11策 4戸以上 1  1策 8 F以上 l  棟 6 p以 上

ｬ 戸 ＳＵｾＸＰ ｭ Ｇ 1  t
i  ＳＵｾＸＰ ｭ Ｇ＠ ｬ 戸 ＵＰｾＸＵ ｭ Ｇ

( 共m部分合む) WITI 部分)

l 戸当 2居室以上 1  J ; 、'i 2居室以上 l 戸当 2寝室以上

共同住宅の耐火構造と 共同住宅の耐火構造と ｪｴ， ｾｩｪｉｈ ＮｉＡ築資の ＷＰＥ 以南 220. 000円/ m' I  

大阪市中央区南久宝寺町 3 丁目の例

( 昭和32年竣工、F成 5年税占，)
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融

資

条

件

出l1r1u1r1  l  J. 

平IJ

率

そ

の

他

木造の ill 築資の差額に

時血.i'Y

標準建築資

抜高 15.0001' 1/ 01'

融資限度額

1，8007; 円/ 1- 牛

5年

rl 歩 2銭 5回以内

入居条件

家賃 ［Ａｾｉｉ 製

木造のill 築資の差額に

融資

際準ill 築' l ! t

ｩ ，ｾ高 Ｑ ＸＮＰＰｗｊＯ ｭ Ｇ

融資限度額

1，800万円/ { ' ! ，

木造 7年

その他 10年

年平1) 8. 8%以内

入届条件

家賃制限

入居一時金12ヶ月

ｩ 改正Ｎｾ 25. 000門/ m' 建替分にあっては非{ 主

融資限度額 宅部分にも融資

ｕ ｊＮｾなし 宅地造成資金融資

ち地造成資金融資

木 造 7年 最高 25年

その他 10年 非住宅 10年

年平IJ 8.8 %以内 原則 4. 1% 

( 同の補助金あり)

人組条件 入居条件

家賃制限 家賃制限

入fo' } 一時金 12ヶ月 入居一時金 8 ヶFJ



. 都市型住宅論一 1 ( 回顧)

都市型住宅と、

これまでの共同住宅計画

富 安 秀 雄

都市型住宅という 言葉は、 ここ数年よく聞くが、その意味する所

は広し、。要するにこれまで主 に郊外で建てられてきた共同住宅が、

殆どそのまま、高密化 しただけで、都市内に作られており、種々問題

がある 。都市の住まいを考えて、見直すぺし t いうこ t である 。

それでは在来の共同住宅は郊外用かい、うしそうでもない。事

実市f却也にも多かったし、都市の代表的住宅であり、様々な都市に

道U忘する性格もあって、今後も活用すべき考え方がある 。 これまで

の共同住宅を振り返り、いくつかの成果を都市型住宅の基礎として

再4儲E してみよう 。

基本的性格( 写真 1 )  

不燃共同住宅が公共住宅として登場し、広〈民間にも用いられる

ようになったのは、第 2大戦後である 。木造より高価な R C造がf変

われたのは、第 1 に不燃性があるからである 。 これは都市住宅とし

て今も重要な性質であり、防災性は重視されねばならなし、。

第 2 には、立体化することにより土地の高度利用ができる点であ

る。地価の高い都市部では今後とも計画の基礎的条例て冶る 。

集合 ・共同化 し、多層化により、良好な住環境と共に高密高容積

化が可能になる 。以上 2点が不燃共同住宅存在の基礎である 。

立体的街づくり( 写真 2 )  

やがて共同住宅は、複数株まとめて、団地 として計画される場合

が増え 、又数10戸い、った大j対莫な住棟も珍らしくなくなった。共

同住宅の計画は、立体的径Tづくりに他ならない ことが認識され、階

段や廊下は、 一般市柱? 地の道である t 考えられた。従って道の持つ

コミュ ニティ空間としての機能を与えようと、広l隔の↑ 対車な廊下を

設け、住民の語らいの場 t することも行われている。( 共同部分の増

大を避けるため、何階かごとに廊下を集約する例が多い。) 雨天の際

の幼児の遊び場を棟内に設け、或は屋上を小公間的に扱うのも この

方向である。屋上利用は、コノレピュジ‘ ェのマノレセ ーユの例や、香港

の期限アパー トなど海外の例はか、が、我国ていは意外にすくなし、。

これは主に管理L t の理由で、危険や非行防止など、人目のない為で

あり、屋上の一部に住戸を置いて成功している例がある。

立地条件に応じて、下層部や、 ｾ ｉ ｉ 間階に、住居以外の施設を設け

て、複合的に住棟づくりを行う ことも、者Ilili 住宅らしい方向て肖る 。

商業 ・ 余 ｕ ｉ ｾ ・ 文 化・ 集会 ・ 保健 ・ 医療など、多様な ｊｪ 包 設があるが、

住宅と施設のアクセスや、管理の区分、立体的用途規制など、いろ

いろの工夫が行はれている。囲み型倒点配置( 街並み形成型と呼ぶ

人もいる 。) も、これまでの日照、通風を主とした平行配置に対し

て、: i ! 続した市径fJ 也形成の視点から再考されている。又住棟のデザ、

インも、街の景樹fj 成の要素として捉えられはじめている。

立体道路( 写真 3 )  

立体的街づくりとして考えると、廊下は道てあり、住棟*1' 1互を上

層て連絡すれば、隣りの倒東へ、 I也上に一々降りなくて行ける。住

十束jゴ脅音IHこコミュ ニティ施設を設けることも、こうした方法て可能

になる。高齢化が進み、行動にハンディ キャップのある人々の居住

が考えられているが、在来は 1:1' 用のI也上階がこれにあてられていた。

こうした人々の上層階居住を可能とするため在来、 エ レベーターが

設けられなカもった中層住棟にこれを設け、停止階の廊下を水平に各

住棟に連結する計画も行はれている 。

前節て、述べた立体的笹子づくりにおいても、立体的道路計画によっ

て、立体的街づくりは一層、便利で、、多角的利用が促進されよう 。

その他

共同住宅は、数多くの住戸を標準的サイズて限られた空間に設け

うるのが持色てや、 これが住宅の工業化、部品の開発を促進したが、

一方画一的で、多様性に乏しく、戸建と違って、需要者桐別の要望

に応えられなかった。二段附羽合や、 コーポラティブ方式は、 この

点を才1 1 i 政するものであり、メ ニュー方式も この方向の試みてやあって、

広〈普及している。これらの点に閲しでも、 これまでの共同住宅計

画の成果は大きし、。

( 1 : みやす ひでお/ (仰di IlIf jjll di IJ f. 1  ｾｈ ｬＡ築コンサノレタンツ代表取締役社長Ｉ

写真 1 不燃高層アパート団地の中庭

( 大阪府住宅供給公社向汀:同地)

写真 2 共同住宅の屋上・一部に住戸がある

Ｈ制岡県 ＱＲｖｦ の ｾｪｬ￮ｬ 司地Ｚ古川村 ｩｊ 十虫Ｉ

ん

る

)
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出
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討ー 参考写ｊＧｾは、いづれも市 ｩｩｬｬ 者 ＱＱ 市日ｦＮ ｊ Ｇｬ ｭ 築コンサルタンツの［ｊ ＱＱ ､ￎ Ｏ
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. 都市型住宅論一 1 ( 回顧)

大阪市における

大規模住宅地整備事業

山 本 晃

大阪市は市域面積が220km九狭少てあり、人口は260万人を数え

る大都市であるため、住宅の用即I地也事情は

におカか3 れていた。第 2次大戦後の昭和20年からの20数年間は、市街

地の復興と同時に， 急増する人口に対応する住宅建設は，農地の住

宅地への転用が盛んに行われ大量の公的住宅が建設されるとともに，

既成市街地では主として個人住宅をはじめ，いわゆる木賃アノ f ー ト

や文化住宅等の建設が活溌に行われた。一方、昭和35年頃から始ま

ったわが国の高度経済成長の進展に伴い、昭和40年代後半から市内

の工場が市外へ移転する動向が顕著になってきた。また、住宅対策

においても住宅だけでなく住環境の整備の重要性が増しっ、あり、

昭和49年に大阪市住宅審議会から「大阪市における住環境整備を促

進する方策についてJ の報告がなされた。 この様な情勢をふまえて、

大阪市では新い、覗点から大樹莫住宅地開発に耳又組むこととなった。

以下に実施した主要なプロジ、エクトの概罫を紹介するが、紙数の都

合から多くを割愛せざ、るを得なかった。

毛馬・大東地区住環境整備事業

都島区の北西部に位置する当地区は、者11心に近接しており中央部

の大規J莫工場の跡地を利用して良好な住宅地として開発するととも

に、併せて周囲の地減の住環境整備を図るこ1 : 1: し、昭和49年度か

ら事業に着手した。

1  ) 開発手法は昭和49年度に国が創設した「特定住宅地区整備促

進事業制度J に基づき、工場跡地を核として周辺を含む約90ha を事

業対象区域と し、市、市住宅供給公社、住宅公団の 3者が事業主体

となり、市は現地事務所を訟喧し、地元で結成された「街づくり委

員会J 1 : 連携を図りながら事業の推進に当った.

2) 工場跡地の住宅建設をはじめ、地区内の市営木造住宅の建替

えを行うとともに、民間老朽木造住宅は居住者の新規建設住宅への

僅先入居をす‘ め、撤去した跡地を児童遊園等して地区内の住環境

の向上を図った。

3) 公共公益施設としては、国の制度により補助が得やすくなっ

たため、当地区の長年の念願であった中津赤川線の毛馬橋を現伏の

2倍に拡巾し、同街路を J R環状手持泉路下を貫通することが実現さ

れた。 また、工場跡地内に小学校を l 校新設した。

淀川リバーサイド地区整備事業

当地区は北区東部の大) 1付合いに位置 し、 古くからの工業地であ っ

たが、昭和48年頃から大工場が市外へ移転する動きカf現実となって

きたため、大阪市ではこの地域を住宅戸数3，000戸、 1万人が住む快

40 建築と社会 ・l叩 11

適な住宅地として開発することとなり、昭和54年度から着手した。

1  ) 事業手法は国の 「持定住宅市街地総合整イ制足進事業制度」に

基づき、事業対象地区は大工場および隣接する戦前長屋等の区域を

含め、都計道路中津赤川線、北野都島線、未開通の新庄長柄線と大

)11に固まれた35. 6ha の区域とした。事業主体は市、市公社、住都公

団の 3者で、住宅建設戸数は賃貸、分譲あわせて計3，230戸とし、

市、公団は現地事務所を置き地元の 「町づくり↑ 指義会J 1 : 連携しな

がら事業の推進を図った。

2) 住宅は総て高層となるが、当時神戸の芦屋浜で最先端をゆく

工業化住宅団地が完成しっ、あった事もあり、 こ、では手づくりの

イメ ージで在来工法とし、外装はブラウン系を基調としたタイノレ貼

りとした。 また、これまでの単調な板状、平行配置を避け、壁面に

変化をもたせ、高さも変えてスカイラインに変化営もたせ、配置は

囲み型を基本に大) 11からの景観を考慮してポイン卜型をアク セン ト

として配置した。なお、中央部分には超高層棟を計画したが当時の

情況から実現を見なかった。

3) 住戸タイプは 1 D K から 5 L DK まで多様なものとし、各住

戸の玄関 まわりや共用廊下にゆとりをもたせ、談話スペースや屋上

庭園を設けるなどのきめ細かな工夫を行っている。

4) 公共公益施設としては、計画道路上にあった老朽住宅等を 「住

宅地区改良事業J 等によりクリアランスして開通した新庄長柄線を

はじめとして、湾曲した地区内道路など 7路線が設けられ、また、

公園は 1 ha の中央公園他 2 ヶ所が設置されている 。中央公園は運

重縛が出来るよう植樹は周囲に留め、計画附ミ主化の重点は街路樹と

屋外スペースにおいている。また、当地区は広域避事住地 となるため

全住宅棟をピロティ方式として地上の見通しがよくなるようにして

いる 。

5) この計画は完成までに 10年ι L上を要するこ t が予測されたた

め、 10年後でも通用するように第 l 着手の住宅は当時としてはかな

り高い水準のものを建設するように努めた。

よ二述の事業の他同一手法により昭和60年度から着手している事

業区域51. 8ha、計画戸数3，400戸の此花区の高見地区整備事業、優

れた立地条件をもち魅力ある高水準住宅地としてコンペ方式を採用

して昭和61年度から着手している計画戸数1，100戸の桜之宮中野地

区整備事業や近く着手する酉島地区整備事業等があげられる。

以上、大阪市における過去20年余りの期間での主な大規族住宅地

開発事業をあげたが、これらの事業の要点としては次のようなもの

があげられよう 。

1  ) 大j尉莫工場等の跡地を取得出来たこと

2) 工場跡地だけでなく、周囲の隣接した地域を含めた事業とし、

住宅建設と併せて公共公翻包設を整備し地域の住環境の向上を図っ

たこと

3) 複数の事業主体が協力して、賃貸、分譲住宅を建設し、住戸

タイプも多様であること

4) 住棟のデザ、インや景観をより重視し、計画的緑化を行うこと

により全体の調和とうるおいのある住宅地の形成に努めたこと

5) 地元の理解と協力と国の援助が得られたこと

( やまも t あきら / 大阪市建築技術協会理事長)



. 都市型住宅論一 1 ( 回顧)

公団の市街地整備事業

宇 治 原 邦 浩

公団の市街地整備事業の経過

公団の市街地整備事業は、昭和30年に日本住宅公団が設立された

当初から公団事業の重要な柱のーっとして事業展開されてきた。 そ

して、その事業制度の内容は、その時期時期の社会的、経済的要請

に対応して発展してきた車五緯を持っている 。

昭和30年代から 40年代初めにかけては、庖舗等の施設の上に住宅

建設を行う、いわゆる「ゲタパキ住宅」の建設が中心であり、この

制度はその後、 等価交換方式を取り入れ「一般市街地住宅制度J と

して現在に到っている 。昭和40年代に入ると、経済の高度成長に伴

う人口の大都市集中が非常に激しくなり、大都市地域での住宅不足

は深刻な状況となった。一方、都心部周辺に立地していた工場等は、

生産設t加広充のため地方や臨海埋立地へ移転し、この跡地を利用し

て大量の住宅建設を行う制度として 「 而開発市街地住宅制度 ｊ カ ｾｉ ｉｩ ｉｊ

定され、 1，000- 2 ，000戸の大規模団地が者11心周辺で次々と建設され

た。

また、この刷月の大都市の急急、激な膨張は、公共施設が未整備の司

てで"進んfだご為、著しい都市問題を惹き起こした。 この為、土地の高度

利用と都市防災、公共施設整備をーイ本的に進めることを目的として、

昭和44年「都市再開発法」が制定された。公団は、これまで施行者

として全国で25地区て事業主? 実施し、 9地区て' ''tj i業完了、 16地区が

現在事業中である 。 この他、組合や公共団体が施行する再開発事業

についても、単に参加組合員として住宅保留床ぞ取得するだけでな

く、再開発事業の実正調幾聞としての経験を生かし、調査、事業企画、

コンサノレテイング等の協力を行っている。

昭和40年代は、大都市地域でどれだけ大量の住宅建設を行うかが

整備が進む淀川| リバーサイド地区

公団の使命であった t 言 えよう 。 しかし、 40年代の終わりには一

応、 - 1出ト住宅が達成され住宅問題は註から質の問題へと移行し

た。T行f主主I也整侃戸p . 業においても、前述の「商開発市街地住宅制度J

のように、単に工場跡地等を利用して住宅の大量建設を行うだけで

なく、団地周辺環境も含めて良好な市街地整備を行うことが諜題と

なった。昭和]54年建設省次官通達によって制定された「特定住宅市

街地総合整官組進事業J 11、このような社会的要請を受けて制度化

されたものである 。大阪市の 「淀川リ バーサイド地区J は、この制

度の第 1号として施行されたものであ り、現在、事業は80 %U上進

捗し、低質な住宅と工場が密集した地域から公固と幹線街路を備え

た良好な市街士也が出来上がって L、る 。

高度経済成長期に大都市へ急激に集 ｉｾ Ｍ ｉ した人口は、その多くが大

都市辺縁音11に現1，4 夫序にスプローノレし、いわゆる木賞密集地区を形成

して受け入れられていったが、これら地区は、道路や公園等の公共

施設の盤備がほとんど行われておらず、今、最も重要な住環境整備

の課題とな っている 。公団では、王見; t E r市街地密集地区整備事業」

制度により、 これ らの地区の改善に取 り組んでいる 。

ιU二、公団の市谷政也整仏関王業の経過の概略を述べ、てきたが、事業

の内容は、点的な整備から商的整備へ、更には総合的、複合的な整

備へと発展してきたと 言 えよう 。

今後の事業展開について

市佐j -J也整制調主業は、各分野て、、検々な形て、取り組まれ、相当な実績

を上げてきているが、「者|市 居 住J い、う観点から見ると、まだまだ

解決すべき 需腿が多し、。 それは前述の木賃密集地区のように、住環

境の7K i 笹が極めて劣悪て澗題点が明確なものもあるが、都心部の人

口空洞化のように都市の活力い、う点から問題となっている現象も

ある 。公団てやは、長記丘「ライフスタイノレに対応した住宅づくり J を

テーマに者11心近くに立地する住宅にあっては、その立地特性一交通

至使、商業や文化施設の蓄積力消 L、ー を生かしたアメニティの高い

住宅供給を行ってきてし、る 。 しかし、一方ノ f ブノレが崩壊し地価は大

| 阪に下落したとはいえ、いわゆるアフオーダフツレ住宅を供給する上

で、地価の問題は大きな障害 となっている 。大雑把な検討 t して、

このような住宅建設が可能な地価を概ね40万円1m'以下と仮定する

と、今年の大阪市の公示価格の場合、住宅地192地点中、この水準以

下のところは44地点に過ぎなし、。 この為、土地費負担を軽減して住

宅建設を行う方策として、公有地の活用や総合設計の住宅ボーナ ス

制度の利用等 を検討している所である 。 また、産業構造の転換によ

って、空閑地となった工場跡地等が大阪湾岸の堺から神戸に至る臨

海部てい約1，OOOha 程存在すると 言われているが、これらを大規摸に

住宅地として土地利用することも重要な課題である。

これからの市街也劉嗣喋は、総合的、複合的に進めて いくこと

が3}どめられているが、 それを公団独自で耳足り車且むことは困葉佐である 。

公共団体や民間との協力、共同の関係を強め積極的に事業展開を図

りたいと考えている 。

( うじはら くにひろ / 1J 宅， r. llili 繋備公開| 則凶支社古11市再開発部長)
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. 都市型集イ主計画の新しい試み

ライフスタイル対応設計による

都市型集住

KANS AI 都心型ニュートレンドJ 、ウジング1993. 9. 現 在

川 村 民 次

求められる多様化・個性化への対応

先日、赤坂の T BS の近くにある洋書屋で小遣いを rJDｾ、て、今秘か

に流行っているインテリアの本を 3冊手に入れた。 それらの本には

いずれもセンスの良い写真がたくさん掲載されていて、見ていて楽

しい。 i F REN CH ST Y L E J  という本の CI TY LI VI N Gの章に

は修復や改造されたアノ fノレ トマンの美 しい インテ リア写真が、ぞれ

も19世紀の而影を桟す古典的 なものから超モダンなものまで各種

掲載されている し、r T HE INT E RNA TIONA L  B OOK  O F  

ROF T S J にはニューヨー クやロン ドンの倉庫を集住に改造 した多

種多様な住宅のインテリア写真が掲載されていて、 これらを見てい

るだけで、都市型集住の辿り若〈先カf読み取れるようで興味深かい。

一方、わが国でもコ ーポラティブ住宅の間取りやそのインテ リア

カ司時々 紹介され、 その例性的なのに驚かされる 。 またインテリア雑

誌や住宅新聞等でもマンションの改造事例が盛んに紹介されていて、

集住が変わりつつあることカ雫売み取れる 。

しか しながら1:!U，記孟の大多数を占める既成品住宅の多くは、現在

ていも定番の ｄｋ 型や ｌｄｋ 型、住ま し 、 方てい 言 えｾＮｦＧ 食 寝分自 ｉ ｴ 型や公私

空間型の機能主義的な考えによる住宅であり 、物足りな し、。規摸や

設備の向上はめぎましいものの、代わり 11央えしない平均的居住者像

を対象とした住宅、インテリアは和洋折衷、住機能を満たす小奇麗

な住宅であるが、複雑な祉会のあらゆる 人々に対応 した住宅とは し、

いがたい 「お仕着せ住宅J であるといえる 。

住宅戸数が所有手数を上回り、 「住宅は質のIf 寺代に入った、 ニー ズの

多株化 ・イ耐性化 に対応 しなければならな L、」 といわれて久しいが、

こと集住に|刻していえば、その対応手法は不明確で、ある 。 そろそろ

本格的に論理的に実践 ・定着させなければならない時期にきている 。

多様化・個性化時代における都市型集住の創り方

公団では過去の画一的住宅の供給の反省から可能な|浪り ニーズの

多様化 ・個性化 に対応するよう努めてきた。集住設計は立地対応、を

原則とし、住f掬|ヲ態については低・中 ・高 ・超高層と多彩に、また

住宅の型式も家族の員数に対応してワンノレームタイプから 5 L D K  

のような大型タ イプまで、 加 えて納戸や多目 的室、アル フアールー

ム等のイ寸いた住宅、 また特手朱なものていは老人の同居を考慮したぺア

住宅や間仕切りのないフレ ックス住宅等 も供給 してきた。

より住まい手のニーズに対応される手法としては間取りや色調を

選んで頂いてから施工するメ ニュ一方式やクツレーフ。で好みの住宅を

創る コーポラティブ方式、それに躯体は賃貸で内装を コーポラ ティ

42 建築と 社 会 ・1993. 11

デインクス向きの住宅

ブ方式のように好みの住宅にしつらえる ことので》るフリ ープラン

賃貸方式等の供給手法も取り揃え、対応してきた。

しかし供給側 としてはオ ーダーメイドのコ ーポラティプ方式等、

住まい手の桐性を繁栄させればさせるほど手聞が桂川、 設計や施工

や供給上の トラブルが増えることから、現行てやはこのような手法に

よる住宅の供品位立を増やすには、より新たな手段の展開が必要。

帰結と してより多くの人々に多様で、個性的な住宅をうまく供給す

る主力のブ升創立、ますぞお奨めの既成品のS I揃えをより多くする こと

だと 思 われる 。 それには如何に時代の兆候や変化 を早めに掌握し、

如何 にそのニーズに対応した住宅を将来に波って論理的にシステマ

テックに鮮度を保ちなが らfJ1司令し続けられるかカヨ尉盟てある 。

ライフスタイル対応設計が新しい

住まい手の佃々のニーズに対応したお奨 めの既成品f主主とそ数多く

設計する こ とは難しく 設計手法も的迂L していないが、公団カ究見.1E試

行的に提案 ・実施しているのがライフスタイル対応設計いづ手法

だ。 自分ら しさにiill i値観が置かれ、自分達のライフスタイノレに合っ

た住宅がほ しい という ニーズに応えるための手法である 。

ライフスタイノレは、立地 ・|仕代 ・価値観 ・住宅に対する意識水準

C によ って変わる 。 さらにそのライフスタイノレによ って住宅も変わ

る い づ 前 提。住まい手の伽l性をリアノレに情報として整理し、 それ

らを幾つかのライフスタイノレに類型化、あたかも住まい子に按しな

がら設計ーしているようにしようというものてある 。

公団で促えて いるライノレスタイ ノレとは 「住まい手の様々な価値観

と生活意識及び住まいに|刻するな識をiW随分析し、さらにそれらを

ライヌステージによりクラスタ一分ま買し、類型化を試みたものJ で、

10タイプのクラスタ ーに分類している 。 この類型化 されたクラスタ

ーのrll 身を兄ることにより、今まで家』骨蒋成とその住まい方しかチ

ェックしないで設計していたものを、「姿や成り」も見ながらプラン

やインテリアまて''11自|性的に設計しようい 、う提案である 。

11立識に必 づ ( 6 クラスタ ー

N  =748  自11心ぷ II'I 郊外志向

G  6  G3  G 4  G 5  G  1  G 2  

子なし| 止代 CL- 3  CL- 5  CL- 7  

CL- l  

ｦＭｔＱ て ＱＱ 上ｻｾ C L- 9  

CL- 4  CL- 6  CL- 8  CL- lO 

子 高 ｈ ｬＮ ｬｬｪ Ｚ ｻｾ CL- 2  

ライフスタイルと ライフ ステージによる分類



都心生活感性重視たのしみ派ークラスター 1 利便性重視都心生活わりきり派ークラスター 2 ファッ ショナブル派ー クラスター 3

都心には都心型のニュートレンドハウジングが似合う

前述のライフスタイノレ対応設計を具体的に関西の都心をフィ ーノレ

ドに応用・提案して いるのが i KANS AI 都心型ニュー トレン ドハウ

ジングJ ! : 呼称する住宅である。利便性が良〈社会的にストックの

多い関西の都心の良さを享受して集住で都会的にスマー トに生活し

たいと しづ先進的な人々が大勢いる 。 それらの人々のライフスタイ

ノレに合った、より先進的 ・個性的な住宅を提案 . f共給し、住んでい

ただこうい、う企画l。将来的には関西の都心供給量の 1 - 2 割に適

応させたいという考え。 これにより先進的な人々が 1 - 2 害IJ流入、

居住者用の平当主化や活性化、それに加え者11心人 口の増加も副次的で。

あるカサ例待している 。

これらの住宅のターゲッ卜は都心居f封旨向派を対象と しているた

め郊外指向戸建派のような層を除いた 6 つのクラスタ ーを選択、そ

れらのクラスターの先進層向きの種々の住宅を積極的に提案 ・設計

したもの。当然、現代社会の動向や地域性、歴史等も繁栄させた取

りt主lみとクロスさせていることから、 fごんfごん品描tえも土居i え、 1993

年 9 月現在、次の住宅が準備されている。

. クラスター 1 : 都心生活砂性重視楽しみ派の方には、女性に{憂し

い住宅 ・大きなリピンクマルームのある住宅 ・眺望重視住宅 ・ペン ト

ハウス住宅 ・↑ 対面谷住宅 ・遊合住宅 ・フレックス住宅 ・キ ャビン住

宅 ・デュークス向けの住宅 ・ブリッジ( 艦橋) ノレームのある住宅 ・

ツインリビングの住宅等。

. クラスタ ー 2 : 利便性重視都心生活害IJ 切り派の方には、 リビング

がジヤノ旬、スクスタイノレの熟年夫婦向き住宅・お年寄りに{憂い、( シ

ニア) 住宅 ・戸建て感覚の住宅 ・2世帯同居( ペア) 住宅等。

. クラスタ ー 3 : フアショナフツレ派の方には、 コンクリ ー 卜打ち放

しリピンクずの住宅 ・グノレニ エ ( 屋根裏部屋) のある住宅 ・空聞をフ

ルに活用した利口な住宅 ・単身者向きの家具付き住宅 ・壁面収納付

き住宅 ・パーティ ールームのある住宅 ・ロフト住宅等。

. クラスタ ー 5 : プライパシー尊重派の方には共感共棲のテV ンク

ス向けの住宅等。

. クラスター 7 : コ ミュ ニティ ー重視協調派には趣味の部屋のある

住宅 ・α ノレーム付き住宅等。

. クラスタ ー 8 : ナチュラノレ指向生活派にはウッデ、イリ ピンクーの住

宅 ・セカンドハウス風住宅 ・和室 (続き間) 住宅等。

都心型ニュートレンドハウジングの設計コンセブ卜

これらの住宅は平成 2年に大阪市の都心に位置する桜宮リバー シ

ティ 中央て1共存合したのを皮切 りに淀川 リノ f ーサイドタウンさざなみ

プラザ、、高見フ ロー ラノレタウン、 リピエーノレ関目、アーベイン天ー』

寺、 キャナノレタウン兵庫等でもって順次、展開している 。近々、竣

工、新しくレ ヒ〉 ーするのがア ーベイン天王寺の遊合住宅や和室( 続

き間) 住宅、天井が高くかっ広いリビングのある住宅等。数年後に

はキャナノレタウン兵庫に於てパーティ ーノレームのある住宅やロフ ト

住宅、船室のような キャビン住宅やブリッジ( 鮒脅) ノレームのある

住宅等も供給される予定である 。

住宅名称は特色を表現したものであるが、 ここて。は代表的な住宅

の設計コンセプ 卜を若干紹介して置く 。

・現代の社会動向である女性の社会的進出、単身世帯の都心流入、

老齢化人口の増加との関連に於て、ベーシックに配置する住宅とし

て取り上げたのが次にあげる女性に優しし、住宅等てある 。

。女性にf憂しい住宅は毎 R ｾＧｴＱＭＧＭＺￌ直に過ごせるように家事のしやす

きを優先させ、かつ家事をしながら団らんにも参加できるよう考慮

した住宅。台所や洗濯機置き場、 ミセスコーナーを機能的にグルー

ピンク。、家事作業副臓を短〈纏めている 。 また夜間や雨天の円でも

洗濯物カ? 乾かせるよう浴室には換気nL : 燥機も付けている他、台所の

横に設けたミ セスコーナーにはカウンタ ー と収納を設置し、読書や

家計簿f寸け、アイロン台等に使えるようにしている。 Oデインクス

向けの住宅はお互い一人ていリラックス出来る住宅が欲し し、ぃ、う子

供の いない共働き夫婦向けの住宅。別々の寝室を持ちプライパシー

を保ちながら家庭内で仕事もでき、かつお互いの コミニケーション

も円滑に 出来るよう配慮した住宅。当然? 女性に{ 憂しい設計になって

いる。 O単身者向 きの家具付き住宅はできるだけ家具を持ち込まな

くても、すぐに生活できるようベッドやテーフツレ、収納等を壁面に

どノレトインした住宅。収納註が多くほとんどの家財道具が収納でき

るので、すっきりしたインテリアが得られる 。Oお年寄りに優しい

(シニア) 住宅は物件毎に多少その仕検が異なるが段差の解消、手

すりの設置、加えて高齢者対応の浴室 ・キ ッチン、それに緊急通報

システムや解錠システム、温水洗i判!l!l車、床暖房、テラスや専用庭

等を採用した住宅。お年寄りとの同居を考慮 した 2世帯同居( ぺア)

住宅もお年寄 りに優し い (シニア) 住宅の一つ。

43  



フ' 1) ッジ( 鑑橋) 住宅

，{ ーティールームのある住宅

遊合住宅

- 港町村戸の歴史や地域性を配慮し、かつライフスタイノレも考慮、し

て設計したキャビン住宅等。

。合理的で、独特の趣がある船室を模したインテリアを採用したの

がキャビン住宅。 ｾ ｄｋ ｉＺ寸机なった船の鮒 ｦｴ のような解放感溢

れる L 空聞を屋上に突出させ、この部屋と連続する屋上を船の甲板

に見立ててデッキテラスのようにしつらえ、いかにも船の上で生活

しているような感じにイ土k げたのがブリッジ住宅。。 ロフト住宅は

港の倉庫を現代的な感じの住宅に改造したような住宅、高い天ぅ月二の

フリースペースを自由に間イか刀れる住宅。。パーテイルームのある

住宅は国際性を考慮して、自宅て" ._，. eーティが出来るよう広いリビン

グやテラス、パーカウンタ一等を設けた住宅。

・関西の都心で展開されている先進的 ・個性的なコ ーポラティブ住

宅を調査することにより ー倣解として求めた遊合住宅等。

。遊合住宅は遊び心がありかつ合理的な住宅い、う意味。吹抜け

やトップライト、日光浴のできるテラスをもっメソス、ッ卜住宅。 O

空聞をフノレ活用した利口な住宅は高単価である都会の住空聞を収納

等にフルに活用 したり、広〈見えるよう鋭を張ったりした住宅。

Ｎコ ンクリ ー卜 打ち放し ｾヒ 、、ングの住宅は社交的てや流行や情報が気

になるオシヤレな人々の住宅。生活感を排除したいというファッシ

ョナフツレ派のために、生活雑貨はできるだけ収納できるよう物置や

物入を多くとっている。またノ f ーティーができるように大型のリピ
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キャビン住宅

ロフト住宅

テラス

( 吹抜け)

バルコニー 」

お年寄りとの同居を考慮した 2 世帯同居( ぺア) 住宅

ングを設け、 キッチンは対話型のオ ープンキッチンにしている 。イ

ンテリアはスタジ、オやブティーク感覚のコンクリ ー 卜打ち放し仕上.

げを採用、また天ぅ月=にはスポットライト用の竿縁コンセントを設け

る等、よりオシヤレな雰囲気を醸し出すための工夫を凝らした住宅。

.αノレーム付き住宅は趣味のためのアトリエやギャラリー、カルチ

ヤールームに使える、街路や廊下に聞かれた部屋 (α ノレーム) を持

つ住宅。パブリックとプライベート空間は重脈泉I二、分離している 0

. ウッディリピンク守の住宅は者11准に住んではいるが海や山に憧れ、

別荘での生活を夢みるようなアウ トドア一派の人々や自宮材旨|台JiJKの

人々の住宅。ゆったりとくつろげる広いリピンクーを設け、 キッチ ン

をオープン型式とし、その前にはパーティ ーの小道具である集成材

の大きなテーブルを造り付けて" J . ，。インテリアは木の持つ暖かき

やI床わいを? 活かしたログハウス感党に仕上げるため、→i生の扉や流

し台の扉も木目とし、収納棚までも集成材で造り付けている 。

・和室( 続き間) 住宅は D Kを除いた部屋を全て和室とし、襖を聞

け放てば田舎間風に→本に使えるよう商略したプランて¥日本の伝

統的生活様式をt挫; z 1 ; . し、自然な材料である畳を好む人々 のための住

宅。歩行感が良く、ごろ寝が出来る、上下遮音が出来る、 l吸混作用

がある 等、 自然材料の畳が持つ独特の ｪ 込さを、また居住 ｾｊ 、食事室、

寝室等に多様に使えるい、う和室のメリッ卜を活かした新和風に仕

上げた住宅である 。



コンクリート打ち放しリビングの住宅

ウッテ' ィリビングの住宅

これらの住宅の評価等

平成 3年の 8 月から 11月にかけて、多様なニーズに対応するため

にイ共給した これまでの一連の住宅に関するフォロ ー調査( 参考文献

5) を行ったところ、住宅タイプではライフスタイル対応設計が最

も高い評価を得た。またフリ ープラン賃貸やフレックス住宅等、間

取りの自由性の高い住宅の評価も高〈、住まい手の意識が個性化の

方向に向カ 3 っているものとみてよいという結論を得た。これを裏付

けてるのがウッディリピンク、、の住宅と打ち放しリピンクずの住宅の募

集結果。募集枠をこれらの住宅だけに限って、別枠て事; 集したとこ

ろ平均倍率カ ｾＳＳ 倍に対し ＶＴＱ 翫忠、倍率となり、想定通りこの様な住

宅のニーズが一定率、確実にあることが証明された。

しかしながら、反省させられる点は全てに渡って上記の住宅のよ

うに戸別に募集をしなヵ、ったため、抽選に当たったものの住宅選定

順位が後の方てい必ずしも自分のライフスタイノレでない住宅に入らな

ければならなヵ、ったためか、住まい手のライフスタイノレと住宅とが

一致しないというミスマッチが多くあったことから募集方法やより

詳しし、追跡調査、それにライフスタイノレ t 住宅設計の整合|主に|謝す

る見直し等の研究が必要であることが明らかになった。ただ繕しい

のは試行的な供給ながら、今年の春行った別のアンケー卜調査では、

「こ のような住宅を楽しみにしている。H の評を項いていることて

も、分かるように、まずまず好評て‘ 一定の成果が上がっていること

である。一方、これらの住宅計蹴11 りの面からみれば住棟の基檀部

やT頁部、妻部を活用しなげればならない住宅が多く、結果的に住棟

の位置の持つ特色や中間領域をデザ、インすることになり、自ずと美

しい変化のある街並景観を定11るのに寄与て3 た訳で、今後の街並設

計を行う上でも必要な手法であることが百E明て3 た。

将来に向けて

これらの住宅イ共給を通じて分かったことは工夫と労力を惜しまな

ければ、多種多様な住宅が創出て3 るい、うこと。しかし、当該住

宅の構造躯体はクローズシステムで十分なフレキシピリティーがな

く、可変性が少ないことが弱点。 19世紀のバリのアノ f ノレ卜マンが今

でも十分社会的資産として役立っているのと同様に、将来に渡って

多様で、個性的な住宅を同じ構造躯体内で展開して行〈必然性がある

のだから、当然集住の構法については我々が以前から提案している

櫛去「ミニ人工地盤的なサブシステムと取り替えの容易な内装や設

備のサブシステム等を使って多様化・個性化に対応し、かつ長期の

使用に耐える可変型の集住構法システム= プロト 60、55(1980. 11 ，

1986. 8，建築と社会参照)J の採用が不可欠だと今さらながら再認識

した次第。現荘、我々が行っているライフスタイノレ対応設計による

各種の新しい住宅の提案は集住の多様化・個性化への「起爆剤」。て申

きるだけ早くこのような設計手法や構法制位させ、より多くの住

まい手に真に潤いのある、豊かな住宅 ・好みの住宅を簡単に提供し

たいものである。

尚、この計画は住宅の多様化 ・個性化のみを追求しているように

も見えるが、当然集住全体の、特に

していることをを ｾ Ｑ 寸 け加えて置きたし、、。そのコンセフプ。卜は「ピクチヤ

レスクヒfνレツジの創造」ム、内容報告は別の機会に譲り引fたJユし、。

( 力わむら しんじ /パ閥附剥削P開 附H

包住一宅 . 者11市主主 (ff，! 公開i均四:支社時Il di W開発部f・l
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. 都 市 型 住 宅 論 - 2  ( 展望)

船場夢物語、3

- 緑あふれる都心居住のために-

山 中 孔

都市人口の推移

都市活力の原点は住まいにあるといわれ、者11市居住は大きい政策

課題となってし、る。大阪市においても、船場都心居住のための魅力

ある住空間づくりをテー? としている 。

大阪市の都市居住は、総合計画において現状260万人 ('92年) の人

口を、 2005年には 280万人とする目標をたてて、総合的な施策に取り

品且んてれいる。

都市の産業、経済の原動力になるべき都心 6 区、 3800ha37万人、

特に中央都心900ha5. 5万人の現状に至った推移をみると、都心の居

住を促進するために多くの制度が実施されているが必ずしも十分な

成果は未だみられな L、。

なお手肺IJ 度の導入カ苛食討されてし、るが、所期の目的を達成するに

は、相当ドラスチックな内容まで

指数

110 

100 

90 

'85 。90
'95 2000 

大 阪 人 口推移

都市の魅力を高めて 都心居住を

115 42方 人

都 心 6 区

110  7 万 人

中央都心

105 280万 人

大阪全市

2005 

121世紀のあるべき都市像j について、識者のアンケ ー 卜調査

('91年) による t 、「水と緑あふれる都市J が45%と第 1位を占め

た。東京の調査 ('86年) でも 55%の第 l 位であり、緑について市民

の関心の高さがわかる。

市の総合計画では、ゆとりある都市環境づくりのために、建物の

高層 化、深 層 化を 進めて緑のオ ープ ンスペ ー スを ｬ￭ ｬＧｾ保しようとして

いる 。市は '64年には緑化百年を宣言 して活動を展開し、近くは「グ

リーナリ一大阪2005J 事業に着手 した。市民の求める緑のために、

公有地11 ，OOOha にある 700万本をこえる植樹は、この 30年の着実な

活動の成果である 。

者11市緑化 も既に公有地では限度が近いときいでし位 。繰化の指標

である緑被率では、大阪は 9.0%で東京の22. 5%に比してなお低い。

「緑のマスタ ープラ ンJ にいう 30%の目標達成のためには、民有地

11 ，OOOha の緑化が課題 t なる。

46 建築と社会 ・1993.11

明日場夢物語u 緑の船場 200ha に2万人

船場の町割は 17世紀に実現し、当時の大阪の人口は30万人とされ

ている 。 4世紀を経て約10倍の人口となっている 。この間大阪は産

業、経済の新しし、機能も加わり、 21世紀にむけては情報通信機能も

整備されつつある。蓄積整備された 24時間稼動の都市機能を活用 し

て、産業、経済の活性化をはかるためには、都心居住の促進が市の

中心的課題 t いえる 。

永い歴史を踏まえた実績を基盤として、中央区都心900ha の中核

てある船場都心200ha に、緑あふれる魅力ある都市空聞を実現し、

2万人の都心居住の具体化ぞ夢みたい。

ホ船場の塔、概要 ( 積層集住 T - 50 : 特許 '93)

特長1 . 魅力ある都市空間のため、事支地の50%をfお也

2. 安心の歩車分離のため、空中に平成ブリッジ

3. 太閤水道をみな らって、 地下に平成サービス

4 . コミュニティのために、 5 階毎にア トリウム

5. 可変型住居のために、フレキシブノレな住空間

船場者11心に緑あふれる環境をつくりだし、市民の望む都心居住のた

めには、船場250ブロックの約 l 割、 20ブロックに「船場の塔J 20棟

を具f本化すれば可能と なる。

( やまなか とおる/ 竹中工務 lli 顧問)

50 100  

概 要 地 上45階 地 下 10階

高さ 160m 深さ 40m

敷地面積 7，5∞m'

建築面積 2，500 m'  

緑地面積 5，000 m'  

国 住宅 42，000 m'  350戸

園 業商 42，000 m'  

回 駐車 32，000 m'  1，000台

他 4，000 m'  

言十 120，000 m'  



. 都 市 型 住 宅 論 - 2  ( 展望)

郊外ニュータウンから見た

都市居住と都市型住宅

川 淵 吉 男

北摂三田ニュータウンの一つに転居して半年が過ぎた。周辺に残

された豊かな自然環境、アメニティ ーの目制呆に努めた、ゆとりのあ

る土地利用など、数々の利点の半面、さまざ、まな欠点や問題点にも

気づかされる咋今である 。 そうしたニュータウンの生活f本験と合わ

せて、そことの比較において自分なりに考えた都市居住と都市型住

宅の今後について記述させていただくことにする 。

北摂三田ニュータウンは、三田市南部の丘陵地に建設されている

4つのニュータウンの総称である。さらに隣接する神戸市北部に建

設中の 2 ヵ所 (4 ブロック) のニュータウンと合わせて「神戸三回

国際 ・公園都市J を構成している 。 それぞれの計匝概要は 〈別表〉

の通り 。筆者の住むウッテV タウンは、そのうち最大規J莫である 。

総面積に占める公園 ・緑地が22%と、隣接するフラワータウンの24

%と並んで、、ニュータウンの標準的な比率の 2倍ιL上であることか

らも、環境面て高グレー ドの土地利用を試みたことがうかがえる 。

J R 宝塚線( 福知山線) の複線電化( 新三田まで、 ' 86年11月完成)

で大阪方面への通勤時間樹宿など利便性が大きく向上した。道路網

は中国自動車道、山陽自動車道、舞鶴自動車道、六甲北有料道路さ

らに第二名神の計画などが地区内を通過し、高速交通の結接点に 当

たる 。国際 ・公園都子市十画そのものが、これら高速交通網の整備に

伴う地区の無秩序開発を抑止することに大きな狙いがあった。

一方で、宅地・ 住宅の分譲価格はごく割安に推移してきた。部丘

の宅地分譲価格( 1 m'当たり) は平均 15万円前後で、例えば同じく

住 ・都公団が J R 宝塚線沿線で造成分譲中のニュータウン 「名塩台j

が同20万円前後であるのに比ぺ、 害IJ 安感が強い。造成の容易な緩斜

面の山林 が主体の開発で、用地買収も 三田方面がまだ近畿の辺境に

とどまっていたHお切の68- 73年にかけて進んだこ t による、と見ら

れる 。

当然、持ち家希望者の関てや人気が高まった。宅地 ・戸建て住宅分

譲は年間300- 350戸分の募集に対し、ピークとな った89- 90年の年

間応募者は 3 万人を超えた。パフノレ崩壊後の昨今は5000人前後に激

減したい、うが、なお高倍率を保っている 。

これらの条件があいま ってウッデ、イタウンは、ハー ド・ソフトの

両面ともに、極めて良質なニュータワンに育っている 。

ハー ド面てやは、ゆとりのある土地利用に加え、歩行者専用道路、

ボンエノレフ、ポケット広場が随所に取り入れられて町並みに彩りを

添えている 。総面積に占める住宅用地は36%で、集合住宅用地が 3

分の l 弱の 12%だが、低層 ・中層が主体で、圧迫感を与えがちな高

層は今のところ少数。高層住宅を林立させているフラワ ータウンと

は対照的だ。独立住宅の区画は平均230m' ( 約70坪) 、最ノト180m'から

400m' .kλ上の大区画まてツ f ラエティを持たせている 。これが、割安な

分譲地価と合わせて、住民の年齢層、所得層を分散させる好結果に

つなカ f っているように，思える 。

休日の公園には若い両親と遊ぶ児童ら のにぎやかな声がいつも 響

〈。孫と並んで散歩を楽しんでL、る老人の姿、 家庭菜園や花と庭づ

くりに打ち込んで¥、る退職者夫妻 などを見かける 。夏の晴れた日の

夕方には庭先のノ f ーベキューノf ーティ - { t 垣中島也しにのぞくことも

度々あ った。

清潔で端正な表情の新興住宅街は、近畿各地に増えているが、休

日の公闘でも子供の遊ぶ姿をあまり見かけないような、 寂 しし、街も

少なくない。高額分譲の住宅地やマンションの中に、パフツレ後遺症

カ可奈い傷を刻んだ例もある 。 その点て万 ッディタウンは、ごく健康

な姿を保ち、住民の多くはおおu ね満足している 。

しかし、問題がない訳ではもちろんなし 、。

深い傷とは言 えないまでも 、パフツレ後退症 らしいものが見える 。

〈別表〉 神戸三回国際 ・公園都市の概要 ( 平成 5 年8 .FJ 9 日現在)

地Eτ 一 一 旦 ー 一 目
事業主体 開 発 手 法

事業( 年 期 間 施 行(h 面 積
公園 ・緑地 計 画 人 口

計画( 戸戸) 数

現 在 人 口 入 居 戸 数

度) a)  割 合 ( % ) ( 人) ( 人) ( 戸)

ウッデ ィ タウン 公 団

新住宅市街地 548  

598.0 21.6 48，000 13，000 13，148 4，126  

開発 ｾ ｉＭｉｬｬ＠

や11

フラワ ー タウン 兵 庫 県

546 

336. 9  

田

ノ/ 24 34 ，000 9，000 19，430 5，594 

戸

ｾ ｈ＠ 6  

カ/ レチャータウン 兵 庫 県 11 

546 

149. 7  20  6，000  1，600  581  175 
市 ｾ ｈ＠ 6  

回

工業団地 546 就業者

域
テ ク ノ ノ マ ー ク 公 団

造成

136. 1 11. 2 34干土

国
ｾ ｈ＠ 9  約2，700

際 計 1，220. 7  88，000  23，600  33，159 9，895 

藤 原 4ロ4‘  公 団

特定土地区画 552 

280. 7 10. 0 26，600 6，950  6，400 1，977  

公
やド

整理 ｾ ｈ＠ 5  

図
戸 第 一 公 団 /ノ

554  

220. 8  7.8 12，400  3，400 2，100 595  

神戸リサーチ
ｾ ｈＱＰ＠

都
市

パーヲ
第 一

563  8.0 

域 第 三

公 団 土地区画整理

ｾ ｈＱ Ｓ＠
277. 1 12，000  3，300  

。 。
市

4.7  

言十 778.6 51 ，000 13，650 8，500  2，572 

合 言十 1，999. 3  139，000 37，250  41 ，659 12，467  
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空き家が分譲宅地の中に目立つのである 。週末利用のセカンドハウ

スに類する家も少なくない。正確な状況は住 ・者1I 公団、三田市ともつ

かんでないそうだが、 10軒に 1軒ーではきかない街区も見かける 。

r  c' うせ当たりはしないと、宝くじ感賞; て後先を考えずに応募し

た人達ではないか。高倍率て当選した事実が軽視されている。新住

法による開発の趣旨にも反する J と公団関係者らは苦々 しげだ。そ

の上、譲渡契約から 10年間が経過して転売禁止カ効卒かれたとき、ま

とまった数の売り家となる可能性も十分にある 。

4 ブロックに別れる住民自治会は、 l. t ば順調に活動しているが、

中には「会員になってもメリットがないJ と入会を拒否する所幣が

出ている。住民は増え続けているのに、街路の清掃作業などへの参

加者が減り知床なのも気掛かりな問題である 。 ごみの厳格な分別収

集、 リサイクノレ資源の回収の手伝し、など自治会の世話役にかかる負

担が三田市てl . t . ft! 1都市ιU二l二重いことに加え、空き家 ・セカ ンドハ

ウスの持ち主 に対する不満も多分 l二部組1している 。

生活利便施設の整備は遅れ気味だ。中心部の約100ha を公闇 ・緑

地守合む商業 ・業務施設地区に充て、職 ・住 ・遊そのft ! ! →本のバラ

ンスのとれた寄席1I 市の中核を目指しているが、現状はまだ中型ス ー

ノ f ー l 応舗の外に見るべき施設はなし 、。 百貨庖など大型庖舗の誘致

は不況に加えて旧市街地の再開発事業 との調整問題も残し、急進展

は望めない情勢。マイカー抜きの生活は不便極まりなく、高齢者所

侍などは暮 らしにくさをかこってし、る 。文化 ・教養娯楽、医療 ・福

干止などの施設、施策も今後を待たねばならない。郊外ニュータウン

の空気はきれいなはず、 ぃ、う期待も裏切られるかも知れない。前

述の通り、高速自動車道の要衝に 当たっているのだから。

以上で、ニュータウンからの報告を終わる。 ウッディタウン固有と

新設ニュータウン共通の問題を区別しないて。論じたが、本格的ニュ

ータウンの誕生から 30年余を経過した今日でも、なお数々の問題、

諜! 垣を積み残し、住宅をめぐる経砕情勢も激変する中てや、なお被雑

化していると 言 えそうである 。居住施設としての住宅の数の不足は

はるか以前に解消済みのうえ、資産保全 としての住宅・宅地の価値

や取得志向が急激に減殺されていくと 予想される中で、郊外ニュー

タウン開発の意味は改めて聞い直されるべきかも知れない。高倍率

をくやり抜けた居住者の一人として、後ろめたい思いはあるが、疑

問は疑問である 。 そして、このようにニュータウンの明日について、

いささ州裂疑的なヰ見点に立てば、都市居住と都市型住宅の望ましい

姿も、おぼろげながら浮かんでくるような気がする 。

都市の住居は必然的に、高密集住型の中高層住宅を主体としたコ

ンパク卜な構造になるはず。核地型の住宅であ っても、土地節約型

であるために限られた土地の占有、専用は好ましくなし、。て3 るだ

け共用スペースに充てて有安府l聞を図ることが京められる。タウン

ハウス( 低用接地型共同住宅) が主体となるべきだと考える 。

そして、中高層、タウンハウスなどの集合住宅が、分譲 ・持ち家

化に なじみにくし、いづ宿命をもち、持ち家志向そのものも今後、

部隊止していく方向だとすれば、それら都市住宅の新規供給は賃貸住

宅が主体でなければならない。

現実は都市の賃貸住宅の質には問題が多〈、標準的な家古実所帯が
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長期安定的に住み続ける こと のできる広さと部屋数の住宅は極めて

少ない。定住可能な良質賃貸住宅供給の拡大策が待たれている 。当

然、公的f共給の必要性カ清まってくる 。民間供給への指導、先導的

俄 IJ カ湖待される。

公共主導でT共給すべき賃貸集合住宅のタイプの一つに、例えば環

境共生型住宅がある 。省エえ、ノレギ一、省資源、自然環境保全などの

要素を体系的に組み込んだ住宅として建設省などがモデノレ事業に取

り組んで、、るが、施設と運営・管理に実験的要素も多〈、民| 問事業

者に最初カ‘ ら多くを期待できない。集合分譲住宅へ持ち込む ことに

はさらに無理がある 。公的賃貸住宅での先行実験を重ね、ノウハウ

を帯航した後、普及を図るのが早道だろう 。

新しいI刷t のニーズ、生活ニーズに応える新しい都市型住宅タイ

プの実験的供給と並んで、、集合住宅での住みこなしにかかわる、好

まい、ソフト開発も依然として課題ではないか。既存の住宅団地な

どを見ていつも感じるのは、仕方なくそこに住んでいる人達と住ま

わせてやっている供給サイドの冷ややかな関係である 。つい先頃も 、

公的賃貸住宅で住人の屍が半年以上も放置されるという、殺伐とし

た事例二があった。人の住処はただ、入れ物があれば十分なのではな

い。安全と安心が保証されて、家は初めて本当の家になる 。公的住

宅においですら、そうした状況に程遠いという印象をまだ必ぐえな

い。管理、運営ソフ トがなおざりにされてきた。 そうした現状では、

一括借り上げ公共賃貸住宅( 特定優良賃貸) の将来に、住人側は多

くを期待しにくい。

制束聞に残された立重なスペースなど、住民や地域の町並みにと

って好まい、形で生かし切れているだろうか。駐車場 Mお也の競合

なE、やっかL、な問題が山積する現状であるのは承知している 。 し

かし、管理者である公共がもっと、有権的に介入し、 一緒 lこなって

考え、汗を流すことで住み手との新しい関係が生まれ、住み続けた

い家と街が育つのではないだろうか。

( かわぷち よしお/ 円本経済新聞大阪本社編集委w



. 都 市 住 宅 論 - 2  ( 展望)

都市型住宅供給と住宅政策

城 戸 義 雄

都市型住宅の供給に関する政策 t は、「都市型住宅J い、う新い、

タイプの住宅を計画し、その供給をも盟主する施策と、住宅供給市場

を都市的なニーズに対応、できるようにする施策、あるいは住宅f共給

を者11市的な視点に重心を置いて推進する政策、の意味がある 。大都

市地域はもとより日本の住宅政策はおおむねこの方向で進んで来た

し、また今後ますます重視されることになるだろう。

ところで「都市型住宅J とは

イ) 都市居住の場となるもの( それに相応しいもの)

ロ) 都市空間の構成要素となるもの( 構成要素たりうるもの)

と考えるが、今日の都市居住に相応しい住宅とは、多機な家族構成、

多様な生活パタ ーン、 多様な住居観、など多様性への対応日' 出直な

高密度居住の実毛息今目的な柔軟な近隣関係にふさわしい計画やコ

ニュニティー管理システムの開発、高度情報化社会への対応、環境

及び都市インフラへの負荷の低減( 省エえ、ノレギ一、省資源、環境へ

の配慮) 等を目指したものが考えられる。また者11市空間の構成要素

たりうるためには、美しし、都市景観ぞ構成するもの、耐用年数の相

当長いものかあるいはリニューアノレの容易なもの、共用空間に対す

る配慮がしっかりしたもの等が要求される 。

者[1市型住宅の開発、イ共品討主としては、昭和30年代の住宅公団によ

る 12 D K、 R C中層住宅団地J の建設がまずあけられ、その後も

公共住宅の標準設計、各種の人工地盤の計画、タウンハウスの供給、

芦屋浜を始め大阪の星田や二色の浜等多くの先進的な住宅フ。ロジ、エ

クト等がこの意図の下に実飽きれてきた。また K J ゃB Lの普及に

よる部品生産の工業化と住宅の部品化、 SPHから NPS に至る住

宅生産の工業化とモジ、ユーノレイL その他建設省等が進めてきたし、く

つかの提案募集 ・技術共同開発プロジ、エクト等も都市型住宅を実現

させるための重要な施策であり、その成果は着実に住宅の水準向上

に寄与してきている 。例えば今 Hの都市居住に求められる、多様性

ニ色の浜パークタウン

への対応について考えるしまず多様に変化できるシステムを持つ

住宅制対合することが考えられる。これには十分なスペースカ味め

られるが都市部では費用の面からも、都市空間の総量の限界からも

住戸専用スペースはむやみと大きくはできない。 そこで、例えばガラ

ンとした空間だけを提供し間仕切りやしつらえは居住者が勝手にす

る、さらに進んで躯体と内装部を分離して供給するシステムが考え

られている。かつ ての借家はガランとした空間であって、居住者が

必要なものを、畳や階段まで、持って号| っ越したのだからそれカ可昔家

の本来の姿だと 言 えるが、供給処理システムが多様化し設備が高度

化した今日てやはそうは簡単に行かない。 これを実現するためには解

決すべき技術的な問題と制度上の問題がいくつかある。技術的な問

題としては、モジ‘ ューノレの石寵立とその徹底、コンポーオ、ント化や内

装プレファブ化の徹底、水平排水システムの実用化等があげられる

が、これらは先述した技術開発の諸施策の成果として相当実現可能

となってきてし、る。一方、建築基準法や消防法の取扱い、民法上の

解釈、登記や税金、火災保険等の制度上の問題については、いくつ

かの試行的プロジ、エク卜の実施過程で、なん t か見通しが立つ状況

にあるものの完全にはクリアーされてはし、ない部分が多〈、更に具

体のプロジ‘ ェク卜を進めつつ解決していくことが必要である 。 また

何度で、も建て替えるのも一つの対応策であるが建築構造や敷地条件

等の制約から困難なものが多く、省資源の観点から見ても耐用年数

の長いものを目指すべきで、社会資本の充実が言われて いる折例え

ば CHS システムのより積極的な推進策等が必要である 。

多様化への対応としてはし、ろんな住宅を供給し、どんどん住み替

える方法があり、現実に住宅市場は多様化が進んでいる 。 この中で

供給不足の規模の広い賃貸住宅のf共給促進策が今日の住宅施策の課

題である。次に住宅の費用負担の仕組みとして分譲と賃貸のどちら

にするか、あるいはどう組み合わせるかの議論がある 。 これは所有

と利用のどちらを選ぶかと言う問題であり、マイカーが良いかレン

タカーが良いか、 と似たような価値観の問題であると割り切ること

ができる。但し住宅の場合キャピタノレゲインを誰が手にするかとい

う問題があるからいささかややこしいが、かつて分譲と賃貸の中間

的な仕組みとしてコンノf ーチフツレ方式が考えられ、結局、家賃並み

の償還頒! とする長期持別分譲制度が普及 し、{ 部制在っき分譲も地価

が急騰落するたびに問題となるように、中間的な制度はなかなか普

及し難いもののようである。またコーポラティブ方式やタウンハウ

スカ漂庁しい者11市住宅としてその推進策に索叫、に取り組まれ、それを

干狩極的に支持する需要層があることは間違いないが、 これらカがf者都11市

住宅の大きい部分を占めるように lはまなつてしい、な L、、。これはそ のシス

テムやf推佐街i進佳策に問題カがf ある t 言 うより札、住宅をとりま〈諸制度や↑

習等カがf そう筒単には変わらすず， ( あるいは変えるこ t は困要量であり) 、

人々の住居観も概ね保守的な傾向があるためと思える 。従って住宅

政策としては、技術開発や制度の整備、需要の多様化に対応した供

給システムの多様化等の推進が必要であるが、それは大多数の住宅

需要者が求めている ごく普通のタ イプの住みやすい住宅をイ共給する

政策を中心として考えられることは当然であろう 。

(き E よしお/ 大阪府主主築部長)
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. 都市型住宅論- 2  ( 展望)

市街地住宅供給の展望

巽 和 夫

わが国の住宅事情は全体としてはかなり改善されてきている。住

宅規摸についてみると平均的にはヨ ーロ ツノ f 諸国と肩を並べ、る水準

に達してし、る 。 ところが持家と借家の聞に 2. 6倍もの樹莫格差があ

り、 しかもそれはますます拡大する傾向にある 。いうまでもなく借

家は大都市居住の中低所得階層に多〈住まわれてし、る 。今日のわが

国の住宅問題は、端的にいえば都市借家層に集約されているわけで¥

良好な水準で中低所得階層が取得可能( アフオ ーダフツレ) な賃貸住

宅を重点的にイ掛合する必要がある。

事丘の深刻な不況の景縄iてや対日市 市 街也の地価はノヴノレ経済のピ

ーク時に比べるとかなり下落してはいるものの、良好な水準のアフ

オーダブルな住宅f帰合にはまだまだ遠いと 言わぎるをえない。 この

ような状況のなかで一挙に問題を解決する妙手があるわけではなく、

少しでも効果のありそうな手段を組み合わせ重ね合わせることが大

事である。 そこで以下にし、くつかのアプローチについて検討するこ

とにしたい。

低地代の土地利用

高地価が住宅の高価格 ・家賃の主要な原因となっている。 しかし

地価は二重購造をなしており、売買のために顕在化する場合には高

価な市場価格となるが、借地として利用に供される場合には、市場

価格をはるかに下廻る 地価水準に基づ‘ 〈地代に抑えられる例が多い

ことは経験上よく知られている 。これは土地所有の枠性を反映して

おり、土地をめぐる税制や法制のあり方 t 密接に関連している 。地

価の二重構造については経済学上の検討が進められなければならな

いが、 当面実務上の見地から低地代土地利用のシステム的な安定化

を図り、税制l ・法制をテV 、インすることが考えられる 。品丘、生産

緑地法の改正により大量の農地がスプロ ーノレ状態て宅地化される機

運にあるが、適切な計画的誘導を行うことにより低地代土地利用の

可能性は拡大されると思われる 。

中間的供給形態の模索

アフオ ーダフツレな住宅f捕はこれまで公共の御げごとされてきた。

しかし今日では現行の公営 ・公団などの公共住宅制度によって低房長

表 1 住 宅 供給 の 各種 タイプ

出て
公 共 民 問 中 問

公団分譲 自力建設 コーポラティブ( 日)

持 家 公社分譲 介護 ・建売 共同分譲

公庫融資

公 営 戦前長屋 特賃・民貨

借 家 公団賃貸 木賃 ・鉄賃 借上げ公共

公社賃貸 給与賃貸 特優賃、社会住宅( 独)

兵庫センチュリー 借地権介譲 利用権介譲、二段階供給

な価格 ・家賃の住宅をイ掛合することは困難になっている 。民聞が所

有する土地や技術力 ・経営力を活用し、居住者のエネルギーを導入

し、そのうえ公共による社会性を担保する労法 t して、公共、民間、

居住者の中間的な供給主体( 第三セクタ ー) を構築することが考え

られる。 ヨーロツノ f やアメリカの諸国においては コーポラティブな

E の側合主体の長い歴史と実績を持つが、わが国ではまだとるに足

らない。所有関係における中間形態も模索されなければならない。

低I也代土地利用においては当然「借地j となるが、住戸については

投資と 利用の両面で 「持家j にもメ リッ トがある。躯体住戸分離方

式カ対等来の都市型ハウジングシステムとなりうることも考え合わせ

ると、 「借地持家J を中心 とする所有関係、の中間形態も検討する 価値

があろう 〈表1 >。

長寿命化の推進

新規にイ共給する住宅を長寿化することにより耐用期間 l 年当たり

のコストを低減させることができる 。耐用年数を 2倍に設定すると、

単純計算ては l 年当たりの初期 コス トは半分になる 。従来はこれと

は逆に当初設定された耐周年数の半分を過ぎると建替え始めていた。

このようなスクラップ・アンド ・ピノレドの悪い慣行を改めて、良質

で長寿命の社会的資産の形成に努めなければならなし、。長寿命化は

省資源 ・省エオ、ノレギーにもつながり、廃材の発生にともなう自然環

境への負荷も軽減する 。長寿命化 を推進するためには、ライフサイ

クノレ ・コステイングの考え方に立って住宅情成要素の特性に応じた

寿命設計を行う必要がある 。

住宅関連社会資本の整備

集合住宅における廊下 ・階段 ・エ レベーターは平面の街における

細街路に相当する。集合住宅におけるスケノレ トン( 躯体) は平面の

街における宅地 そのものである 。このように考えると、廊下・階段・

エレベーターやスケル トンは社会性を持ち、社会資本 t して整備さ

れても不思品設ではないことが理解されよう 。現在の社会サービスシ

ステム( 上 ・下水道、電気 ・3ゲス、郵便など) は戸建住宅中心の平

面の街を前提として構成されており、集合住宅には不利に働いてい

る。将来の集合住宅中心の立体の衡を前提とした社会サービスシス

テムや住宅関連社会資本を新い、見地に立って構築しなければなら

ない。市低I也の高地価1;): 高容積 ・高層化の可能性を反映しているわ

けであるから、高地価から得られる高額の固定資産税や地価税等の

手刷又は、市街地を構成する建築物のスケノレトンを社会資本と認知し

て公共投資としてさまざまなレベルのサーキットを通じてリターン

されて当然なのである 〈図 1 >。

(たつみ かずお/ 京都大学名営教授、稲山大学教授)

役資

中 間

ハウス (計画中) 借地持家 CDC ( 米) 、コーポラティブ( 英)

ロングサーキット 図 1 税収と投資のサーキ ッ ト
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関西の都市型集合住宅

京都大学工学部建築学教室高田研究室

都 市 型 集 合 住 宅 の ゆ く え

京都、大阪、奈良などの関西の諸都市 l立、長い

者11市居住の歴史をもっている 。 これらの都市に現

代も生き続ける町家や長屋はi k l 、年月をかけてっ

くりあげられた伝統的都市型住宅である 。 伝統 的

都市型住宅の特色そ一言で表現するとすれば、 fl 、

え」と「まち」が→判勺であることである 。 fl 、ぇ J

はイ ｉｾ ｉ 月 ｉｊ 性をもちながらも 一定の 秩序の下に述 ｪ 出し、

「みち」を介して結びつき、いわゆる両fi!l ll HTをか

たちづくる 。 互いに応谷する fl 、えJ と「みち」

力f すなわち「まち」とな っているので‘ ある 。

今日の日本のチ諸11市では、住宅総数に占める集

合住宅の割合が既に多数を占め、上下に別 々の世

帯が居住する積層集住形態は「普通のJ 住ま L 、の

姿となった。しかし、それらの多くは、必ずしも

魅力的な都市居住の場とはなっておらず、都市の

良質な住宅ストックとしても機能していないよう

に思われる 。町並みへの配慮、を欠いた独詩的な形

態、単一なる通路でしかない殺伐とした廊下や階段、

閉鎖的でステレオタイプの n L DK 型住戸など、

「住宅」と「者11市」、「いえ J と「まちJ の|刻係にあ

まりにも無頓者な集合住宅が者11市にはあふれでい

る。現代の集合住宅の多くは、かつての伝統的都

市住宅が渚ってきた集住の知恕に7 - ' f を向けて L 、る 。

fl 、えJ と 「まち J の|刻係はますます希薄化 し、

築住秩序はii i ' J 峻にむかっていると 言 えるのではな

L  、Tごろうか。

「住 宅J 1:. f都 市J、fl 、λ J 1:. f まち」が呼応

し、都市居住の前性化 に寄与する集令住毛ー こ そ

我々力苛定めている「者11市型集令住宅J である 。 も

ちろん、「住宅J と「都市J、fl 、ぇ J と「まち J 1:. 

の関係に おいて積他的 な提案をもった集合住宅が

ないわけではな L 、。 そうした集合住宅の事例を検

討すると、「都市型集合住宅」の方向を示す 3 つの

テーマがj手かび上がってくる 。

(  1  )  f まち」の要素 としての都市型集合住宅

一 集住秩序の再編 一

都市型集合住宅は、「まち J の要素として計画さ

れなければならな L 、。 「まち」の中に縫っ住宅とし

高 田 光 雄

+  

井上晋ー ・竹原祐介 ・安贋賢哉

大窪研二 ・樋町 剛 ・山田典永

高 田 光 雄

すなわち、以下のような方法によって「まちづく も生活空間、生前環境であるとの認識が必要であ

り」と ーイ本となった fl 、えづくり J をめざすもの る 。 ｾ撒序な混在は種々のトラブノレを招〈恐れも

である 。 あるが、施設が活気や賑わいを演出し、都市居住

先ず、魅力的な IIIJ 並 み へ のJ ' J : 献が来たされてい を魅力的にしてくれることも少なくな L、。

ることが必要ある 。周辺守合めた景観的岡崎tがな 立併殺舶を備えた「実験集合住宅 NEXT2U

されていることに加え、 とりわけ集合住宅と前面 ( 大阪市) 、「りりばっ t はうすJ ( 神戸市) 、「森ノ

道路の応答カ湖待される 。 12; スカイヵー- デンハウス J ( 大阪 rl l ) などは、立体

次に、コミュニティー空間のおIJ出力す求められる 。 (1勺な「まち J をめざした7ぷ欲的なプロジ‘ ェクトで

者11市のrl '、とりわけ市密市街地の 'i
J
て¥ 子イ共の遊 ある。

ぴ場やお曲怖のくつろぎの場制悩呆するのはなか

なか事ft い、。 L 、くつかの住棟による協調的手法に (  3 )  fまちづくり」ソフトとしての都市型集合住宅

より有効な空地 を石鮒呆し、それを多目的に利 j 日す ー多機な都市居住 ニーズへの対応ー

るこ とが都市型集合住E在の作法い、える 。 魅力ある者11市居住は これまで述べてきたノ、ー ド

「ダイキン OS A K A アトリオ J ( 大阪市) や「カ 面の対応のみでは実現しな L 、。多様な者11市居住ニ

ノレチェ ・ダムーノレJ (I"lP ; 市) はこうした方向をも ーズを満足させるソフトとうまく組み令わされて

った優れたれ:f$'IJ である。前者は、都市への働きか いることが都市型集合住宅の条件である 。

けのある Hf . J かれた社宅として、後者は、わが国初 今円、様々な形で展IJ トiがみられる居住者参加守

の木賃アパートの共同建て替 λ 事 業 t して、共に 組み込んだハワジング ・プロセスの蒋編は こうし

「まちづくり J に貢献する集合住宅の試みとして たソフトの一つである。 住いの価値はモノとして

浬挽卒することができる。 の住宅の客車l I J ' l勺ボ準だけでなく、居住者と住宅の

相ロ工作則により生まれる 主総，l.r'I " J i 前足に関わる部分

(  2  ) 立体的な 「ま ち」 としての都市型集合住宅 が少なくな L、。 一方、住宅供給fj!l Jからの都市居住

積層集住空間の情築ー 者のライフスタイノレへの接近は、商品化住宅にお

者11市型集令住宅を魅力的な秘l将集住紅会をつく けるこの問題への取り組みてあり 、巡択性の拡大

る手段としてとらえるならば、集合住宅を戸主I ! 住 が模索されて t 、る 。

宅と対立的に扱うのではなく、立体的な「まちJ もうひとつ、ソフトなしかけ t して、居住閲述

として組み立てる方法守模索することカ守三可欠で サービスを忘れることはできな L 、。都市型集合住

ある 。 「まち」の立体化 は、 fl 、ぇ」の手i' V宵化 にとど 宅を取り巻〈環境は、住宅を そ ノてーはなくサー ヒー

まらず、「みち J の立体化や住宅と施設の複令化を スとして把握する必要性を強めている。とりわけ、

合む こ とになる 。 高齢者住宅では、サー ピス化の先取りが行われて

「みち J の立体イじ すなわち主体街路化は、 11i おり、者11市型集合住宅の先進耳可知! として位ti'[ '(寸け

なお邸各となってしまった集合住宅の階段や廊下 るこ とができる 。

を多様で複合的な機能をもった「みち J として再 具体的事例としては、者11-じ型 コーポラティブ住

生する こ とぞねらったものである 。立体待酷は、 宅として者|市居住の新し L 、仰i耐を技挺した寸車の

外宮11の道路の延長として計画された開放的な生前 「者11住右11J プロジ三クト( 大阪市) 、様々な者11市 居

空間であるとともに、谷住戸とも緊密な関係を保 住ニー ズへの対応、が試みられている「桜子; リノ f 一

つものでなければならない。 シティ J ( 大阪市) 、市御也立地 の複合型日商儲住宅

住宅と施設の複合化も「まち J の立体化の重要 「大阪ゅうゅうの皇J ( 守 11市) などをあげる こ と

な要素である。 fl 、え J に住むというより「まち J ができる 。

ての立居振舞がliJ Jわれるととも に、都市の居儲誌 に住むという側面の跡、都市居住者の生活はfI J 寸

境への寄与を指 向するものでなければならな L 、。 だけで成り立っているわけではなく、都市の施設 ( たかだ みつお/ 京都大学助教授)
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ダイキン O S A K A ア ト リ オ

この集合住宅は、ダイキンの社宅として計画さ

れたものである 。設官十には、 2 つのポリシ一群が

設定された。 1 つは、 「生活の在り方からみた計画

のポリシーj で、もう 1 つは、「空間づくりからみ

た言帽のポリシー」てある 。 これらは共にf湖をの

集会住宅の計画ではあまり重要視されなかったこ

とである 。また、特徴的なのは、内部空間と外部

空間の関係を配慮した点である。 「出会いの強II，IJは

: Mけ日常生i舌のプライパシーは附呆する J や「社

宅内のf也の世帯 t 接するように、社宅外の世帯と

接する機会が出来るように計画する」といった住

戸へのアクセスに対する工夫がある 。iJ 知 子きのあ

るノカレコ ニー をつくる J i外と内の問に柔らかし、中

間地帯ぞ作る」など境界空間にも工夫がある 。こ

れからの集合住宅計画には、住み手側 からも、作

る似IJ からも、住まいとしての集会住宅の新し L、形

が追及されなければならな L、 。 ( 井 上 )

カルチェ ・ダムール

カノレチェ ・ダム ーノν は、我が国最初の木賞アノ f

ー卜 の共同建て替え卒業として、 199併F に大I切符

門真市朝日町に竣工した低層集会住宅後? であり、

門兵市による公共施設整備し 8 人の地権者によ

る共同建て替てを同JIトイ軸勺に行った、全国でも

希な公共と民間の共同事業である。共同化による

スケーノレメリットを生かし、イ止し! 習の賃貸住宅群と

街路 ・公園に統一感を与えた、 l切るく消潔な街並

み空間を演出することで、老朽化 し、住戸の約 6

割が空き家い、った従前のイメージの払拭に成功

している 。 中央の公闘に街のシンボノレとして設け

られたスト ー ンオフo ジ、エや建物によるアイ ・スト

ップ効果、曲線や中折れの道路線型、ファッショ

ナブノレな建物のデザインなどは、ダイナミックか

つ ヒューマ ンなスケ ーノレの街路空111]を生み出して

おり、「まちの神主」をテー? とする街並みデザイ

ンを実毛見している。 ( 樋町)

実験集合住宅 NE XT 21

今 年10月に竣工した大阪ガスを建築主とした

未来型実験集合住宅であり、 2l t師、己を見据えて、

設計 ・建 設 ・居住の各段階において様々な実験が

展開された。ここでは 13.組の住戸設立|者が、それ

ぞれイ因性溢れるライフスタイノレを打ち出す 18の

住戸( 居住者参加型合む) を第一段階で設計され

たスケル 卜ンへはめ込んで、いる。住戸スケノレトン

は柱スパン 7 .2m、階高3. 6mと余裕を持ち、原則

的に外壁の位置や形状は自由で、立f材者路に組み

込まれた卜レンチ配管ゾー ンにより水周りの自由

度 M筒呆されて L 、る。また、環境に優い、住宅と

して省エオ、性の高いエオ、ノレギーシステムと 、由来

内でクローズドな生コ、、ミ ・排水処理システムを確

立している。 これらの設計の際、ノレーノレフ。ツクを

基に住戸 ・f主おR設計者の間て。コーディオ、イターを

介 し た 調 整 会 識 が 幾 度 と な く 持 た 札 制芋ある i昆

i屯きを感じさせるものにf土上がっている。( 大出)
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りりぼっとはうす・森之宮スカイガーデンハウス

「りりぱっとはうす」、「森之宮スカイ :li' ーデンハ

ウス」は、神戸市 ・大阪市の都心に建ち住宅と商

業、業務施設の後会建築として吉村歯されたプロ ジ

ェクトである 。 いずれの建築においても立件同的な

街路や広場が有機的かつ巧みに取り込まれており、

者11市的魅力あふれる演出がなされている 。

「りりぱっとはうす」は閑静な住宅地と路線型

商業地域の聞に位置する士也上 5 階、地下 1 階建て

の建物である 。地 下 1 階、 1 階部分に駐車場、 1  

階と 2 階 の 半 分 が 子 倒 防 ・ 玩 共 庖 ・遊具等 のデ

ザ、イン事務所、それι汐トは28戸の賃貸住宅からな

る。庖 舗 ・事務戸刷所と住宅部分とは空間的・動

線的に完全に分間佐されておらず、立体的な径酪や

吹抜けなどを用いて適度な迷綻性力事保たれて L 、る 。

この間函のポイントは、 子供の遊びと生1舌中心の

商業空間と都市型賃貸住宅が有機的に共存できる

空間を見つけ出すことであ ったとしづ 。 これによ

り都市的なアメニティが高まり、また住宅のプラ

イパシ一等もうまく調節され主主物そのものが 1 つ

の「街」として設計されてし、る 。

「森之宮スカイガーデンハウス」は高速道路と

J R環状線が近くを走る都市的喧燥の場に位置し、

I也上10階 ・地下 2 階建てで、地下 1、 2 階部分が

駐車場、 1 - 4 階部分が飲食庖 ・薬局 ・事 務 所等、

5  - 1仰創立 64戸 の賃貸住宅により織成されてい

る。底舗部分に設 け られた 3 層吹抜けのアトリウ

ムと 5 階部分に設けられたもう 1 つのアトリウム

( 屋上庭園) が住宅専用エレベータにより結ばれ

ており楼地性のj ¥):j¥、住宅が実現されると同時に住

宅部分と庖舗 ・事務戸締H分とが適度 な距離を保ち

良好な住環境州制呆されて L、る。 昼ヒ庭園はブ リ

ッジ ・エ レベータ ・南北の壁 等でデザインされ、

住宅へのむしろ桝幾能的なア クセス卸臓とあいま

って谷市各としての楽しさを? 醸し出している 。

( 山田)

これは、大阪環状線に近接する鉄道貨物駅跡地

の再開発計画lである 。21世紀都市居住イベント( 大

阪 HOPE 計画) の一環として 実施された設計 競

技の優秀案に碁づき 4. 6ha の敷地に約1100戸 の

住宅とスポーツ ・文化 ・商業施設等の都市機能が

線合されて t 、る 。淀川の河川敷公園に隣接し各棟

(全 9t東) は超高層 (23階、 27附、 41階の 3続。

を中心に高さをつけ、外毛見の色調と 屋根の形状に

よる統一感のある景観をつくりだして L 、る 。 また、

敷地 中央の東西方向に緑の歩道車附設け、緑地 ・

広場等のオープンスペースとの連続性、→本J惑を

持たせて t 、る 。 また、住宅用駐車場を全て地下に

設置することにより敷地の6 0 %を緑地や公園と

し、緑笠かなオープンスペースを者間呆している 。

重加奈処理についても各住棟へのサービス性の向上

を図 ると共に、歩草分離による明快な歩行者切f線

を設定し、安全性 ・快適性に優れている。 ( 井上)

森之宮スカイガーデンハウス・ 5 階 屋 上 庭 園

りりぱっとはうす・ 北西よりの全景

ミ議
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一 連 の 「都住創」 プ ロ ジ ェ ク ト

中筋修 ・安!京秀が組織するヘキサをコーディオ、

ー ターとする 、 大阪者 ｉ ｾ 心部の上 ｐｉ ｔ 台 地 の商業地域

を中心 とした一元主のコーポラティブの活到Jであり、

1975年から引在まで2ω 丘くのプロジ. ェク トが 完

成している 。ユーザーが主主樹: 且合を結成して土地

購入から姥設後の鮒寺管・理までを共同して行うこ

とにより、都市に住みたいという人のこだわりを

渦足するような都市型住宅の一つの解を提示して

t 、る 。

多くのZI刊yll- C ' は、フレームとなる躯体の中に戸

建てを姥てるのに近い感賞: でパスツレのように住戸

ぞはめ込んだとし、う様子がフアサー ドからも石iil iii忍

でき、さらにfJ!l I墜に各戸毎にイニシヤノレやマー ク

を掘ったりしたものもあり、集合住宅内でも差災

性を ， ｉ Ｎ ｾ ， すような工夫力市 ｕ 斤にみられる 。

中筋氏他によると、引庄の n本て. 米Tごに確立さ

れな t 、mJ o裂の者11市住宅の類型をつくりあげるに

はそこに誇りをもって住めるようなしかけが必要

であり、「者11住自IJJ はそれを可能にする 一つの手段

である、 としている 。戦 ・住 ・遊 がーイ本となった

者 ｉ ｾ 心の令所を享受するためのプロジ、エク卜である

と同H寺に、" i t n型のIUTIλl会的なコミュニティとは

述った選択(1勺なコミュニティとして最ill 哉されたも

のとしてもこれらの附11位鳴りJ の活動を位置付 け

ることができる 。処設後のソフトなi舌illJ J も含めた

コーポラティブの活動自体が選択的に共有する

「友紘」コミュニティとして機能している 。

者ｼ比、部の地価の日 ｉｴｊｾＨ ニ ｩ Ｇ ｆｬ " ー吻生の人にはなか

なか手がlJ1せな L、状況になり、「者11住l 1IJJ は耳R得可

能な人のみに限定された繁沢な活動へと変化 して

しまっている 。者11心剖1て、の i41ll i::l: il IJJ については

引花は紘子兄 をしているところであるそうだが、

次に木絡がJ な情動を再開したl時にもまた一味違っ

た都市君主l住宅の矧型への提案がみられるであろう 。

( 竹原)

大阪ゅうゅうの里

「大阪ゅうゅうのよ且」は従来士山何のお騰で者11市

部に ｭ 也 できなかった日齢者住宅を、駅前綾合 ￘ｾ ｉ

発に相 来りすることによって都市立I也を可能とし

た ＮＮＮ ｉ ｾ 例である 。 ホテノレや百貨 ｊＸ 等を含む京阪守 ｩ ｬ

市駅前の干IJ IJf I発' 作業「ト ー クティ守口」の 5棟の

うちの 1械に人っており、 1 ・2 階が百貨底、 4

附がーー先生の続手1I者住毛' で、残りが「大阪ゅうゅう

の旦」とな っている 。 1985年に開設されたもの

で、日本老人信組財問が運営にあたっている 。都

市型の利点ぞ'- 1:かし、者11市機能の利便性が享受・で

きるだけでなく、 jよく 地岐に解放 し、交流ので、き

る日曲悼ーのコミュニティをつくる こ とをねら L 、と

している 。 コミュニティ セ ンターは入居者以外に

地域のお曲制守も利用できるようになっており、診

療所による在宅ケアの地械会只制度もある 。 また

J t!!，械に聞かれた「ゅうゅうまつり 」 やさまざ‘ まな

サークノレ情動も行われている 。 ('9:[;貨)
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11 号，育水 谷 入 口 の 入 居 者手 作 リ ヲ イ ル

大 阪 ゅ う ゅ う の 里 の 外観

5  - 12陪 に 南i齢. n 噂 111住 吉 ( 120

戸 前 貸 終 身 利 1111祖方式上 3 附 に

宜常 ー浴 室 ・ 布 床 診 療 所 な どの コ

ミニL ニテ ィセ ンターが入る .

10号 釣鐘 町 の 側 壁 に 打 ち 込 ま れ た 入 居 者 の マ ー ク

周 辺 写 真 ( ト ー ク テ ィ 守 口 )

① 大阪ゅう申 うの且

② 守口プリ ンス ホ テ ル③ 京 阪 百 貨 庖

l守 口 文 化 ホ ー ル⑤ 守 n 市 民 体 育 鮒⑥ 京 阪守 口 市 駅



イオン風を利用した空気清浄装置

植田加久夫 うえだかくお

新菱冷熱工業側大阪支社C 円室

イオン風を利 用した空気清河唱においては、起

風に コロ ナ放電を利用しているため、オソs ンの発

生は避けられな い。オソe ンの人体に対する主要な

作 用 を表 1 に示す。オソe ンは、 一 般 大 気中 にも

10 - 3 0ppb 程度は存在しており、 作弓麟 城 中 の 許

容1農度は 100ppb と定められている 。ー舟生に、 コ ロ

ナ放電l侍のオソe ン発生f訂正放' i ' G: ' i G: iJ l E に比例すると

考えられており、風速が増加すると放電' 窃荒が増

加 し、オソε ン発生註が増加する。

限られた空間中 に多数のイオン風を利用した空

気清浄器を設置する場合は、オソ‘ ン濃度にも十分

注意する必要がある。

おわりに

イオン風の原理によって起風された空気清I科器

は、送風機などの起風昔日を持たず、電源部を除い

て、騒音、振動の発生はなし、。 したがって、騒音

や振動を嫌う部屋への利用に優れてし、る 。 また、

発生するオソ〉はその9郎、酸化 カにより殺菌 ・目見

失作用い、う 利 点ぞ有する一 方、特有の臭気や粘

膜への刺倣性があり、使用する環境の条件を十分

に考慮した選定が必要で‘ ある 。

iむ気集EE機に比べて処遇掘活上が榊加しでも集塵効

率はあまり低下しないことになる。

イオン風を利用した空気清i料品の集1 m: 効率の ill ll

定例を図 5 に示す。

オゾンの発生

放 ';'1!: 'i1!: 流 密 度J は放電閑距離 J および装置係数

k を一 定 とすれば、印加電圧によって・決定される。

すなわち、風速 Vi は印加屯圧により制御できる

ということになる( 図 3 ) 。

このようにして生じた風は、 11大出会商にわたっ

て起風装置を配置することにより、 一様な風速分

布カ言得られる 。

集塵原理

図 Ｔ に、集ｾ｜ＡＺ原理を示す 。 コロナ放電によって

い) に帯電した陛挨車企子は、イオン風の原理により

集感極キ周洋に導かれ、ク ー ロンカによって集盛極

板の方へ移動し、捕集される。

集盛効率 η は ( 2 ) 式で表される 。

η = 1ー 巴x p [ - A W/ QJ  

A : 全集盤面積 ( m
2

)

W 集盛恒方向への粒子の移動速度 ( m/ s)

Q: 処理風立 ( m
3

/s)

式 ( 2 ) によれば、処理風丞Q が増加すると効

率 η は減少することになる 。 しかしながら、処理

風立が増加すると L、うことは風速 Vi を増加する

ことであり、イオン風を利用した空気清符吟号て、は

印加電圧を大きくすることである 。

印加1屯圧が大きくなると、集盤樹反と対向樹反

Ａ日 ｪ の Ｇ［ｾｗ 強度が大きくなるため、粒子の集嵯棺討反

ブ ＧｪｬｾＧ ｊ への移動速度 ｗ が大きくなる 。 このことは、

集 陛 効 率 η を増加させることになる。したがっ

て、イオン風を利用した空気清t争終では、通常の

①電磁部 ②集塵僅板群

( 2 )  

イオン風 (Ioni c W ind) い、うのは、コロナ放

電によって発生するイオンに作用するクーロンカ

に よ っ て 起 こ る 風 で 、 危 気 風 コ ロナ風または電

風とも呼ばれている 。 このようなイオン風の存在

は古くから知られていたが、電気集臨機では蒋飛

散現象を引き起こし、集盛性骨E低下の原因となる

な E 邪魔もの扱L 、にされていた。

近年になり、イオン風を被筏的に利用すること

で送風J機を不安とした空気清浄装置が実用化 され

ているので、その起j鼠と集鹿の原理主ナ紹介する 。

イオン風の起風原理

イオンイヒ線を核地 し、集盛筏に(ー) の高屯圧をか

けると、イオン化線の周りでコロナ放電力買起こり、

分子や粒子が電離し( + ) に帯屯する。これらが、o 1 t

界の作用により中性分子を伴 って集陸極板の方へ

移動し、風力寝豆こる( 図 1 ) 。

イオン風の原理により生じる風速 1々 は、放屯

lli: i荒密度 / と放定問距離 J の秘の平方織に比例 す

る。ここで、 k は装置係数である。

ｖｩ ］ ｫｾ＠ ( 1)  

この関係から、放屯屯i荒密度/ または放電間E巨

隊 J を変化 さ せ る こ と に よ り 、 イ オ ン 風 の 風 速

Vi を制維11できることがわかる 。

イオン} ! ¥により起風した、ある装置の風速日・

とｾの関係例を 図 Ｒ Iこ示す。

イオン風つてなに?

オゾン濃度と人体作用

オ(ソp' ンpl濃)) 度 人 体 作 用

10- 20 尖気を感じる( やがて馴れる)

100 臭気力句虫〈鼻、の ｅ に車 ｬ 路 ｉ をＡｾじる

200- 500 3 - 6時間の暴露で視覚が低下する

500 上告11気迫の車l鰍 U J腕、目まい、疲労感カ泡こる

600- 800 21時間の暴露で上部気迫のかわきとせき、J i . l i i i 雨、胸部筋力寝Eこる

1，000 呼羽及器P申書古賀Eこる

10 ，000 職当閥2暴露で1 ! i I i 水腹、細気管支炎を発生する

50 ，000 協埼fJI で生命危険 となる

表 1
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T M Dによる制振設計事例

畑 輝 は た ひ か る

特許機密鍋 開発グループ

制振装置の概要

市l服 装 置 (以下、 TMD) は!V}I及振機 の理論を応

用して設計され、ダイ ナミ ック マス とノ叶、(微 調

整機能付属 ) お よびダンパーにて構成 される 。設

置後は、 制振対象物 ( 耐 反 ・歩i酎J i i ・階 段等) の

固有振動数に同調させ るこ とによっ て、対象物の

『揺れやす さ特 性』 を改善させ る。

円Cスラブ( 小梁なし) の一次固有振動数

制御例

て L 、る。例 え ば、 スポー ツ施設や音楽 施設 を伴っ

た後合 ヒツレにおいては、建築物内部 で 発生する振

動による影響力丸心配され、また、大 空聞 を目指 し

て 設計 された、 20 mを越えるよ うな大I刺反では、

人々の歩行 によっても 、振郵JIlt;t害がヲ |き起こされ

る場合 もある 。

そのほか、意匠を重視して設計された階段や、

大尉 反の 歩道帯縛 i二ついても振動による影響を受

けやすし、。 この ような場合、 制振装置 (T MD) を

採用することによ って、振重1環 境 が 改善 され、併

せて、建築物 の減衰 性能を向上させる こ とカ句T能

となる 。

近年、 感築物における振銀鼠殺党の問題が とりさ、

たされている 。 その中 で、精IJ振装置 い づ 言葉が

いろいろなところで、凡かけ られるようにな ってき

た。 それ らのほとんどについては風など の縦揺 れ

対策として、 とりわけ走郡部留ヒツレの屋 上階に設置

されることが多 L 、。 これ らには様々 な制振技術が

内包 されており 、 コンピュータ一等 を駆使した ア

クティプな コン トローノレて越癖砂Jの横稲れぞ制御

している もの もあ る。

ところで、制緩技 術 い 、うの は、超 高層 ビノレ全

体 の揺 れを対象 とするも のだ け ではなL 、。実際に

は、私たち の身近な場所においても採用され始め
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T MD無 し

」旦笠! e__，

A

幽

静

師

四

T MD有 り

図 B 減衰波形データ

Ose 

写真 7 T MDが組み込まれている庇
写 真 8 T MDが 組 み 込 まれている階段 (富士ゼロッテス株式会社、スペースアルファ

神戸)

写真 9 T MDが組み込まれている大床板 写 真 10 T MDが 組 み込まれている歩道橋 (空中ヱスカ レ- '1ー) (梅田ス カイピ川

に対して、 1昔話疑的に T MD( ダイナミックマス 200 は、 3名歩行を行い、その上l坤交 (図 2 、図 3 ) を 減衰 ｩ 皮 Ｉｦｾ の計 ｩ ｴ｜ｬ ｬ を行った 。 Ｈ 図 Ｖ )  

k gx  2機) を設置して効果を布陣E した例を以下に 行った。 その結果、振切IJI) i 1，( 哀率が0. 2%から 2.2 %まで向

示す。 その結呆、スラフeの- i .J ; : : ，! l 犠点における揺れや 上した。

スラブの一次固有振動数は、 8 .75H z と計測さ すきの特性は、約 1 / 10に改持することができた。 これによって、繰り返しの外力入力( 風簿) に

れており 、T MDはその周波数に同調させてスラ また、歩行l昨でも十分な効果が発御されている 。 対する疲労は十分に軽減できる 。 (写真 7)

ブ中央に設置した。 スラブ応答のi;..'利回iは、力n振 総 図 4 に T MDの概田谷区lぞ示す。

にてスラブを加娠したときの応答加速度を計iWI す

建築物の減衰性能向上

るこ とによつて行つた。応

ミヅタンス Y ( f刊) を用いて書干刊刊イ引I削H町i毛をナf行Tつた。 ある

周波数 f (H z) で F ( KgD の 調和初l振力がスラ

ブに作用したときの応答が A( Gal) であ ったとき

の比 Y = A / F を加速度アドミヅタンスと呼ん

でいる 。 したがって、単位カ入力 ( Kg D に対する

加速度応答 ( Gal) であるから、数値が大きくなれ

ばなるほど揺れやすい特性を持つと いえる。

図 1に、 T MDの有無によるスラブアドミ ッタ

ンスの変化 を示す。歩行時における許可凶について

最後に

lT持 梁(1勺な椛造物にお t 、ては、振I D1. 蹴孟Eが非常

に小 さいことが多〈、支持点での疲労が懸念され

る場令が少なくな L 、。 次に S 造 で1 1 mの片持染構

造の庇に T MDを採用した例を示す。( 図 5)  

張出音I1の丞誌は約5000kg であり、悶有振動数

は 2. 5 H z!: 計 測 されていた。日長出部の有効振重1J

:ill i H:'*( J l /3  ( l 650kg) と考え、 T MDの ダ イ ナ

ミックマスは約80kg (質il UI: 4 .8%) にて設定 し

た。 T MD の配置は梁先端部分に設置して、振動

↑財産i性、機能性、榔造安全性、立匠性田・・建築物

が ｉＺｾｉ われる質は、多面的で高度 化 して い る 。 制 振

技術と 制振システムは、振動 とL 、う務主句読l明 要素

に対する設;寸の自 由!支を広げる一手段 い 、える 。

写 真 ｂ 、 Ｙ 、 ＱＰ に 市 ｉｬ ｴ 辰枝 ｾ ｬｉ ｊ が組み込まれている

建築物を紹介する 。

主任者とすれば今後さらに制振システムの用途を

広げ、総ー々 な構造物に対する jfil 版 技術の採用力可I

能になるよう努力していきたい。
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はじめに

空間内のアメニティ作り、近ゴ臥住築材料は重厚

感、採光性を重視した素材を不| 訴に取り入れたデ

ザインが主体となっている 。大宅問における快適

空間と、ゆとりがお ｦｩ ｬＢｬｾされており、姥築デザイン

においては、すでに悶臥: . ! l E みになり、またそれ以

になりつつある 。

ただアメニティーのとらへかたについては、ま

だ十分とは L 、えな L 、。凶l玖ては L 、ち- 4! < デザイン

を損わない蚊音処四を胞こしている 。

我凶の必 ｅ 築はこれまで、 ｾｈｉｊ よりも機能優先て‘

あったため、アメニティーについては、両l孜のl [ l 1.

り組みに遅れていたものの、ここ数年来、除々に

デザ、インされた吸汗材料が制限的に取り入れられ

てきた。 ところカ司IJX7 - ' 1 f - 材は、これまで紬凶係が}コ

であり、今なお多目的に、f I l j 似に色OIJ されている 。

ところが結滋佐であるために ｊ ｾ 材の柔きがデザイ

ン面での限界を生じている。

また、古対立経鋭! 日ミの11&音材が人体tこ有吉てある

こ t が、クロースアップされつつあり、すで、に西

臥て1正、結紙! 日ミ材料については、ビニールで絞う

処理をして佼月1し、繊維の飛散を防止し、人体へ

の ｨ｢ 地ｾｾを考えた処 ＵＱｴ ぞ行なっている 。

今l i ! J、fJ{ 介させて戴〈セラミューズ( セラミッ

ク ｉ 吸剖反Ｉは、繊ｾ， Ｑ 係の欠点、弱点制 Ｑ Ｑ￬うべ〈、

j : J 日発され誕生した製品である 。

用 途

片J途としては多目的に使則され、玖! 在も a なる

各種開発( J lJ 途拡大) が進められている 。 ここで

セラミューズの具体的なJ f J途のーイYI Jを示した L 、。

1  ) 屋内r r J ( 壁、 J ミ11')

セラミューズ1ま下I也に ifi :般 取f・j け可能であり、

表面に布クロス Ｈｾｉ 街特殊シート ｦ 淀川ＱＩ ｊｉ 出り、ｾ

写真 1 機浜銀行軒天パネル

58 建築と社会 ・1993. 11

セラミック吸音板( セラミューズ)

山田 聡 ゃ ま だ さ と し 関 四 郎 せをしろう

三菱盤工業悌畏崎造船所第二工作部ボイラー工作二際

に金l瓜天井との剥l{-干せ( セラミューズ" 4 %使 H1)

て、党匠' 性、機能性を日めている。

2) 屍外f I J ( 防7T壁、他)

セラミューズ‘はが抑支性に優れており、屋外を合

め、苛酷なイ上級条件tこ強〈、メンテナンスフリー

である 。

〈施 工事例の紹介〉

企総主兵銀行本Jlf ll及E州 :ズノ叶、ノレ( セラメタノレ)

(写真 1)  

エントランスルームの粁犬の金Irr ! ，ノ叶、ノレの"，に

セラミューズ ＧＴＥｾ 入れ ＱＱＦ 背処型を施している 。

企洗 足 学l羽セラミッククロス JI 占( 写真 2 )  

地下食堂の多人数をJ1S t 本する場所の俊illil えぴ吹

き抜け部の上苦lH反射而に11及苦処! 1Mを施している 。

特 性

1)  1以EF性能

CD中'!XJY- 4 %1-:λ t 、 l吸背性能は中関平にあまり ) L11き

れな t 、。 11&行のメカニズムが一定のため、セラミ

ューズ ‘ からの ｾｔ 後空気 Ｑｍ ぞ変化させる判こより、

減行させたり周波書奴或を谷易に選定できる 。

②「与にセラミューズ‘ は低阿波数I或 ( 63"z- 500"z)  

でのl吸音率力布石し、。

2) 而引| 柔性に優れている 。

① 'IS/'.，{，，'i したセラミックス粒子守使川しているので

而ヤド性である 。 ｦｾ 止 っ て ＱＱＦ ノド性が少ないため、 ｪ 及川

にi燥されでも 11及苛性能の劣化や変色がない。

②腐食や変色がなく下水久的にf刻 IJnTi ilt である 。

3) カラーノ f リエーションが，:，山である 。

① セラミューズ表面に塗装することができる 。( 似

しi全装のIJ 英厚25μ 以下とする)

他社製品との比較について

1  ) 峰誌でWIJ れにい、製品である 。

① ll
l
f . くて術幣に強〈、また守IJ れにく L 、ぃ、う! j : ' i'.L長

写真 2 洗足学園クロス貼り

がある 。 力一破打l しでも袋面のノ f ックアップ材が

あるため飛散しにくい( 他社製は司切放する) セラ

ミューズー . 6 %8  k g/ m
2  

(f也ヰ1:製品2の1II 30kg/ m
2

)

2) 製 Jめサイズ‘ が大判である 。

セラミューズは .J -法 45ゆ両x 90砂1II f;返って施工

後の党匠製に優れている 。( f IMt 製は 300ロー400ロ

j.:).下)

3)  1阿‘ l け施工はー吻以往材と同じである 。

①査[ 打ち、ビス打ちができ、またm:-I安下J也材にI奴

H けが可能である 。( 他ヰ土製は、ノ f オ、ノレ挿人タイフウ

② IlJ t析はタイノレコンクリート 11 j'，G:!li jJ工共で切| 析で

きる。( 他社製はダイヤモンドカッターのみ可能)

4)  ，jJ j 而に加工がで‘ きる 。

① ＳＰＰｒ ｊＮＮＺＡよの ｩ 立 ｬ 而加工がで‘きる 。 また川官 ｩｈｉｾ の

l以下'f，j: ，反も製作可能である 。 (11M1:製品はなし)

今後の展開について

アメニティー、クリーンな縦坑、デザ、インの迫

求からセラミューズ‘ は、今後のIIJXi 干材としては、

主流になる製品のー っと考えられる 。 そのような

なか、あらゆる場所に対応できるものとして別伝

ｬ 井 ＱＹｾ ＧＢ のイ Ｗ 淵セラミューズ、この製品の特長とし

ては、これまで河見付け合物が表面に露出 していた

ものを全て誕百で処j'Uし、あらゆるテザザインに対

J必できる製品を日行守している 。 これにより空川|人j

のアメニティーに十分対応でき、 一つの製』守，て二

つの機能を有するものとして、プーノレ俊而、アト

リューム等、繊維系のl吸音械で、は、実現できない

Ｎｴｊ，Ｇｩￏ ￯ ｽｪＭへのあ ｴｊ［ ｩＵｾ考 λ セラミックの特長ｾＰＺかせる

場所へのj Q 求を行っている 。



[ お知らせ] nf or mat i on 

「中村好文・椅子たち展J - MER円Y CHRISTMAS AND  HAPPY  NEW CHAI 円/一

今年、第 18回吉田五+ 入賞の特別賞を受賞した建築家

中村好文氏の、自作のfさ宅てザ吏うためにデザイ ンした

家具の中から、椅子を集めた個展が開かれる。

手イ対奇子力、ら漆塗りのダイ ニングチェアに至るまで、

中村吉子文氏デザイ ンの多種多様の椅子の中から今回は、

ホ自薦の定番とも呼ぶべき椅子たちに、新作の椅子た

ち数点を加えて、私の〈椅子好きぶり 〉をこ賞いただこ

う。 (中村好文氏) と するものである。

会 期 1993年12月 7 日 ( 火) ｾ ＱＲ 月 ＱＲ 日 Ｈ日Ｉ

11 :  ＰＰｾＱＹ ・。。

会 場 ア ー ト ス ペ ー ス 虹

京都市東山区三条通り神宮道東入

都ホテル西隣 TEL075- 761 - 9238 

第 7回コイズミ国際学生照明デザインコンペ

京都市都市景観賞募集

「第 3 回京都市都市景観賞J (きょうと景観賞) 募集に

併せて、建都 12∞年記念事業の→景として、市民投票

による「私の好きな京の景観」表彰も実施される。

・「第 3 回京都市都市景観賞j の部

京都市内に 5年以内に完成した建築物、緑t也・広場、

屋外広告物、土木工作物で、下記要件を満たしている

もの( 公共建築物も対象とする) 。

- 周辺の自然環境やまちなみ景観に調和しているもの。

・京都らしさ、京都の歴史伝統文化に対するE野塀と配

慮、がされているもの。

- 意匠、デザインカ刊萎れ、技術的にもレベルが高〈、

京都の将来の都市景観をリードするもの。

・その地1或における建築物等の関連法令に適合してい

るもの。

自薦、他薦を問わず。応募初際には、 l 類個致地区、

照明文化の向上と人材の育成を目的とする国際的な照 付する。枚数、応募点数とも制限なし。 美観地区等規制槻或に存するもの) 、 2 類( その他の地

明デザインコンペが、 rLi ght i ng Ecology - - 自然と人工、 資 格 1993年| 日月! 日現在、在籍中の全世界の学生。 域に存するもの) に併買する。

住まいのあり様J をテーマに行われる。 審査員 栄久庵憲司( インダストリアルデザイナー) 京都市都市景観課・風致保全諜 ・建築指導部指導課、

受付登録 Ｏ ＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月 Ｑ 日 ｾＱＹＹＴ 年 Ｑ 月 ＳＱ 日 粟 津 潔( グラフイ ツクデザイナー) 京都市内各区役所、 (紛京都府建築士会に備え付けの用

作品 Ｏ ＱＹＹＴ 年 Ｒ 月 ＱＰ 日 ｾ Ｒ 月 ＲＰ 日 菊竹，青訓( 建築家) 紙に必要簿項を記入し、六ツ切サイズのカ ラー写真 2

送付先 コイズミ国際学生照明デザインコンペ事務局 葉 祥栄 ( 建築家) 枚( 遠景と近景) を添えて、平成 5 年 12月 旧 ~ 平 成 6

(干541大阪市中央区備後町3- 2- 8小泉産業株 パオ口 ・ロマッツィ( インダストリアルデザイナー) 年| 月 14日に、京都市都市計画局都市景観部都市景 観

式会社内 TEL06- 266- 7804 FAX266- 7845)  アンジエロ・コルテージ(インダストリアルデザイナー)

応 募 作 品 は 、 写 真 図 面 、 ス ケ ッ チ 等 の 部 特 厚 賞 金賞| 点 100万 円 銀 賞 2 点30万円

紙のボー ド ( 8 3判4新吏用の大きさまで) に貼 銅賞 5 点 10万円イ圭作若干数

「大都市のメインストリートを考えるJ

諜「きょうと景観賞J (干604京都市中京区寺町通り御

;也上る TEL075- 222- 3474) へf是出すること。

・ 「私の好きな京の景観j の部

京都市内て噺旧を問わず京都の歴史と伝統文化が色濃

く感じられる自然景重見町並み、街角などの景観を撮

、大都市の業務中枢エリアにおけるメイ ンス トリート 大阪市中央区久太郎町4- ト川 TEL251- 5820 影したもの( 人物や祭りなど催し物を主体にしたもの、

はいかにあるべきか。の視点から、自由な討議を行い、 ・間関島民環境保全部封弄究会中間報告 および他に著桝雀のあるものを除< ) 。

御堂筋の都市景観の未来像を探るシンポジウムが、 (紛 ・世界の大都市・ 業務中枢エリアのメインストリ ー卜 自薦、他薦を問わず。一人何点でも応募可。四ツ切サ

日本建築学会近畿支部の主催で開かれる。 御堂筋の景観Z干判イ価面と景観シミユレ一シヨンの報告 イズの力ラ一写真| 枚と所定用紙( 京者都H府建築士会、

このシンポジウ ムは参加自由てで.ヘ、当日、直接会釦ま場易て参 . / パて咋ネルデイス力ツシヨン 各区御斤、京者都H怖市者都H肺市景観慨音部Rにf備蔚え剖付す引け7η) に

加申し込みを受け付ける。参力加日費は|川0∞0∞0円。 パネラ ー/ 竹山霊 ( 建築家) 、萩尾千里 ( 関西経済同友 を記入して、平成 Ｕ 年 ＱＲ 月ｼ日 ｾＶ 年 ｬ 月 ＱＴ 日に、 Ｈ 扮

日時 1993年12月10 日 ( 金) 13:  ＳＰｾ＠ 16 :  30 会)、 三村告史 ( 京都大学) 、 宮本憲一 ( 立命館大学)。 京都府建築士会( 〒 604京都市中京区押小路通柳馬場

会 場 南 御 堂 ・御堂会館南 2 階ホール コーデイネータ/ 高田昇 ( 都市計画家) 東入る TEL075- 21 1- 2857) へ提出すること 。

1993建築仕上フォーラムの「検証 『地域環境と建築j J シンポジウム

ンンポジウムは、 1993建築仕上フォーラムの催しのー 12月 9 日 ( 木) 1  0  :  ＳＰｾ＠ 1  3  :  00 

つで、事前登童精リ。登録は、ハガキか F AX で建築仕上 長谷川逸子 ( 長谷川逸子建築計画工房) 、 原喬 (竹中工務

フォ ーラム運営委員会( 干 111東京都台東区小島 1- 4- 8 庖) 、ジョン・パチエ ラー( オプア ラップ社) 、 春日井震(三

- 201 TEL03- 3865- 8999 FAX03- 3865- 94 19) へ。 菱重工業) 。司会/ 伊東敏雄 ( 山下設計)

会 場 幕 張 メ ッ セ ・国際会議場 ・国際会議室 ・ 「環境はいま保全から創生へJ

定 員 l セッション当たり 400名 12月10 日 ( 金) ＱＳ ・ ＳＰｾＱＶＺ 00 

参加料 1000円 ( 1セッシ ョン当たり ) 村守建一( 早稲田大学) 、佐々波秀彦( 国連地域開発センタ

・ 「集合イ主宅の住戸リニューアルに成功する手引き j ー)、 野島義照 ( 建築研究所) 、 中島隆( 鹿島) 。司会/ 宮

12月 8 日 ( 水) 13 :  ＳＰｾ＠ 16 :  30 脇 纏 ( 日本大学教授)

加藤光夫 ( 東急コミュ ニティ ) 、坂本健二郎 ( 日本総合住生 ・ 「地球 ・環境 ・人・ 建築J ( 議寅)

活) 、森田直樹 (ホームイング)、 石川和彦 ( 寿産業) 、斉 12月11 日 (土) 13 :  ＲＰｾ＠ 1  6  :  00 

蔵勝洋( 日本塗装工業会) 。司会/ 小原二郎(千葉工業大学) r豊かな環境を創造するために」近藤拙日(日本学術会議)

・ 「景環の新しい資質J r環境の歴史性 ・有険性と建築j 大谷幸夫 ( 建築家)

作品はパネル化して展示し、 「京都ら しい景観j と感じ

られるものを、入場者による投3票で表彰作品とする。

ク、ツドリビンク‘ショー出展受付

来年 Ｔ 月 ＲＶ 日 ｾＵ 月ｼ日に東京国際見本市会場Ｈ東京

都中央区晴，毎) で聞かれる住宅産業の見広市「第 17回

東京国際グッドリピンク' ショーJ の、出展申し込みの

受け付けが始まった。受け付けは 12月24日まで。出展

対象品目は住宅.f: : E - 割青報局住宅設備機器、内外装材・

窓 ・ドア ・家具 ・インテリア、エクステリアで、 ' 94グ

ッ ドリビングシ ョーのテーマは「つくる愉しみ住まい

にJ。

出展についての問い合わせ・申し込みは、 (紛東京国際

見広市協会ク' ッド リピンク・ショ ー担当 ( TEL03- 3531 -

3371、 FAX03- 353 卜 1344) へ。
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Repor t  

日本建築協会東海支部主催

「建築工事実務講習

会J 盛況

一一一一 i nformal i on

「主主一条工事実務講習会J は、東海支部としては 4

年近郊しの企画となりました。継続した企画として

東海地区の企業の方々にようやく凌透し、社外講

習の一環として認め られ、利用していただけるよ

うにな ってまいりました。

一 方、経I剤7f 勢の激変4こより、建築関連業界も

大変厳しし、頭間にな っております。 そうした中てー

「建築工事実務総習会J を開催する こ とは、参加

費用の点で余計な負担を皆様におかけすることに

なり大変心苦しし果たして受講していただける

のか心配をいたしておりましたが、例年通りの

110人の出席守得て、大変な盛況の中でI矧位する こ

とができました。

諮沼会は定刻通りに森口 ・東海支部長の挨拶で

始まり、各講義へと進行しました。講師の諸先生

は第一千泉て活路され、カか、つ地元の大去学芋で

例師1凡も経』験手検主されている専専. 門家てすのでで、、取りっきに

くい施工計 画、仮設見積、現場実務の基礎である

秘算業務の各講義とも、要領よく整理され、難し

い司王手丙をきわめて分かりやすく解説していただき

ました。

講義力主連続して長時間になりますし E うして

も相当疲れた状態にな ってま い ります。昨年同様

第13回大阪まちなみ賞( 大阪都市景観建築賞) 入翼作昂

「コーヒープレイク」のH寺聞を設け、また途中て‘

の休憩時間 に気を配りながら 、できるだ、け し功 、環

境が保てるように工夫を L 、たしま した。 そして最

後の積算業務の講義まで、張りつめた緊張感の中

で湾叫、に聴講していただきました。

この講習会で、参加された皆さんに少しでも お

役に立てれば と思います。 そして皆さんから いた

だいた 「アンケー トJ をいろいろ分析し、 来年度

の企画に役立てたいと思います。 そして講習会を

通して、微力で‘ はありますが何らかの形で社会に

貢献したいと思っています。

最後に、多大なご支援をいただきま した協会本

部の皆さんに厚くお礼 を申し上げます。

日本建築協会東海支部 寺 本 英 一

日時平成 5年目月四日 (水) 日間防ト17時

会場 名古震市ヰ区栄4丁目 3-26 昭和ピル

講勢存容と講師

( l 施工計画

愛筑区美汰浮害時離 翻 岩四. i I 3b氏

間 庭問 繍

勝扶滑組名古震克苫エ軒 霞 脂 眠 佐渡政勝氏

(3陣 轄麟

附竹中工務苫名古屋克苫見積部長尾翼友四郎氏

今回の審査対象は 130)弘評価軸として、建築とそれを図仁環境デザイ ンの景観創出上の力、そし て、まちに開かれた建築 ・環境

デザインのあり方を問うものがあるが、審査委員会の結果、今回の賞の主軸はま ちなみ形成による景観創出になっ たよ うだ。

大 阪 府 知事 賞 / O B P住 友 生命・ 近 後 銀行 ブ ロ ッ ク

大 阪 市 中 央 区 績 見 [ - 4
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- プロのノウハウ新干1胞 介 人間には、すべて何でも、やみ くもに党えて、 またザノレで受 け止めて、 ともか くも 、どんな場令

「建築関α肖防法を

言説こなすコツ」

よく分からなくてもさ っさとそれぞ使いコナせる に も、竹てはめねばな らない術命の もの と思うが、

人と 、 なぜそうなるのか分からな L' /:_、 気持ち! 11. ¥ この本では、 それがき っちり 受 け止められている 。

くて使いこなせないどころか、: 覚えられもしない 読んて‘いて、これはひ ょっ として抜け道 ? と思 う

人の、 2干重要:J i があるみTニL 、である 。私など、どち と、チャ ン ト「それはこれ、うことで抜けられな

ら か い 、えば後者の方て、 一応仏教徒であるけれ L'J と受 けである 。

高木 任 之 著 四 六 判 定 価2.266円 学 芸 出 版 社 刊

ども、未Tごlこ拘回干，ι ' Uが:rt えられな L、。 お経と 法 「立法 lての テクニ ックJ ( 文; 小説句引用) 伝道手

上 原 正 行

日本建築協会辻錨凄員

竹中工務庖大阪痢苫描 惜臨 長

消防法を

読みこなすコツ

高木佳之 著

*.11:1.後

i nf ormal i on 

律を一緒にしてしま ってはミもフタもないが、な にと って解説されていて、カユイ，iJ i - に手力 f)Ji i < 。

んと i法律刑訴は分かりにい、ことか。 そして、ど 力支 手Ｚｊｩ の ｲｾ 行列、通 達 に 至 るまで 三 ［ＩＮえしであるのもさ

うしてあんなにも った L 、ぶっているのだろうか。 すがと忠わせる 。建築基詩句去と の対比がち卸斤にな

南涜柄、しかたなく圭凶鈴去や￬Ｑｾ附去とのお ｦ Ｎ ｊ き されている の も、 頭に人りやす L 、ところである 。

合いが多いわれわれであるが、 学 生時代か らずっ 特に 設;n-.r，'( こ読まれたい項nとして、「彼令月 j途

とその思いカ ｾＧＮＺｌ 、ている 。 なぜ縦書きて 、 平明に 防火対象物J や「遡及的問j がある 。rr遡及』 と性

箇 条3 ・きにIS<I表をまじえて表現しないのか? 法は いて 『ソキュウj と読みます。 『サクキュウ』では

玉平門家でなくとも ーづ般の人々にも理挽平しやすいも ありませんJ (文 IJ ｉ ｾ ＭￄＧ句引月 ＱＩ 。 要するに、 ￬ｬ Ｇ ￭ 防法

のであるべきだ ・ し は、遡って及ぶこ t もある珍い、法件であるとい

ところでこの n肖IS J i i 法を読みこなす コツJ だが、 うことである。 その遡及適川に ついて全 l O'l 訟のう

平明で、分かりやすい文章、 一 目瞭然の イラスト 、 ち、 1 翠がきかれて L 必 。

太字体て、表された重要語句など、まず白か らすっ 火災は地良や台風と述って人災であり 、多くの

きり頭に入ってくる 。 そしてここが肝心 なのだが、 人の命にかかわるも のだけに 、消防法は、慾法第

「なぜそんなことになっているのかJ の説明が実 3 9 $にもかかわ らず、遡及迎mぞ受 けるものであ

に手際よくなされているので、アアソウカ ー と納 る こ とをしみじみ分からせられた次ｾｾである 。

得しているうちに読んでいける のだ。 このみ; を読んで、いただ、ければ、 rm防法」含少し

fごからい 、っ て、法律の解説二注にありがちな、 は身近に感じていたTごけると思う 。 符手の設備設

「まあt:: ' L、たい、こんなもん」ぃ 、うと らえ) j は ;: 1すi に対する入門書として、 卜分使えるという評

されていな し、。 さすがは、もと建設省におられ、 fmiも、ベテラン設(Jffi家かい、た t::' L、て し、る 。 いわ

街l 自身が法11tぞ作る 立場におられた方の者、明ごと ゆる処築をや っている人々に、i 1'il 崩去に対する型

思う 。 解剖裟めても ら おうと ｌ 、う ｊ 存者の考えは十分 ￬ｬｾｾｴＺＺ

法律い、うものは、ザノν か らこぼれたも のを、 されている 。

平成 5年度建築物に付属する緑化施設表彰

- 桜宮リ バーシティ

ウォー タータワープラザ

ー表彫施設ー

- 大和銀行本底ビルー表影施訟ー

正面の開放感のあるオープンスペースに

は、水を使ったモニユ メン 卜もあり 、緑-

花 ・水力、建物とうまく調和 して、 堺筋を

行き交う 人身の目を楽 しませて くれる。

規模 ・公開性と もに抜群に優れており、

紺寺管理も行き届いている。都市におけ

るピルの総合的な緑化のモデルとなるも

のであろ う。 ( 審査評! 1<粋)

大和銀行本庖ビル大阪市中央区備後町

設計 安井建築設計事務所/ 東姻建築事務所

， ;f 

住友海上大阪ビル大阪市中央区舎儒

設計白i主役E十

. 住友海上大阪ピルー表彫施設ー

公関空地に、高木と低木をうまく マッチ

させて、統一感のある植栽を施し ている。

とくに、ク スノキの並木を整然と配し て

いる点にはセ ンスのよさを感じさ せる。

この建物を含仁街区に溜売した緑の歩道

を設置する ことによ り、アーパニテ ィ豊

かな緑の景観形成に十分寄与している。

{ 審査評按粋)

感謝状作昂

セントポリア北大阪は、グ リーンベル

トで包んでいるとい、えるほどだ。

サンマンション阿倍野プラウは、西側

の公園との連続性をうまく取り入れ

ている。備後町山田玄ビルは、都市に

そぐわない格持重も見られるが、ビジ

ネス街に季節感を与えている。

建物の高層化と駐車場をす

べて地下に設置することで、

緑豊かなオープンスペース

を確保: している ことは、者s

市部での住宅開発における

緑化の優れた事例であ る。

(審査評銭粋)

備後町山口玄ビル大阪市中央区備後町

設計，大林組
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【平成5年 9月分】

月間の動き

備工言千画) 参加者 150名

Ｘ 日 ・ Ｙ 時 ｾＵ 時 ・ 於建設交流館

講 師 〔施工計画1 ) 服翻券興氏伽鴎 脱 却

〔施工計画11 ) 森 啓 亮 氏 U怖受沼未必

( 積算・偏宣見掛参加者 137名

ＲＱ 日・ Ｙ 時 ｾＵ 時 ・ 於建設交流館

講 師 〔積算業務〕吉田豊氏( 附竹中工務后)

〔仮設見瀬ヨ琢井孝曇氏 C附大本将l l l )

(東海開催) 参加者 118名

ＲＹ 日 ・ Ｙ 時半 ｾＵ 時・於昭和ホール

講 師 〔施工計画〕岩田正弘氏( 愛知工業大学)

〔仮設見旗〕佐渡政勝氏 U側大ヰ将昌j

〔積算業務〕尾関友四郎氏。紛争竹中工務底)

建築工事実務講習会

2 1世紀への エスキス

三津文子「人と木がつくるうつくしし、家J

ＲＲ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＵＰ 介 ・ 於本会会議室

参 加 者 39名

「一一 話題建築を聞く

RI C セントラルタワー ・太田隆信氏に聞く

ＳＰ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＵＰ 介 ・ 於本会会議室

参 加 者 38名

「一一 建築ク ラブ

第 257回朝食会

ＱＴ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半 ・ 際大阪グランドホテル

演 題 「能楽についてJ

講 師 山 本 勝 一 氏 (大阪能楽協会理事長)

参 加 者 62名

30' sEYE  

Ｗ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 ・杉本z副委員長ほか 12名

議 事 ( 1崩団事業委員会の報告及ひ実施報告

(2)今後の企画について

第 l 回香港視察旅行分科会

Ｗ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時半・於本会会議室

出 席 者 杉 本 主 査 ほ か l 名

議 事 海 外 観 察 封 切 す 「 ポ ス ト ・ ホ ン コ ン パ ン ク ー 香

港の最新建築を訪ねる J 10月 7 日併守一10日(日)

の申i以犬況の報告

第 4 回広報小委員会

Ｘ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会教室

出 席 者 l京見副委員長ほか 11名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)第 l 、第 2 介科会から今後の予定について

第 4 回見学会小委員会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1断固事業委員会の報告

(2 ):実 施 報 告

(3)今後の予定、 候 補について

第 4 団事業委員会

ＱＴ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会 習 陸

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 2 回香港干見察旅行介科会

ＱＶ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 主 査 ほ か l 名

議 事洛汐十字見察旅行「ポスト ・ホ ンコン; ¥ンクー香

港の最新建築を訪ねる J 10月 7 日休 ト 10日(日)

Ｓ ｾ 白 Ｔ 日について

第 l 回常任理事会

ＲＲ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 同 名

議 事 ( 1脇 賛 名 義 使 用 の 件

(2)入選会者承認の件

(3滞在告事項その他

第 2 因企画委員会

ＲＲ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 5 名

オブザーノてー市川、三品各副会長

事 m会勢拡大について

(2陰費改訂について

理事会

陶 山 和 典

{ 紐村組}

J京国 主佳一

{ 松村岨}

指田孝太郎

{ 臼瞳股肘}

号本工揖J7

大野木忠男

【毛リタ橿瞳)

柳 原 奈 世 子

( 地域由時世肘}

9 月の 入 会者 (敬称略)

司
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〔個人会員 18名〕

喜 多 泰 夫

(1公' 寸m

鈴 木 昭 造

【キｾＡ寸 ｦｈｊ

福井茂平日

( 大林姐)

二 宮 利 治

t 目賓館計}

阿蘇品尚土

( 東掴燈罰事輔嗣)

北 森 一 弘

{ 昭和世肘)

〔準会員 l 名〕

富 田 梓 敬

{ 修凪盟専)

建材委員会

第 4 回建材委員会

Ｘ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会機室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 7 名

材 料 説 明 木製甲種防火戸( 内倒し内開き窓) /西出委員

議 事 今 後 の 検 討 酷 寸

出版委員会

第 5 回出版委員会

ＱＶ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出席者 山田副委員長ほか 7名

殺 事 ( 1) < プロのノウハウ〉 と特装本の経過報告

(2)  i プロのノウハウ」講座シリーズ

第 8 回「水にまつわるトラブルの事例 ・解決策〈設備

編)J 小 委 員 会

ＱＶ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 崎 小 委 員 長 ほ か 9 名

殺 事 m再校正の検討

(2)今後のスケ ジュール

一一→童築デザインのための構造言十直ト一一

Ｒ 日 ・ Ｓ 時 ｾＵ 時 ・ 於大町存建築健保会館

講師須賀好富氏( 近畿大朝呈工学部建築学科害対受)

参 加 者 160名

プ ロのノウハウ講座

議

第 6 回作品作風小委員会

Ｒ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 松 田 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1昨 品 の 掲載状況並びに掲載予定の報告

(2 )f乍品の選定

(3)  i Gal l eryJ 掲 載報 告 ・予 定

第 5 団施工材料分手控

Ｙ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 志 水 幹 事 ほ か 4 名

議 事 特集テーマの検討

第 5 回構造分科会

ｼ日日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹事 ほ か 2 名

議 事 ( 1ｾ 委員の交代

(2)  i概盆の頁J 11 月号以降の企画

第 5 回編集委員会

ＱＳ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時半 Ｎ ￎｪｾジ本会会議室

出席者 i務神編集理事ほか 4 名

殺 事 Ｙ 月号 ｾｉ 月号特集経過報告

第 6 回会員企画小委員会

ＱＴ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者 高田委員長ほか 2 名

議 事 シ リーズものの報告と掲載予定

bei ng 側企画打合追試2)

ＱＴ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於 本会会議室

出 席 者 北 村幹 事ほ か 3 名

議 事 “ bei ng" 欄の企画について

第 l 回東海支部特別編集 委 員 会

ＲＷ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於東海支部会議室

出 席 者 森 口 支 部 長 ほ か は 名

議 事 '94/ 3 月号東海支部情集の企画

第 6 回広告企画小委員会

ＲＸ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 松本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 収支状況報告

第 8 固設備分科会

ＲＹ 日・ Ｔ 時 ｾ Ｗ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 大 森 文 夫 ・蔵 敷 健 次 ・辻 本 博 特 別 幹 事 梶 井

幹事ほか 7 名

「建築のエネルギーシステムJ 特集の企画

編集委員会

事業委員会

第 5回若い会員の集い小委員会

建築と社会 ・1993.1162 
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- 目 次

序 論 建 築 設 計 のための設備

第 l 章 建 築 基 本 計 画に必要な設備基礎知識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 E章 事 務所ピルの設備基礎知識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気謁和設備/

電気設備/ 昇降機設備

第 3 章 商業 ピルの設備基礎知識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇隠機設備/ 貸方基準

第 4章 集合住宅の設備 基礎知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 電気設備/ 昇降

機設備/ 電気エネルギー設備/ ガスエネルギー

設備

第 5章 意 匠設計者による設備の 打ち合わせ

現地調査/ 官庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チェックリスト

第 B章 事 務所ビルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/モデルピル設備概要

第 7章 商業 ピルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルビル設備概

要

第 日:章 建 築と設備の接点

外壁，屋根/ ドアガラリ ー/ 機械室/ 屋上，屋

外/ 天井/ 0 8 . P 8/ E P 8/ フロアダク ト/

設備更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メーター

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

|  措胡一 lは州一 ま刷ω

キ社土会状況硝量り込み、 最新の技{締車封背報を盛り込むベく新たに害 き起こしたものてで.二、執宝筆査には、東畑建築事務所、日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備設詐替が当たり、編集委員会て守儲支を重ねましTこ。

第一線て活躍する設備設詐首が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て笛薗した問題を掘 り起こ しその解決

封鎖R肢て示した本容 は、意匠設計三者のみならず、初歩の設備Z宣言十三者にも拐イ聞の資料になるものと恩L 、ます。

本書のお求めは、全国の書官 で!!

間 日本建築協会 (〒53関 賢 官 区 梅 田1- 1-3

-2100TEL06- 348一郎35、FAX06- 348- 0634)  

で怯 、害児価格仲送斜実費) で飯 売しますの

で、本会までご注ヨ7下さい。

建築 と社会 ・1993. 11 63 
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

(設計 ・施工 )

組朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松田Tl - 25- 7 電 話03(34  32)  5711  

大 阪 支 社 大 阪市 淀川 区 加 島 ト58- 59 電 話 06 ( 302)  2270 

支 l苫 北海道/ 来北/ 北関東/椴浜/ 名古屋/ 中国/ 九件|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

ヨ伝g ・:!: Ili志社 干550λ; 阪 山 岡l〆il.r i
堀 1J  119轟25サ 屯ぷ (06)441 8231 

東 京 本 社 〒 102 Jl(，，; 間『代川 l白羽 1は21 1115酢 10サ 電 品川3)3261  8231 

支 社 1' 11' 1 州' f I " 同

主 底 札制・ {lhfi . 析向。 λ，'，:( • r 且 織 jle .  1>州 ，i( 仰・神， o . k，. J覗 附 111

Ｑ ムｾ，｜高松間本

営 離 所 ' : t i 仏両館 山氏 ・ 肱 川 蝿l刈 Iji 川崎 I..，t. ，¥)1尚 . ｾｾｾ＠ /11・i It  .  ｩ［ｾ 山

相 )1 憾山松山副知， • ，tl vf 十1. 鹿児山郎副

出 張 所 地 111 .  ｾ｜Ｇｉ 向 。 川崎・怯 ｩ ｬ .  ｉ ｴＺＺｾ，｜＠ ド ｉｾｉ .  L<崎 大 分 ・ 川 崎

海 外 支 底 / / ガ ポ ー ル ホ ン コ J

技 情 研 究 所 干;'54 j命 l' 叫 人 1I 'll iH 巴町大' i ' ，t.. 11.390帯地 .，!t，"，， (049215H 15日

空気調和設備 / ' X ' ¥ i寝 業 設 備

給 排 水 設 備 [ / 冨¥1 ノド処 f理施設

電 気 設 備 マー---v 環 成 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 l市長

ピl 谷 川 二

三 田村 那也

大 阪 支 庖 大阪市 '1' 央医」ヒi g 2 - 2 - 2 1 r，正(;1; 06(202) 3071 ( 代表 )

本 庖 点 京 都 千 代 出 区 有 楽 町 1- 4- 1 電 話03( 3502) 6111 ( 大代 )

支 唐 名ｾ，民ＩｌＧ ｊｈ ・ 北尚道中 ｬ 五 ｬ 東北・北ｼ陸 ・ 凶 μｬ

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業株求書紋

大 阪 支 后 大 阪 市 北 区 紅梅 田r Ｓ 祷 Ｕ 号 Ｇ ｩ ｬＱ ｾＮ舌 Ｈ ＳＵＲＩ 1  1  3  1刊

本 社 東京都中央区 日本相税制信仰 T 2 - 2 2  1ti 3舌( 3667) 3431  (大:ffl

支 社 名古屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 烏 ・稲岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
本 社

東京本応

大阪本庖

支 l古

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

-

-‘ 

司-

空晃 調
株式会社

大阪市中央区域見2丁目 l番61号ツイン2I Mf D? ワー 電話 06- 949ー 1371

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル 電話03- 3344 - 1911 

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 T 目13帯 20号 電 話 06- 363- 1371

仙台 ・横浜 ・名古屋京都 ・神戸 ・広島 稲岡

札税 ・松江、

『森 ・秋田 盛岡 大宮 ・千葉・ 111崎 ・白山 ・福井 ・和歌山 ・

鳥取 ・岡山 ・高松下関 ・熊本 ・鹿児島 ・i中純

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

陶 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

- 株式会社意割R
( . 1 -一ー一

本 社 k 阪市中央区瓦屋町 2丁目 1I 需16号[ オートセンターピル 1 .  2階)

到;f 起訴号542 '，[t，i，fj ) ( 1似 ( 06) 768- 5  0  3  1  ｦｾ 炎

ノノテナシス郎' ，tl. ，;品 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1  6  5  1  ｦｾ＠ T. 

点点止: 1; 1; 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7 階)

郵便番号 112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代 表

商昂は空気ですo V  r-
a・.. 勲と空気のエンジニア内ーーーー

〉ー〈J 5 TZ思
・宮

空 気 調 和 t 竺竺L 搬 送 機 設 備

y 衛 生 てでア 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策撒式怠誼

大 阪 支 庖 〒530 大 阪 市北 区 西天 満 3 丁目 6 格 14 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表 )

本 社 干 100 東京者|汗イt 田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  'i1[ 0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3525西原、衛生工業所大阪庖

大 阪 市北 区 中津 6 丁 目8 添 4 号 電 話大 阪 ( 458) 3628番

支庖 ・営法顎庁 福 岡 ・京者[1 ・天理 ・}I I西 ・神戸

大規模空間〔天井金属パネル〕に v  

地球を入れることはできませんが，. . - - 、. . . ，. . ・ ・ ・・ ・

地球規模の夢を入れることはできます 司 - 圃 司 h 司 圃 ' ‘ - 司 園 ，

スペースクリエイター

内外蓑創作パネル・システム天井・間仕切

一 一 一 ~ 本 社

大 阪 市 北 区 西 天 ;瀦5丁目 3番7号 干530

東京・九州・横浜・名古屋・仙台 ・宮崎・京都
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3名言問歪犀畢13:';"Im. 
⑨日本管工業株式会社

設計並施 工
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③白玉掛詰融持

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 岡 町 2 0 番 地 の l

ｭ ｾＧ 舌 ＨＶＸ ＱＩ 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 10 4 5  

大阪市北区天満1- 5- 20 電話( 06) 352- 3501附

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 ( 0592) 26- 361飾り

四 日 市 市 西 末 広 町 危 話 ( 0593) 53- 7431聞

大津市中央2丁目 4- 28 危 結 ( 0775) 22- 9738附

大 阪 支 唐

三 軍 支 庖

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)  1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092(771) 6 1 68
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社
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東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄
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支社長

大阪市中央区高成紙 4丁目 3番 7号 電話大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿・神奈川 ・東関東・中部 ・九 州

大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5惜 )

ｾ＠ ?，;!i 0 6 ( 3 6 1) 3  6 7  1 (代)

東京都中央区日本橋茅場開T 2 丁目 1 7番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代)

堺 ・ 泉 州、| ・ 泉 南 ・ 滋 T  

ヰ土

広

本

支

営 業 所

電気段備・計義制御段備・空聞役僧・クリ ーンルーム股備・プラント 股備

鎗排水衛生股備・エネルギー集中監視システムー・ .1宣骨十施工

三宝電機株式会全土

取締役社 lと it; 納 秀

&  

本 柱 干5却式飯市北区西支J I 2ート配置ピ) 1>) TEL 似364) 14I H A X 侃(3倒)5533

東京宣世利団東京臨屠slli Il2-16( ニュー斬圃ピJレ) TEL閃( 括倒川目1. FAX 03(5倒)0268

名古置豆后干4628古軍制直盟誠3-12-14 TEL052(9剖)5131.FAXO盟(914)7日5

神戸 ｩｈ Ａｩ干 Ｖｾ 神戸市置区宮置稲田 Ｑ Ｍ Ｒ ＭＹ Ｈ 工ピスピ ｬω ｔｅｌｏ Ｎ珂Ｈ脳 ＩＵｾＱ ・ ｆａｘＰＷＸＨＸＷＱ )6261 

騨研究所有田大原府堺市三宝旬t T3田 TELOn2( 27) 例) 8.FAXOn2(27)1喧4

人と都市の快適な環境をつくります

- 空側・給排水・衛生役備

空R 圃和

工場配菅

木処理

コージェネレー ション

クリーンルーム

・プラ ン ト

プラント肘援

システムエン ジニア リング

組 側 ｬＧ ｍｮｾ 型旦何 μ ＮＮ 一
ぷ主 主 ｾー一一ーーー『 ζｾ ｩＡＱＮ

令 住 友 電 設 株 式 会 社 諒2221222清 野 山

- 情報通信般備

情岨通情ネットワーク

情岨担理

通情システム

且送システム

・電力胤重役備

畳宜電

架空送配電

地中道配電

世織橿目位計 ・施工・監理

・電気位僧

畳宜電 ・幹岨

勘カ・醐圃量置

電眠 、担送、イン ターｾ ン

防犯、防虫

< j > 失監視酬'

y ステム肘植

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L 06 (792)  585R F A X 0 6 (792)  2810 

大阪市西区西本町 l の 13の33

TEL. 06- 532- 0 461 ( 代表)

F'AX. 06- 535- 5181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪匁 P榊 業 締

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本
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日本電植株式会社
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天理営業所
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Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  
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特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

四-ー:二:ナ)ほ)副 O: J : J ! J O:

続 式 会 粧 王 ヌ 王 ム ピ ' 一

株 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖 k 阪市中央区北浜3- 2-23( 慣霊ピル)

T  E  L 06-202- 3294 
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⑥巧｜｜ＯｾＭ鴨代の断熱用シｾ人
必ｓ［ ｾＭｉ ｾ＠ ＧＧＧｊｾ み

目01¥' イナ11ーシート P

の貼り合わせ技術て積層した，二重糟造の断熱兼用二重防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 社 割 問 刊 図 区 丸 の 内 2 T 目 制(干代田ピJiJ)

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA (膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ＮＮｮ Ｎ，ｾ，ヨニＮＮ Ｈグラウ 卜用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安ニ..0守ョー子園J ' J 友 情、私? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

・寄与OE S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ OI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産

居 士 官

刀て浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

Q

玄式株業産?甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 06) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物洋光

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大! 仮

66 



奥山化工業械式さ社

本 社 東京都 中央区 銀座 8- 4- 9 奥山ビル T E L03(3571 ) 27ω 附 F AX03(3571 )0264 テトカッバー防水層
大阪事揖所 TEL06(391) 1081 - 1向X 06(395)1109 名古屋出張所 TEL051(811 )  3660 

'A，J¥宮業所 TEL045(310)柑 31 FAX045  (310)町民 厚 木 出 張 所 TEL0461(11 )  1761 FA同 461(13) 1341 

カッパー防水帯 コザ f ータイトオクロン防水都目

資料をご. . * 下さい。

埼玉宮実所 TEL048(774)1845 ま 岨 出 世 所 TELOI91(18)日878向XOI91(18)1614

τ ｾＳ ｙ ｦ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 キ土 〒 540 大 阪 市 中 央 区南 新 町 1- 2- 10 (T SビJ レ)

T E し ( 06 ) 943 - 6 5 7 1 げて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸岬岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市
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タイルのわず、かな凹凸が表情を際立たせる。
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枚がまるで、、意思をもっているかのように語りかけてくる。

大阪支社までご請求ください まま06 (364) 1181 

T OT Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽摂崎2- 3- 7 梅新第一生命ビJ レ東館東陶機器

キ文

T OT Oエ クステリアタイノレ。

タイノレ


